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「るい子ちゃんのケーキ、ひとくちちょうだい」

　サクサクのフレークが入ったバナナキャラメルケーキを食べながら、神じん保ぼ柚ゆず希きはフォークを構えた。

　悪戯いたずらっぽい妖よう精せいのように無む垢くなその姿に、塔とう崎さき涙るい歌かは笑みを誘さそわれる。

「いいよ。なんならこの莓いちごも食べちゃって」

　ウィーン式のレトロなサイフォンで淹いれられた芳ほう醇じゆんなコーヒーに口をつけながら、涙歌はストロベリー・ショートケーキの皿を差し出す。

　まだ半分以上残っているケーキの上には、きちんと葉を取られた、清せい潔けつで瑞みず々みずしい莓が乗っている。

「それを譲ゆずったら莓ショートケーキの意味がなくなっちゃうよ!?　アイデンティティの崩ほう壊かいだよ！」

　柚希は愕がく然ぜんとして目を剝むく。

「私、ショートケーキの莓はただのデコレーションって割り切ってるから」

　慈いつくしむように柚希を見ながら涙歌は言う。

　柚希は納得できていない。莓の欠けたショートケーキで満足できる涙歌の感性に、全く共感できないようだ。

「本当にるい子ちゃんといると世界観が揺ゆらぐよ……でも、わかり合えない部分があるからこそ、友達を続けられるんだよね。日常にミステリーがあるからこそ、生きることに退たい屈くつしないですむんだもんね」

「いいから食べちゃいなって。私もゆずっちのケーキ、ひとくちもらうし」

　大おお仰ぎような柚希を、くすくすと笑う涙歌。

　柚希はひとしきり悩んだが結局、

「ダメ、これだけはもらえない。こっちだけで充分」

　と断って、ショートケーキのスポンジと生クリームをフォークで削けずり、口に運んだ。その頰ほおが至福に綻ほころぶ。

　友人の百ひやく面めん相そうを眺ながめながら、涙歌は一日の疲れが淡あわ雪ゆきのように、ゆるゆる溶けてゆくのを感じていた。

　柚希との他た愛あいもないティータイムだけが、涙歌の心に本当の平へい穏おんを与える。この店ならば、二人の時間を邪じや魔まする余計な客もいないはずだった。

　店名は、〈カフェ・シュクルダール〉。

　駅ビルの片かた隅すみにある昔ながらの喫きつ茶さ店てんで、ケーキ類は、近所の老舗しにせの菓か子し店てんから仕入れている。マスターのこだわりなのか、濃こいめのコーヒーと合うように厳げん選せんされたメニューになっているため、若い女子からの人気はイマイチらしい。だが涙歌はむしろ、その深くビターな味わいが好みだった。カラフルで見み目め麗うるわしいマカロンやフルーツたっぷりのタルトも華はなやかでいいのだが、モノクロなショコラムースやブランデーを使った大人っぽいチョコレートに癒いやされたい瞬間は、十代の女子にだってある。

　ケーキのメニューだけではなく、この店は内装も朴ぼく訥とつで、あまりにも渋しぶすぎた。オレンジ色のモダンな洋よう燈とう、壁に嵌はまったステンドグラス。ビロードを貼られた真っ赤な椅い子す、昭和の美人画家・東とう郷ごう青せい児じの絵画。常時流れている、アナログレコードの古いジャズ曲。そして、白髪しらが交まじりの、寡か黙もくな壮そう年ねんのマスター。

　制服をまとった女子高生の常連は、柚希と涙歌ぐらいだ。マスターはなにも言わないが、二人のいる席だけが華やかで、店のシックな空気から浮いている。

　──空気を、壊こわしている。

　そもそも大人の中で浮く涙歌達は、同じ女子高生の中にいても浮く。

　色素が極きよく端たんに薄うすい肌、同じように色素の薄いセミロングの髪。切れ長な瞳に、しっとりと濡ぬれた唇くちびる。触れれば壊れてしまいそうなほど、線の細い体。

　少女漫まん画がであれば表を歩くことすら危あやぶまれる、儚はかなげな美少女。それが、他人から見た涙歌の印象だ。

「そんなに莓が欲しいなら、次から莓を持参しよっか？」

　マスターが許してくれるなら、だけど。

　涙歌が残っているコーヒーに、角かく砂ざ糖とうを入れながら提案する。

「莓単体じゃ、意味がないんだよ。ショートケーキの上に乗った莓にだけ、普通の莓以上の意味があるんだよ」

　柚希が紙ナプキンで口をふきながら、持論を述べる。

　黒髪のショートヘアに真っ赤なフレームの眼鏡めがねをかけた、血色のよい健康的な女の子。いつも実年齢よりも二～三歳は若く見られる。

　ころころと動く表情から覗のぞく八や重え歯ばがチャーミングで、まるで小動物。それが、他人から見た柚希の印象だ。

　通う学校は違う。もちろん、制服も違う。

　幼おさな馴な染じみというわけでもない。趣味が共通ということもない。

　対照的な二人は、とある数奇な縁えんで巡めぐり合い、時とき折おりこうしてプライベートな時間を共にするような関係になった。

「るい子」「ゆずっち」は二人の間だけの愛称であり、家族やクラスメイトはその名で呼ばない。外見だけを見ればデコボコながらも微笑ほほえましい、友達同士のように見えるだろう。

　しかし、会話をよく聞いていれば、二人の──特に涙歌の言葉や話題が、同世代の日常とはかけ離れていることに、誰だれでも気がつくはずだ。

　柚希が愛用の、ちょっと型落ちしたバッテリーがへたり気味のスマートフォンをタップして、アルバムのカメラロールを開く。

　そこにはいかにも女子高生らしい、甘ったるそうなスイーツの画像が無数に並んでいる。和菓子からワッフルまで、和わ洋よう折せつ衷ちゆう、なんでもござれだ。

「この店で食べられるケーキはほとんど制せい覇はしちゃったね。るい子ちゃん、隣となり町まちにも進出してみます？」

「私はずっとここでいいよ。コーヒーに合うお菓子ならなんでもいいし、ゆずっちみたいにケーキ画像で人気者にはなれないしね」

　柚希には、撮さつ影えいしたケーキ画像を巧たくみに加工して、ウイットの利きいたコメントをつけてＳＮＳソーシヤルネツトワークサービスに投とう稿こうする趣しゆ味みがある。

　涙歌と違ってそれなりに同世代の友人が多い柚希は、『スイーツ系リア充じゆう』として、リアルでもネットでも評価されていた。半なかば揶や揄ゆのようなそのあだ名は、柚希にとって誇ほこらしくも、いざ指し摘てきされると恥ずかしいものだった。

「私のケーキなんて、ただの記録だよ。るい子ちゃんのアルバムみたいに誰かの役に立ってるわけじゃないし、特別な人達と繫つながれるわけじゃないもん。みんながちょっと共感してくれるだけ」

「…………」

　柚希の返答に、涙歌はただただ微笑む。

　微笑みながら、柚希が手をつけなかった莓に、フォークを突つき刺さす。

「あ、違うよ、るい子ちゃん？　私は、るい子ちゃんを怖こわがってるわけじゃないからね？」

「わかってるよ、ゆずっち。私の『これ』が、普通じゃないってことも」

　そう言って涙歌は、ケーキの横に置かれていた自分のスマートフォンを手に取った。

　柚希のものとは違い、ハードの面でもソフトの面でも、常に最新のバージョンへとアップデートされている多機能スマートデバイス『Apocry-phoneアポクリフオン』──。

　通称、アポクロ。世界的なシェアを誇る、ＩＴビジネスと若者文化の要かなめだ。

　涙歌が細い指でタッチスクリーンをスワイプすると、カメラロールのサムネイルが表示される。現れたのは、ポップでキュートなケーキ画像のサムネイルでは断じてない。

　柚希の目に入ったのは、どこかのマンションのベランダに立つ、幽かすかで虚うつろな姿の女性。

　茫ぼう漠ばくと空を眺める女性の腹は──。

　──鉄てつ錆さびのような、赤黒い血で汚れていた。

　他人の血液ではなさそうだ。女性が着ているナイトウェアのネグリジェは無む惨ざんにも切り裂さかれており、そこから覗く下腹部から流れた赤い河川が、生白い足を伝っていた。

　血液は、女の内側から溢あふれたものだ。

　いろんな意味で明らかにまともな写真ではなかったが、それを見せられても、柚希の目には一切の怯おびえが宿やどらない。

「わ、痛そう」

　と、小さく眉まゆをひそめるのみだ。

　柚希もまた、そのような写真画像を見慣れているのだ。

「死んじゃった人間しか写ってないアルバムなんて、どこにも公開できないよ。私は──こいつらと話すだけ」

　そして、使うだけ。

　涙歌はそう言って、口に運んだ莓を前歯で嚙かみ潰つぶす。

　甘あま酸ずっぱい鮮せん血けつのような果汁が、その可か憐れんな唇を濡らした。






















「お仕事の依頼をしたいの、塔とう崎さき涙るい歌かさん」

　その日の放課後、カバンを手にして教室を出た涙歌は、げっそりとやつれた同級生の女子生徒に話しかけられた。

　彼女は高たか瀬せ実里みのりと名乗り、すがるような視線で涙歌を見つめている。

　意を決して話しかけてきたのだろう。すぐに状況を察さつした涙歌は、慌あわてもせずに実里の手を引いて。

「場所を変えましょっか」

　と囁ささやき、実里を学校の中庭に連れて行った。

　瑠る璃り色の花びらが舞まい、涙歌の口の中に入ってくる。なんとなくもったいなくて、涙歌はそれをくわえたまま歩いた。

　校内で涙歌が『依頼』の話をするのは、この場所と決まっている。

　郊こう外がいにある市立校としては規格外に広いその中庭には、プラタナスやポプラ、ユリノキが植樹されており、花か壇だんにはアヤメやネモフィラなどの花々が並ぶ。

　異質にして華か美び、そして現世から隔かく絶ぜつされたようなここでならば、どんなに奇き妙みような会話も許される空気が醸じよう成せいされている。今日は陽ひも出ていて雲くもも少ないので、暗い話だったとしても相手の気分が紛まぎれるだろう。

　花壇の隅すみに並んで座り、口から取り出した花びらをひざに置いて、涙歌は実里に会話の再開を促うながす。

　実里は緊張で汗がにじんできた手で、制服のスカートをギュッと握にぎり締しめ、言葉を吐はき出しはじめた。

「私が今住んでいるマンションに……いるの。女の人が」

「そりゃ女の人ぐらいはいるでしょうね。女によ人にん禁きん制せいのマンションじゃなきゃ」

　そんなマンション聞いたことないけどね、と涙歌は続ける。

「そ、そういうことじゃなくて……私の部屋の、真上の階かいなんだけど、そこのベランダに……いつも、立っているの。白いレースのネグリジェを着てて、すっごく綺き麗れいな人なんだけど、お腹なかから……お腹から、真っ赤な血がだらだらと流れてて、それで、それでね」

　それで、その女の人、体が、霧きりみたいに、透すけてるの。

　文節ごとに情報を整理しながら、実里は告げた。

　その視線がキョロキョロと泳ぐ。会話を他人に聞かれるのを恐おそれているのか、あるいは涙歌の反応が怖こわいのだろう。他人に恐怖を否定され続けることに、彼女は疲れていた。

「なるほど。つまりは、死んだ人が見えるってことね」

　涙歌は眉まゆひとつ動かさずに、実里が言いあぐねていた言葉をあっさりと口にする。

　その反応に驚いていたのは、他ならぬ実里自身だ。

「信じて、くれるの……？　お母さんもお父さんも友達も、誰も相手にしてくれなかったのに」

　微かすかな希望にすがっていた実里は、涙歌の無ぶ遠えん慮りよな反応にも感激する。

「そういう仕事だからね。で、その女の人に関する具体的な被害は？　夜中に金切り声が聞こえるとか、住んだ人が次々と不幸な目に遭あうとか、そんな世間話や噂うわさは聞いてない？」

「そういうのは、わからないけど……私、引っ越してきたばっかりだし。ただ、足音は聞こえる。夜中に、上の部屋をバタバタ歩き回ってる音。今は誰だれも住んでないはずなのに、たまに夕方にも聞こえてきて……私、眠れなくなっちゃって……」

「ふむ、不眠症状ね。学生で不眠は辛つらいよね」

　実里の言葉をアポクロでメモしながら、ちっとも同情の色がない声こわ音ねで涙歌は言う。実里は、そんな涙歌の言葉に対してもありがたそうに頷うなずく。

「そうなの、今日も学校で居眠りしちゃって……これじゃ試験勉強にも身が入らないんだ。お願い、なんとかして塔崎さんっ！」

「その前に、一応聞いておくけど。そんなに怖くて眠れないなら、引っ越すとか一時的に親しん戚せきの家に避ひ難なんするとかいう選せん択たく肢しは考えてないの？　私も、そんなに安くないからね」

　涙歌はどこか加か虐ぎやく的てきに、切れ長な目を細める。

「うん……悩んではいるんだけど、親が納得してくれないし、私も今のマンションそのものは気に入ってるんだ。自然がいっぱいあるし、おっきなショッピングモールもあるし、生活しやすくて……」

　どうやら実里の住むマンションとやらは、都市計画事業の一いつ環かんとしてオープンしたショッピングモールに隣りん接せつする形で建設されたらしい。

　アジア有数のショッピングモールには一日では回りきれぬほどのテナントが出店しており、大規模な映画館もある。近きん隣りん住民であれば、暮くらしの全てが手に入ってしまうレベルだ。

「ああ、あのマンションなんだ。確かに、あそこに住んじゃったら中途半はん端ぱな田舎いなかには引っ越せないでしょうね」

「そうなの。もうそろそろ、ランドマークの観かん覧らん車しやも完成するって話だし。なんというかこう、町と一緒に大人になりたいなー、みたいな……そういう世界との一体感的なのって、あるでしょ？」

「特にないけど、希望は確認できた。部屋を出たくないから、その女性をなんとかすればいいってことね」

　意識の高い実里の情じよう緒ちよをバッサリ切って、涙歌が頷く。

「じゃあ、引き受けてくれるの？　よかった……塔崎さんが死んだ人間と話せる、霊能力者だって噂は本当だったのね！」

　嬉うれしそうに顔を輝かせる実里だが、涙歌は首を横に振った。

「そんなに便利なものじゃないんだな、これが。私がコンタクトを取れるのは、『死者が写った画像』──つまり」

『心霊写真』だけ。

　うさんくさいその言葉を、涙歌は明めい朗ろうな発音で告げる。

「『心霊写真』……」

　困こん惑わくする実里に向けて、涙歌はアポクロを操作し、タッチスクリーン画面を見せる。タップした画面に、カメラのアルバムロールが表示されていた。

　涙歌が一枚ずつそれらをスワイプする。

　覗のぞきこんだ瞬間、実里の顔からゾッと血色が失われた。




　一枚目の写真には、どこかの民家らしき部屋が写っていた。

　パソコンデスクに座る、やせ細った少年。

　少年の体は後ろの壁が透けており、下半身にいたっては霧のようにうすぼんやりとして、足の輪りん郭かくは確認できない。こちらをじっと恨うらみがましく見つめるその瞳には一切の生気が感じられず、薄うすい唇くちびるからは煙草たばこの煙けむりのような白い気体が立ち上っていた。




　二枚目の写真には、町のどこかで撮さつ影えいしたと思われる、電柱が写っていた。

　その背後に、フリフリをあしらったガーリーなファッションに身を包んだ金きん髪ぱつの少女が立ち、こちらを覗いている。小学校低学年くらいだろうか。

　奇妙なことに、少女の右半身は電柱からはみ出しているのに、左半身は、影も形もない──少女の全身を隠かくすほどのスペースなどないはずなのに。

　代わりに、赤毛のドーベルマンが電柱の陰かげからこちらを覗いている。だが、そのドーベルマンもまた顔だけで、下半身は見えていない。




　三枚目の写真には、壁が見えず、畳たたみだけが虚こ空くうに浮かんでいるかのような、薄暗い和室が写っていた。

　その真ん中に、艶えん然ぜんとしたひょろ長い男が立っている。

　どうやら白衣を羽は織おっているようで、闇に浮かぶその輪郭は、どこか死しに装しよう束ぞくのようにも見えた。顔は見えないが──見えないその暗黒が、全てを吞のみこむ威い圧あつに溢れている。それだけの情報量しかないのに、言いしれぬ忌いま々いましい気配がその影からは漂ただよっていた。理り屈くつではない本能が、その影に関わってはいけないと告げていた。




　たった三枚の画像を見ていく間に、実里の表情がみるみる固まっていった。

　見てはならないもの。

　踏ふみ入ってはならない領りよう域いき。

　泳ぐ実里の視線が、そう告げている。

　ベランダに立つ女性のように──あるいはそれ以上に。

　交まじわってはいけない来こし方かたの世界が、今、ここにある。

「こ、こ、これって……」

「シミュラクラ現象とか、パレイドリア効果とかじゃないよ。巷ちまたに出まわる心霊写真は確かにそっちのほうが多いし、今ならデジタルな方法でいくらでも、完成度の高い偽にせ物ものを作れちゃうから、最近は流は行やらなくなったよね」

「し、シミュ……パレ？」

　実里は見たものを整理するので精一杯で、言葉を吞みこめていない。

「シミュラクラ現象っていうのは三つの点が集まっただけで、それが人間の顔に見えてしまう現象。パレイドリア効果は判断力の低下なんかが原因で、顔でないものを顔に誤認しちゃうとか、見たものを正確に認識できなくなる症しよう状じようだね。どっちも、そこにいないはずの存在を知覚しちゃう──まあ、錯さつ覚かくのことだよ」

「錯覚……なの？」

「さっきも言ったけど、ほとんどはね。でも、貴女あなたにはわかるはず。本物を見た貴女なら、偽物と本物の違いぐらい──凄すごみで区別できるはず」

「…………」

　沈ちん黙もくが、実里の理解度を語る。彼女は早さつ速そく、後こう悔かいしてしまっている。

　日常の中で幸福に生きていたければ、ちょっと気味の悪い女を見たぐらいのことなど、目を背そむけて忘れるべきだったのだ。

　だが、もう遅い。

　もう彼女は知ってしまい──涙歌の顧こ客きやくであることから、逃のがれられない。

　暗あん渠きよたる思考の中で凍こおりついている実里から、涙歌はアポクロを遠ざけた。

　そして涙歌はこの日はじめて、にっこりと笑って。

「日給以外は成功報ほう酬しゆうで。ギャランティの割り引き交こう渉しようは一切受けつけておりませんが、よろしいでしょうか」

　と言った。

　実里は涙歌のひざ上にある花びらを凝ぎよう視しし、無心を装よそおいながら頷く。

　──今夜の彼女は、いつも以上に眠れないだろう。

　涙歌も、自分のひざを見ながら思った。
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「さーてさてさて。話は聞いてたよね、労働者諸君？」

　実里と別れ、人ひと気けのない路地裏を歩いていた涙歌は、持っていたアポクロに向かって囁きかける。

　誰かと話しているように見えるが、通話は繫つながっていない。

　タッチスクリーンには、先ほど実里に見せていた、心霊写真──。

　──亡もう者じやとしか形容できない不ぶ気き味みな写真画像が並ぶのみだ。

　涙歌は沈黙を返すアポクロをひと睨みして、

「無視してんじゃねーよ、この亡者どもが……」

　と、地じ獄ごくから響ひびいてくるような低音で凄すごんだ。

　そして、タッチスクリーンに触れた指をスクリーン外に飛び出すまで、滑すべらせる。

　するとその指に追いつくかの如ごとく、アポクロのタッチスクリーンそのものが、巨大に伸しん展てんした。幻覚ではなく、拡かく張ちよう現実でもなく、現実にあるアポクロが平べったく広がり、一般的なタブレットサイズにまで広がったのだ。

　これが、今のところスマートフォン業界でアポクロのみが実用化している、マルチサイジング機能。一台持ちでは画面サイズの融ゆう通ずうが利きかない、というスマートフォンやタブレレットＰＣの欠点をクリアするためにメーカーが開発した最新モデルである。が、故ゆえに一般的な女子高生が所有するには不自然なほど、高価格になってしまった。

　涙歌にとっては、命綱とも言える商売道具だ。

　人の顔ほども広がったタッチスクリーンには、やせ細った少年が写っている。

「ねえ、蒼そう兵へい。こっちからは見えてるんだからね。はっきりと、あんたの姿が」

　涙歌が話しかけると、ＰＣの前に座り、陰いん気きに背中を向けていた彼の目が──。

　ぎょろり、と涙歌を睨にらみ返す。

「べ、別に無視してねーよ！　まだ周りに人がいるんじゃないかって思ったから、慎しん重ちようになっただけだって！」

　少年はいかにも間の抜けた、裏返った声で喋しやべった。

　唇を動かし──こちら側に向けて、言葉を発した。

　静止した写真画像だと思われたそれが、ライブなリアクションを返している。空中にあるウェブカメラを見上げるように、コミュニケーションを取ろうとしている。

　涙歌は、心霊写真の少年と、会話をはじめたのだ。

　少年の名は、安あ達だち蒼兵。涙歌が編へん成せいした、『チーム』の一員である。

「は？　あんたらがそんなこと気にしたって、普通の人間には止まった写真画像にしか見えないでしょ。誰にでも気づいてもらえると思ったら大間違いだからね、この地じ縛ばく霊れいが」

　亡者のいななきを、平然と受け流す涙歌。タッチスクリーン上の蒼兵が、表情を強こわ張ばらせる。

「ううっ……そこまで言われるほどのことを俺がしたかよ……？」

「自分が死んでるってわかってるのに、そこで留とどまってることがすでに罪なの。罪人はこの慈じ悲ひ深ぶかい涙歌さまに奉ほう仕しすべし。理解できたら、はい返事」

「はい、涙歌さまの言う通りです」

　素直に従う蒼兵。抗あらがうのも面倒になったようだ。

「よろしい。蒼兵のワリに物わかりがいいじゃない。んで、こがねとカーミンもなにをビクビクしてるのかな？」

　涙歌がタッチスクリーンをフリックすると、蒼兵の写真画像サイズが画面隅に追いこまれるほど小さくなる。代わりに、先ほどから電柱の後ろに隠れていた金髪少女と、犬の画像が最大化して現れた。

「ひゃっ……み、見られた……」

　享きよう年ねん七歳の少女──岸きし川かわこがねはビクリと体を震ふるわせて、さらに電柱の奧へ隠れようとするが、すぐに観念のため息を吐ついた。まばたきもせずにスクリーンを睨み続けている涙歌をスクリーンの中から見返し、全身を電柱の陰から出す。

　一度撮影された亡者達は、『視線』という意識を向けられるだけで、求められるコミュニケーションから逃れられなくなるらしい。体内にＧＰＳを仕し掛かけられ、常に監かん視しされている囚しゆう人じんのようなものだ。

　こがねにすがりながら、ドーベルマンのカーミンも全身を晒さらす。

「てへへ、ビクビクなんかしてないすよー？　いつルイカが声をかけてくれるかって、今か今かと待ってたんだもんね、カーミン？」

　目を泳がせるこがねから急に会話を振られたカーミンは、

「わぉん？」

　と抗こう議ぎするかのように小さく鳴ないて、体を縮ちぢめた。

「カーミンに責任を押しつけるんじゃないの。子どもだろうとペットだろうと、死んでる以上は甘やかさないからね」

「一いつ介かいの浮ふ遊ゆう霊れいと動物霊っすよ？　テゴコロ加えてみません？」

　てへへ笑いで舌を出すこがねだが、涙歌の冷れい淡たんな表情は崩くずれない。

「慈悲が欲しければ地獄に落ちて、閻えん魔ま大王に頭を下げることね」

　地獄なんてものがあればの話だけどねえ。

　口角を上げて、涙歌は言う。
















　こがねは涙目で顔を引きつらせ、カーミンの体に身を寄せる。

　地獄が怖いのではなく、地獄の存在を疑うたがうことのほうが、こがねにとっては恐怖なのだ。どこにも行けず、自分達の意識が消失することのほうが恐ろしい。

　涙歌は「ふん」と乙女おとめらしからぬ鼻息を鳴らす。

　すると、こがね達が写る写真画像を押し退のけるように、横から蒼兵の画像がスライドインしてきた。

「子どもをいじめるなって、涙歌。さっきだってわざと俺達の画像見せて、クライアントを怖がらせてただろ？　その無む駄だなＳ気質、よくねーぞ。余計な皮肉は身を滅ほろぼすぞ」

「うっさい。私の性格に意見するなんて百万輪りん廻ね早い。聞いてたんなら、依頼の件もわかってるはずね？」

「ああ、一応な。こがね、お前も聞いてたよな？」

　蒼兵が聞くと、隣となり合った写真画像の中で、こがねがこくこくと頷いた。

　涙歌がアポクロを通してビヨンドスコープを起動させている間は、彼ら同士もグループチャットのように会話が可能なのだ。

「お仕事だったら、どこぞの地縛霊なんかよりテキカクにこなすよー」

「さっきかばってやった俺を、あっさり侮ぶ蔑べつしたな……」

「事実は事実だもーん。ソーヘイも悔くやしかったら自分の部屋から出てみなよ、引きこもりうんこー」

「出たくても出られないシステムなんだよ！　便べんも出ねーし、ベスト尽つくしてもこれなんだよ！」

「お前ら少し黙だまれ」

　一いつ喝かつする涙歌。蒼兵とこがねは「はい」と声をそろえて、そのまま口を閉じた。

　涙歌は切れ長な目を一層細めて、スクリーンを見つめ直す。その視線は、蒼兵にもこがねにも向いていない。

「……念のためだけど、藍あい生せいにも確認しとくか」

　涙歌がタッチスクリーンをフリックする。

　蒼兵とこがねの写真画像の間を割るように、もうひとつの写真画像が表示された。

　そこには先ほど実里が見た薄暗い和室と、白衣のひょろ長い青年が写っている。それ以外に特別なものはなにも写っていないはずなのに、写真からは禍まが々まがしい瘴しよう気きが漏もれ出てくるかのようだった。

「藍生。さっきの話、聞き逃してないでしょうね」

　感情のこもらない声音で涙歌が聞くと、藍生と呼ばれた青年が、ほんの少しだけあごを上げる。

　視線は窺うかがえない。能面のように、青白い顔色。

　整った高い鼻の下で、水平線のように薄い唇だけを歪ゆがませ、藍生は笑み。

「ああ、涙歌。なにも問題はない……」

　と、囁いた。

　安心感の全くない、相手の感情を逆さか撫なでしたいとしか思えない声こわ色いろだったが、涙歌は無表情のままで、

「よろしい。今回はあんたの出番はないと思うけど、待たい機きはしておいて」

　淡たん々たんと返す。

　藍生の表情も、笑顔のまま変わらない。本当にコミュニケーションが成り立っているのかどうかも怪あやしい光景だった。蒼兵やこがねも口を出してこない。彼らでも藍生と涙歌の間に漂う、異様な緊張感に関わりたくないのだ。

　蒼兵、こがね、カーミン、藍生。

　各おの々おのの理由で現世を去った彼らを、撮影した写真画像をインターフェースとして、彼らと言葉を交わすことができる。

　これが涙歌の持つ、ひとつ目の能力である。

　より細かく記しるせば、アポクロにインストールされた死者撮影・管理機能を持つカメラアプリ、『ビヨンドスコープ』を意のままに操作できる技能と資質を、涙歌は持っている。この世界でも限られた人間にしか扱あつかえないビヨンドスコープを使うことで、涙歌の稀き少しような副業は成り立つ。

　一いつ拍ぱく置いて、涙歌は再び蒼兵達に語りかける。

「てなわけで──依頼者は高瀬実里。依頼内容は、『ベランダに立つ女』の正体をつきとめて、排はい除じよすること。ミッション開始よ、しもべ達！」

「了解～」

　気のない返事をする蒼兵とこがねに重ねるように、カーミンが「わん！」と鳴いた。

『心霊写真使い』塔崎涙歌とそのチームが、それぞれの現げん世せ利益りやくのために、動き出したのだった。
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　自室から一歩も出ることができない地縛霊、蒼兵独自の捜そう査さ方法は、ありきたりな『検索』である。

　亡者としては妄もう念ねんが薄く脆ぜい弱じやくすぎる蒼兵は、椅い子すひとつ動かすことができない、幼児以下のポルターガイストだ。レジャー施設のお化け屋や敷しきにいたとしても、ラップ音で客を驚かすことぐらいしかできない。

　しかし、現代社会の恩恵を最大限に受けている蒼兵には、ごくわずかな労力だけで世界の一部を動かせる、ＰＣという武器がある。電源を入れ、キーボードを打ち、マウスを滑らせることさえできれば、蒼兵も社会に参加できる。

　──死んでからはじめて、社会人になった。

　皮肉な状況というか、奇妙な状況になったものだと蒼兵は思う。

　どこにも行けず誰にも気づかれず、ただ無価値な亡者として朽くちていく運命だった蒼兵の存在に、涙歌はいち早く気づいた。きっかけは思い出すのも難しく、他人に伝えるのもややこしい奇妙な事件だったが、蒼兵が有する検索力と拡かく散さん力りよくは、生死を問わず有用なものだと判断されたようだ。

　チームにスカウトされる際さいに、

「あんたみたいな社会不適合死者でも、高機能社会不適合死者ぐらいにはなれるのね。いい時代に死んだじゃん」

　涙歌はとても明るい声音で言った。

「死ぬのにいい時代なんかあるのかよ」

　と蒼兵は言い返したが、デジタル環境が整っていなければ自分になにができたのかと考えると、恐らくなにもできない。毎日この部屋で誰かがこっくりさんでもやって蒼兵と対話してくれない限りは、退たい屈くつで心が折れてしまったことだろう。

　死んだままで心が折れた場合、そいつはどうなってしまうのか。

　折れたまま誰にも気づかれず、永遠の時を過ごすことになるのか。

　考えるのも恐ろしい。

　──そんなわけで、蒼兵は睡すい眠みんを必要とせずＰＣに張り付いていられる情報分析係として涙歌に雇こ用ようされた。

　ただ漫まん然ぜんとインターネットを検索するだけではなく、蒼兵は様々なコミュニティやソーシャルなサービスに涙歌が貸した名義で登録している。

　ネット上での生と死は、アカウントが動いている者と、動かない者にしか分けられない。蒼兵が涙歌にこき使われた亡者であると気づく者もいない。

　短文投とう稿こうサービス『ツリッター』フォロワーが５００００を超えてさえいれば、肉体がなくとも人権が認められるのが現代日本だ。影響力はそれなり以上にある。

　──問題は涙歌が、アフィリエイトで稼かせぐことを禁じていることぐらいか。

　巨きよ額がくすぎる収入源は、リアルでのトラブルに繫がりやすい。あくまでも蒼兵のツリッターアカウントは、情報収集網の要かなめでしかない。

「毎時ネタ呟つぶやきながら検索するのだって、楽じゃねーんだぞ……」

　などと愚ぐ痴ちりつつ、蒼兵はひと晩中、例のマンションと、ベランダに立つ女に関する情報を検索し続けた。

　マンションの築年数、住民の人数、過去の事件。警察のデータベースを調べられない以上は、人が発した発言を細こまやかに吟ぎん味みし、カテゴライズしていくしかない。

　たまにはさぼりたいとも思うが、一定時間ごとに涙歌から、

「さっさと結果を出せ」

　とせきたてられるので、ひと息つく余裕もない。

　肉体は疲労しないが、精神は磨ま耗もうする。

　酸素を取りこむ必要はないが、ため息はたくさん出る。

　死者は、生前の慣習に行動を縛しばられ続けるのだ。

　調査開始から約五時間後。ようやく手がかりと思われるニュース記事を発見した蒼兵は、涙歌を呼び出すことにした。

　涙歌がビヨンドスコープを立ち上げたままで手元にアポクロを置いていれば、こちらの声は自動的に届く。ビヨンドスコープには、撮影した死者の『コール』を受信し、着信音に変換する機能もあるのだ。

　涙歌との『回線』が開かれ、蒼兵の頭ず上じように正方形の『窓まど』が現れた。これが、蒼兵ら心霊写真の被写体達から涙歌を見るときの視点だ。

　窓の向こうでは、なにやら荒こう涼りようとした、突風のような音が響いている。

　──涙歌は外にいるのだろうか？

「おーい涙歌、見えてるんだろ？　さっさと出ろー」

　蒼兵が空からっぽの正方形に声をかけると、

「はいはーい、見えてるって。いきなり上司を呼び出すなんて、生意気な部下ね」

　と、ドライヤーで髪を乾かしながら、涙歌の頭がスライドインしてきた。

　──突風のような音は、ドライヤーの音か。

　納得しかけた蒼兵は続いて見えてきた涙歌の姿から、咄とつ嗟さに視線を逸そらす。

　涙歌は、半はん裸らだった。

　バスタオルをふわっと巻いているのみで、真っ白で艶つややかな肩も首も、ついでに胸元もが露あらわになっている。

「お、お前なぁ！　年ごろの娘が、なんつーカッコで人前に出てやがるんだ！」

「この視界じゃ胸元までしか見えないでしょ、なに父親みたいなこと言ってんのよ。セクハラもできないくせに」

「う……こ、言葉で攻せめるぐらいなら俺だってできるぞ。本音を言うとメチャクチャ見たいしな！」

　何な故ぜか悔くやしまぎれに、本音を言ってしまう蒼兵。

「あんた如きの言葉と視線で、私の羞しゆう恥ち心しんが揺ゆらぐと思う？」

「全くその気配はありませんね」

「その通り。さっさと報告に移りなさい。結果が出たから呼んだんでしょ」

　涙歌はドライヤーのスイッチを切り、アポクロ片手にパタパタと下敷きで顔を仰あおいでいる。蒼兵は邪じや念ねんに負けぬようＰＣを凝視して、迷う視線を誤ご魔ま化かしながら、仕事モードに移行する。

「高瀬実里のマンションに関する、過去の記録を調べた。くだんのマンションでは、一年ほど前に殺人事件が発生している。当時の新聞では、居い直なおり強ごう盗とうによるものとされているな。容疑者の名前は小お野の田だ靖やす宏ひろ、無職の三十四歳男性。被害者は刃渡り十五センチもの出で刃ば包ぼう丁ちようで腹部を滅めつ多た刺ざしにされている。現場は高瀬実里が入居している部屋の真上、五〇一号室のリビングだ」

　朗ろう々ろうと、蒼兵は調査結果を音読する。涙歌は目を細めて話に集中し、強く頷いた。

「なかなか精度が高いじゃない。生きてる間はド底辺のネット廃はい人じんも、死ねば役に立つってわけね」

「誉ほめながら貶おとしめるのやめろ。それにネットは節度を守ればちゃんと有用だ」

「守れないから死んだんでしょうが」

　死因をズバリ指摘されて、蒼兵は反論できない。

　蒼兵は、オンラインゲーム中毒による不ふ摂せつ生せいが原因で、ある日突然心停止してそのまま、帰『れ』ぬ人となったのだ。こうして涙歌のもとで労働しているのは、わずかばかりの収入を得つつそれを貯ためて、遺のこされた家族に渡すためだ。

　目先の金のためにも、話題を戻そうと蒼兵は思った。

「……調査報告を続けるぞ。殺された被害者の名は、雨あま宮みや亜あ利り沙さ、十七歳。高専のデザイン学科に在ざい籍せきしていた。両親との三人暮らしだったそうだが、犯行当日の夜は一人だった。親戚の結婚式から帰宅した両親が、第一発見者」

「エグい状況ねえ、それで？」

　涙歌は平然と感想を述べる。凄せい惨さんな状況説明にも、全く動じていない。

「小野田は現場に大量の痕こん跡せきを残していたため、犯行の五日後にあっさりと逮たい捕ほされたらしい。高瀬実里は、この事件を知らないのかな？」

「最近引っ越してきたみたいだし、住人は話題にしたくもないんでしょうね……そっか、犯人はもう捕つかまってるのか。他に因いん縁ねんめいた話とか噂はあった？　マンションが建つ前は霊園があったとか戦場だったとか、そういういかにも怪しい、実話系の怪談ファンがガッツポーズ決めそうなやつ」

　なにやら考えを整理しながら、涙歌が尋たずねる。

「ラップ音だとか人影だとか、怪奇現象の噂は引っかかったけどな。どれも雨宮亜利沙が殺された直後からの噂だから、正体はそいつだろ。マンション自体の問題は、調べた限りでは見つかってないな。特に噂もない」

「ふむ……なるほどね」

「土地とは関係ないんじゃねーか？　元々このマンション、ショッピングモールのオープンに合わせて、人がほとんど住んでなかった湿しつ地ち帯たいに作られたみたいだしな」

「ショッピングモールの歴史も調べてくれたんだ？　やるじゃん、引きこもり」

「まあな。引きこもり言うな。今もあそこらは宅地開発が進んでて、ショッピングモールも改築と増築を繰り返しているみたいだな。レジャー施設も充実してきたらしいし、デートスポットとしても有名になってきた。郊外暮らしに憧あこがれてる人間にとっては、これ以上ない立地条件だな」

　敷しき地ち内ないには地下鉄の駅も存在し、三十分で都心まで出ていける。

　暮らすもよし、動くもよし。

　都民であるというステータスにこだわらないならば、言うことはないだろう。

「でも、五〇一号室は空あき部べ屋やだって、高瀬実里は言ってた。雨宮一家は事件のあとに部屋を出たのね」

「……そりゃそうだろ。一人娘が殺された家に住み続けるなんて、まともな人間なら無理だ。引っ越したからってリセットできるわけでもねーだろーがな」

「あんた、自分が死んだ部屋に住み続けてるじゃん」

「それとこれとは別だ。ま、せっかく充実した生活が手に入ったってのに、顔も知らない強盗に殺されたんだ。雨宮亜利沙の未み練れんも、さぞ深いだろうな……」

　蒼兵は、同情のため息を吐つく。

　強い痛みを伴ともなって死んだわけではない蒼兵には、殺人事件の被害者の苦しみはわからない。自分は幸運な浮かばれない死者だ、と蒼兵は思う。

「そうね。浮かばれない理由がそれだけなら救われないよね」

　含みのある言い回しで、涙歌は述べる。

　蒼兵は気になって顔を向けようとしたが、涙歌のバスタオルがずれ落ちかけているのに気づき、慌てて椅子ごと回転した。
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　蒼兵が調査報告を行ったのと同じころ、こがねとカーミンは現場であるマンションにやってきていた。

　蒼兵と違って場所に縛られないこがねとカーミンは、屋外であればほぼ自由に移動できるし、他人の目を気にする必要もない。

「チームのジドリチョーサには最さい適てきな人材すよ？」

　と、涙歌の前では常にアピールしているこがねである。

　マンションの前に立ち、こがねは五〇一号室を見上げる。外からでははっきりと見えないが、うっすらと女性らしき人影が窺える。

　依頼の対象に間違いないだろう。

　それにしても──長い黒髪、白いネグリジェ、血にまみれた腹とは。

「恥ずかしくなっちゃうぐらい、ベッタベタな亡者だねーカーミン」

　こがねは率直に、心ない感想をカーミンに述べる。

　同意するように、カーミンも「わんっ」と元気に鳴く。

　雨宮亜利沙の姿が、あまりにも一般的な『女の幽霊像』にピッタリ当て嵌はまっていることが、こがねには滑こつ稽けいに思えたのだ。ありふれた怪談やホラー映画であれば、こがねも生前それなりに、たしなんでいた。

「ネグリジェも悪くないけど、白いワンピースだったら完かん璧ぺきだったな～」

　ここだけの話、亡者の服装は死んだときの姿に限らず自由が利きく。

　まだまだファッションに興味の強い盛りであるこがねは、流行りの研究に余念がない。

　ただし、強くイメージしなければ服は変えられないので、消しよう耗もうはする。亡者に睡眠は必要ないが、精神に負担をかけて意識が朦もう朧ろうとしすぎると、そのまま正気の向こう側から戻ってこられないことも多いらしい。

　それでも。リスクを冒おかしてでも、こがねは可か愛わいい女の子でありたい。

　──可愛さを極きわめてからではないと、死にきれない。

　だから涙歌のもとで働き、その賃金でファッション誌を買ってもらう。

　目的さえあれば、死んでいたって幸福だ。そんなこがねに、忠犬であるカーミンも付き合ってくれている。

　同じ日に、同じ場所で殺されたカーミンは、こがねの唯ゆい一いつ無む二にの家族であり、かけがえのない親友だった。たまたま通りがかった涙歌がスカウトしてくれなかったとしても、カーミンさえいれば、強く生きて──。

　──いや。強く、死に続けられる。

「さて、ここからどう動くっすかねえ」

　カーミンを撫なでながら、こがねは悩んでいた。あまりにも動きがなさすぎる。

　亜利沙はベランダから夜空を眺ながめているだけで、それ以上なにもしようとしないのだ。意思の薄はく弱じやくそうな亡者だ、とこがねは思った。依頼人の実里は確か、上階から足音が聞こえると言っていたはずだ。だが彼女は、部屋に入る様子もない。

　こがねは思いきって、

「おーい、雨宮亜利沙のおねーさん。今ってお話しできますかー？」

　と声をかけてみたが、亜利沙は反応してくれない。

　──曇くもり空で、星どころか月すらも見えない夜空を眺めて、なにが面白いんだろう？

　直接目の前まで行って聞いてやりたい。

　だがこがねやカーミンは屋外であれば自由に歩き回れても、誰かが住んでいる空間に入ることは困難だ。誰かが招き入れてくれるか、こがね達の姿が見える誰かにくっついていなければ、プライベートなスペースには入れない。

　部屋の前までは行けるが、たとえ死者であろうとも、誰かが居い座すわっている空間に侵しん入にゆうするのは不可能だろう。

　──一度、ルイカに報告しておこうかな。

　こがねが思案していると、マンションの入り口から高校生ぐらいの少年が出てきた。

　学生服を着ており、こんがりと肌が焼けている。体格も大柄でがっしりしていて、平均的な身長よりも遙はるかに高い。

　しかし、少年の顔は亡者であるこがねから見ても、不自然なほど血色が悪い。

　──なにか、ただならぬ気配を感じる。

　怪け訝げんに思いながらこがねが見ていると、少年は数歩進んだ先で、自分が出てきたマンションの上階を見上げた。

　五〇一号室のベランダを悲ひ愴そうな表情で見つめて、少年は。

「また来るよ、亜利沙」

　と、呟いた。

「むふ。ネズミがかかったみたいすね」

　こがねは少年を追つい跡せきすることにした。
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　風が猛もう烈れつに強い。

　体重の軽い者なら、後ろに飛ばされてしまいそうな向かい風。肉体を持たないこがねに、見た目同様の質量はないが、進む足に重さを感じる気がする。

　気分の問題でしかなくても、こがねは風当たりの弱そうなルートを探しながら歩く。

　ショッピングモール外縁を取り囲む完成したばかりの遊歩道は、散歩コースとして近隣住民達に親しまれていた。一定距離ごとにベンチも設もうけられており、井い戸ど端ばた会議にも最適だ。

　しかし夕食時を過ぎたこの時間帯では、散歩をする者などほとんどいない。夜のデートを楽しむ若者ぐらいしか目につかないが、少年は周りのリア充じゆうには一切目をくれず、たった一人でベンチに座りこんでいた。

「じーっ……」

　こがねはその隣となりに座り、少年の顔や仕し種ぐさを丹たん念ねんに覗きこみ、観察する。

　相手に気づかれないとわかっていれば、遠えん慮りよなどいらない。まつ毛の本数だろうが、まばたきの回数だろうが、その気になれば調べられる。

　少年は目の下にうっすらクマがある。恐らくあまり寝ていない。肌も荒あれているので、ビタミンＣも足りていないだろう。しわだらけのシャツを気にしている様子もないので、ファッションにも興味が向いていない。

「なにか強いストレスを抱かかえている可能性があるよ、カーミン氏」

「わん」

　こがねとカーミンは頷き合う。

　雨宮亜利沙の事件と関係があるのだろうか。こがねが考えていると、少年は懐ふところからスマートフォンを取り出して、操作をはじめた。少年のカメラロールが、タッチスクリーンに表示される。

　今の彼とは比べものにならないほど元気そうな少年の顔と、満面の笑顔の雨宮亜利沙が並ぶ、自じ撮どりの写真画像だった。少年がさらに、タッチスクリーンの上で指を滑らせる。

　ゲームセンターにいる少年と亜利沙。アクセサリーショップにいる少年と亜利沙。

　キャラメルマキアートを飲んでいる亜利沙。雨の中を下校中の亜利沙。

　自室でテスト勉強中の亜利沙。寝ね惚ぼけて少年の腕枕で眠る亜利沙。

　大好きなエーロ・サーネリンの著書を読みふける亜利沙。

　亜利沙亜利沙、亜利沙。

　男の子と付き合う経験がないままに惨ざん殺さつされてしまった、こがねでもわかる。

　少年と亜利沙は、交際していたのだ。終わりなき青春を謳おう歌かしていたはずの二人は、偶然現れた強盗によって、美しい思い出の全てを奪うばわれてしまった。

　こがねは自分が犯おかしているプライバシーの侵しん害がい行こう為いにわずかな罪悪感を覚えつつも、さらにスマートフォンを凝視し続ける。コミュニケーションツールによる、他た愛あいもない少年と亜利沙のやりとりが目に入った。

　少年は亜利沙に、『貴たか士し』と呼ばれていたようだ。

　ときにはベタベタし、ときにはケンカをして、貴士と亜利沙は仲を深めていく。

　──そして途切れる歴史。

　貴士は、自分の『風か邪ぜ引くなよ、ありさ』というメッセージへの返信を求めて、タッチスクリーンをスワイプする。当然、来なかった返信が表示されることはない。やってこなかった未来が修正されることはない。

　貴士はまぶたを閉じて、真一文字に結んだ唇を震わせる。交際相手の死から一年を経へても、彼は全く亜利沙の死を受け入れられていないのだ。

「そーだよね。一年ぐらいじゃ無理だよね」

　こがねは貴士の隣で頷く。同情はできないが、共感はできる。

　人の心は、近しい人間の死を簡単に受容できる構造にはできていない。誰かを見送った経験の少ない貴士ならば、なおさらだろう。様々な亡者と出会っているこがねでも、〝死〟そのものに慣れているわけではない。

　やがて貴士はスマートフォンをポケットにねじこんで立ち上がり、背中を丸めて歩き出した。

「また行くからな、亜利沙……」

　ぼそりと呟く貴士を、こがねとカーミンは特に情感を向けず、見送る。

　遺された側を強く想いすぎたら、無関係なこがねやカーミンも囚とらわれる。場所に囚われてしまえば、蒼兵のように身動きが取れなくなる。

　余計なことを考えてしまう前に、こがねは夜空に『窓』を開いた。

「ルイカルイカ、よさげな手がかりを見つけたっすよー」

　こがねが呼びかけると、パジャマ姿の涙歌がパンプキンプリンを食べながら現れた。

　報告を受けた涙歌は、

「よし。明日にはケリがつきそうね」

　と、なにやら楽しそうに微笑ほほえんだ。
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　季節の割には生温い空気が、肌に吸いつく午前零れい時。

　森もり川かわ貴士はいつものように五〇一号室へ侵入しようとしていた。こっそり手に入れたこの部屋の合い鍵かぎを、ドアの鍵穴に差しこむ。

　全ては、亜利沙の魂たましいを慰なぐさめるためだ。

　管理人室に忍びこんで鍵を盗み出し、合い鍵を作って元に戻すだけのことだったが、とても面倒な計画が必要だった。それでも罪の意識は感じていない。亜利沙も責めないだろう、と貴士は信じている。

　ドアをこっそりと開けて、ゆっくり足を踏み入れる。

　亜利沙が殺された部屋は、入ってすぐのリビングだ。清掃業者によって室内はすっかり綺麗になっているが、事件直後は壁紙に亜利沙の血がしみこみ、どれだけ洗い流してもこびりついた鉄の匂においが消えなかったという。

　ここで、亜利沙が苦しみ抜いて死んだ。

　無む惨ざんにも、毎日の楽しみを奪うばわれて。

　──亜利沙はきっと、ここにいる。

　貴士はそう確信していた。亜利沙の姿を見たことはないが、このマンションには殺された亜利沙が毎晩現れる、という噂もあるそうだ。

　それはそうだろう、交際をはじめてから二年、貴士と亜利沙の人生はこれからだった。亜利沙は、きっとこれからを諦あきらめられていないのだ。

　貴士が忘れられないのだから、亜利沙だって忘れられないに決まっている。貴士は、ベランダに出るための窓を開け放つ。

　亜利沙が好きだった有名チェーン店のチョコレートと紙コップに入ったキャラメルマキアートが入った紙袋、そして亜利沙が欲しがっていたミノル・ヤマサキの作品集を持って、貴士は見えない彼女に語りかける。

「亜利沙、今日も来たよ。教科書とノートを持ってきてるから、少しだけテスト勉強をして帰るからな」

　静せい寂じやくに包まれた室内には、上の階から漏れてくるテレビの音ぐらいしか響かない──。

　──はずだった。

「ようやく来たようね、雨宮亜利沙の元カレさん」

　その声は、背後から聞こえた。

　心臓が止まるかと貴士は思った。振り返ると、いつの間にかそこに少女が立っている。

　もちろん亜利沙ではないが、髪や肌の色素が薄くて、線の細い美少女だった。制服を着ているのを見ると、近隣の高校に通う学生だろう。手には最新のスマートフォン、アポクロを握り締めている。

　冷たく、どこか攻撃的な少女の目に見据えられ、呼吸を整えながら貴士は聞く。

「だ、誰だ、君は。亜利沙を知ってるのか」

「私の名前は塔崎涙歌。亜利沙さんとは、直接の面識はないかな──」

　今のところは、ね。

　澄すんだ声音で、少女──涙歌は答えた。何な故ぜか濃こいニラの匂いが漂ってきて、貴士は眉をひそめる。

「ああ、ごめん。仕事の前はたっぷり食べるって決めてるんだけど、残のこり香がが伝わっちゃったかな。ちなみに今日の晩ご飯はタジン鍋なべで作った、ニラと白菜と豚肉蒸むし」

「聞いてないよ……っていうか、人前に出るときに普通ニラ食べるか？」

「精せいのつくものを食べないと、気合いが入らないの。二人前まではペロリよ」

　涙歌はにっこり微笑むが、手遅れだ。美少女の印象はすっかり崩れて、ただのニラ臭い大食いの女だ。

「亜利沙の知り合いじゃなきゃ、この部屋になんの用なんだ？」

「知り合いではないんだけど、ちょっと頼まれごとがあってね。亜利沙と『交渉』をしなくちゃいけないの。君がドアを開けてくれて助かった」

「……はあ？」

　貴士は顔を強張らせる。なにを言っているのか全くわからない。

「理解できないって顔ね。大丈夫、今から理解させてあげるから」

　涙歌は、アポクロを自分の眼がん前ぜんに掲かかげて、指先を滑らせた。

　一般的なタブレットサイズに、アポクロが伸展する。そしてなにやらタップしたかと思うと、タッチスクリーンを見つめ、ニヤニヤしながら頷く。

　どうやら、貴士をフォーカスしてカメラ機能を起動しているようだ。

「失礼なやつだな……俺の顔がそんなにおかしいか」

「違う違う、ちょっと確認してるだけ……うん。ちゃんと『そこ』にいるみたいね。ほら、君も見てごらん。私が起動している今は、君にも見えるはず」

　涙歌は手招きして、自分の隣に来るように言う。

　──なにが楽しくて、ニラ臭い女のカメラを覗かなきゃいけないんだ。

　そう思いながらも、貴士は涙歌の不可解な強制力に逆らうことができない。鼻呼吸をしないように涙歌と並び、タッチスクリーンを覗きこむ。フォーカスされていたのは、ベランダだった。




　亜利沙がいた。




　ちょっと背伸びしたくて親に買ってもらったという、大人びた白いレースのネグリジェを着て。ニュースや新聞記事で読んだように、滅多刺しにされたという腹部から、だらだらと血を流しながら。

　かつての交際相手が、目を見開いて──こちらを、恐ろしい形ぎよう相そうで睥へい睨げいしていた。
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「うわああああああああああああっ！」

　貴士は咄とつ嗟さに、仰のけ反ぞって後退してしまった。

　アポクロから視線を外し、改めてベランダを見る。そこには、冷たい夜風が吹きこんでいるだけである。

「あーあー。そんなにビックリすることないでしょ？　君の元カノですよ」

　口を尖らせて、腰を抜かしている貴士を蔑さげすむように涙歌は言う。

「な、なな……なんで、亜利沙が……！　あ、亜利沙は、死んだはずじゃ……」

「そう、彼女はとっくに死んでる。だから私が触れた『ビヨンドスコープ』にしか写らない。このカメラアプリは、この世に居座る亡者を撮影して、その画像を入り口としたコミュニケーションを可能にする。私にしか使えないんだけどね」

『心霊写真使い』である私にしか。

　念を押すように、涙歌は告げる。

「『心霊写真使い』……!?」

　貴士が今まで生きてきて、一度も聞いたことのない肩書きだった。霊能力者や超能力者と言ってもらったほうがわかりやすい。

「そう。私の仕事は、ときには死者を使って、ときには死者と交渉して、依頼人のオーダーに応こたえること。君にも協力してもらうから」

　涙歌は話しながら、わざわざ貴士の前にアポクロを向けてくる。

　透明なフレームの向ビこヨうン側ドで、亜利沙がこちらを睨み続けている。

　──ゾクリ、と全身が粟あわ立だつ。

　亜利沙の姿が恐ろしいから、というだけではない。睨まれれば睨まれるほど、全身から体温が失われていく。

「どうして……」

　──どうして睨むんだ、亜利沙。

　まさかこうして、実際に亜利沙の姿を見られるとは思っていなかったが、貴士は亜利沙の魂を慰め──そして自分の魂を慰めるために、毎日ここに忍びこんでいたのだ。

　亜利沙も強盗殺人犯である小野田のことは憎にくいだろうが、小野田はすでに収しゆう監かんされていて、裁判と実刑を待つ身だ。

　ここにいる自分が、憎ぞう悪おを向けられる理由がない。

　少なくとも貴士には思い当たらない。

　それとも、浮かばれぬ死者は相手が誰であろうと憎悪するものなのか？

　亜利沙は答えない。まばたきもせずに、眼がん光こうがより鋭く、怜れい悧りに貴士達を捉とらえる。

　代わりに、貴士の体が──冷えていく。雪山で遭そう難なんしたかのような冷気が体内から湧わき出し、ガチガチと歯が震える。このままでは凍死してしまう。

「どうしてなんだ、亜利沙……俺は、お前に会いたいだけで……」

　掠かすれた声が、喉の奥から漏れる。訴うつたえが亜利沙に届く気配はない。

　──逃げなければ。

　亜利沙の前から逃げるなんてことはしたくないが、逃げなければ、無関係な涙歌を巻きこんでしまう。そう思って、貴士は涙歌を見たのだが。

　涙歌は平然と向こう側を覗き、睨むでもなく、哀あわれむでもない、穏おだやかな面おも持もちで亜利沙と向き合っていた。ガタイもよく、服装だって厚着な貴士のほうが、明らかに参っている。

「き、君は、平気なのか……？」

　それとも、自分と違って涙歌には亜利沙の『視線』が届いていないのか。

「私が『心霊写真使い』なんて仕事を生業なりわいにしてるのは、この『ビヨンドスコープ』を使えるからってだけじゃないの」

　涙歌は貴士を見もせずに述のべる。

「う、うううう……？」

　貴士は言葉を発せない。もはや自分の体だけでなく、部屋全体が吹雪ふぶきに包まれたかの如き冷気だ。だが涙歌は依い然ぜんとして平気な顔をしている。

「呪のろい、祟たたり、障さわり──どう呼んでもいいんだけど、死者や亡者、こちらの世界の者ではない、あちら側の者達が向けてくる、様々な影響力。それを私の体は、無効化できちゃうんだなー、これが」

　照れくさいのか、小首を傾かしげて笑いながら涙歌は舌を出す。

　アポクロのタッチスクリーンの向こうでは、亜利沙が怪訝そうに首を傾げていた。

　ここで起きている現象を理解できていないのは、貴士だけではないようだ。

「『呪いキャンセラ』。それが、私が持つ、生まれつきの体質よ」

　涙歌はドヤ顔でそう言った。

「「…………」」

　冷気の中にいる貴士と、血まみれの亜利沙は、呆ぼう然ぜんと口を開けた。

「「ネーミングだっせ……」」

「んっ？」

「なんでもない……」

　やっとのことで発した言葉がツッコミだった貴士だが、涙歌はボケている自覚はないようだった。大おお真ま面じ目めだ。

「よくわかんないけど、なんでもないならよろしい。私が好き放題に死人どもを撮影しまくれるのは、この体質のおかげってこと。どんな血みどろの怨おん霊りようが襲おそってこようと、私には一切通用しない。フツーの人間として、フツーの状態をずっと保たもっていられる。だから私は、死者を──使える」

　死者を、雇やとえる。重ねて言う涙歌を、怪訝に貴士は見み据すえる。

「死者を……使える……『心霊写真使い』……」

「そう。だから私に対して、『対話』以外の交渉手段を求めようとしても無駄よ、雨宮亜利沙。あんたに私は呪えない。その代わりに、言葉だったらいくらでも聞いてあげる。いくらでも、届けてあげる」

　涙歌を睨んでいた亜利沙は、このあり得ない状況に驚きよう愕がくしていたようだったが、ゆっくりと事実を吞みこみはじめたようだ。どれだけ呪おうとも、どんな方法で祟ろうとも、涙歌の笑んだ表情を崩すこともできないのだから、吞みこむしかない。

　やがて亜利沙の視線から、凍いてつく鋭さが消えていく。

　貴士の知る、ビル街で空を仰ぐのが好きだった亜利沙の目に戻っていく。すると急速に貴士の体を包む冷気が収まり、体の自由が利くようになってきた。

　亜利沙の『呪い』が、解かれたのだ。

　閉じられていた亜利沙の蒼そう白はくな唇が、微かに動く。

『言葉を届ければ……いいの……？』

　貴士の耳に、はっきりと聞こえた。

　在ありし日の亜利沙の声だ。ちょっと鼻にかかった、年齢の割にかん高い亜利沙の声音が、涙歌のアポクロを通して空間を振動させる。

「亜利沙……！　あ、亜利沙、俺がわかるか？」

　貴士が訴えると、亜利沙は申し訳なさそうに、小さく頷いた。

『久しぶりだね、貴士……ごめんね。せっかく毎日、来てくれてたのに』

「それも、わかってたんだな……」

　貴士の胸に、熱いものがこみあげてくる。

　──なのに、どうして。

「どうして、さっきは俺を睨んで……俺を『呪おう』となんてしたんだ？」

『…………ごめんなさい』

　亜利沙は、それだけ言って、押し黙ってしまった。

「いいんだ。亜利沙がそうしなきゃいけないって思う、深い理由があったんだよな。亜利沙がそうやって俺に謝るときは、いつだって、どうしようもない理由があったもんな」

　貴士がそう言うと、亜利沙はカサカサに乾いた唇を歪めて、小さく笑んだ。

　──たとえ死んでいても、亜利沙は可愛い。

　貴士は心から思う。腹から血は滴したたっているが、そんなことも気にならないぐらいに。

「…………」

　二人のやりとりを、沈ちん着ちやくに涙歌は観察している。

『貴士……ずっと一緒にいられなくて、ごめんなさい……』

「二回も謝らなくていい。こっちこそ、亜利沙をずっと守っていくつもりだったのに……どんなものからだって守ってやるつもりだったのに……俺は結局、なにもできなかった。本当にごめんな」

　ふるふると、亜利沙は首を横に振る。

　亜利沙は、少なくとも貴士を恨んではいない。強い後悔を抱いだいているのは、むしろ貴士のほうだった。

「雨宮亜利沙。あんたがこのベランダに居座って、空を眺めている理由は、もう少しで消える。せいぜい、あと一カ月ってところ──この理解で合っている？」

　涙歌が二人の空気に割って入る。

『…………』

　亜利沙はピクリと眉まゆ尻じりを上げるだけだったが、その反応だけで涙歌には充分だったようだ。

「ＯＫ、事情はわかった。交渉するまでもなかったみたいね。詳しい事情を聞くのは後回しにしてあげるから、お先にどうぞ」

　軽妙に涙歌は、貴士と亜利沙に対話を促す。その雑ざつすぎる会話の繫ぎ方に動どう揺ようしながらも、貴士は亜利沙を見据え直す。

「亜利沙……どこにも行かなくていいんだぞ。俺、お前が望むならいつまでだって、ここに来るからさ」

　懇こん願がんするように囁く貴士に、またしても亜利沙は首を横に振る。

『貴士は、この世界にあるもっと他の、貴士の好きなものを見て。貴士の好きなものを食べて。貴士の好きな映画を見て。貴士の好きな本を読んで。貴士の好きな──貴士の人生を生きて』

　亜利沙はひとつひとつ、魂を吐き出すように囁く。

「亜利沙……」

『私も、もう少し準備ができて落ち着いたら、次の人生を目指してみる。だから……』

　だからね。

　亜利沙は言葉に詰つまりながら、俯うつむく。水気のないその瞳が、潤うるおっている。

　──ああ、見たくない。

　貴士は、痛つう烈れつに思う。亜利沙のあんな表情を。憎悪に満ちた顔よりも、そちらのほうが辛い。

「……わかった。俺は俺の人生を歩くよ」

　力強く貴士は頷く。

「貴士……」

　亜利沙も嬉しそうに目を輝かせる。

　他ならぬ亜利沙が、自分の道を歩けと言うのだ。余計な未練を亜利沙の前で見せて、痛ましい姿でこの場所に居残り続けることは、きっと間違いだ。

「物わかりがいいのね。うん、いい答えだと思う。決断までも早かった」

　涙歌は誇ほこらしげに、目を細めている。

「俺だって、ずっと亜利沙と一緒にいられる方法があるならそっちを選ぶさ。でも、そんな都合のいいものがないから、俺と亜利沙を会わせたんだろう？」

「まーね。理由はそっちのほうが、綺麗ですむでしょうし」

「……？」

「なんでもない。ほら、私がここにいる間しか話せないんだよ？　もうひと言、別れの言葉をかけてあげたら？」

　涙歌に促され、貴士は、アポクロのタッチスクリーンから、視線を離す。

　そして、スクリーンの向こう側へ──。

　──亜利沙がいると思しきベランダの前まで、足を進めた。目には見えないが、そこに亜利沙が立っている。触れられなくとも、距離だけは近いはずだ。

　異なるレイヤーを隔へだてたこちらと向こうに、二人はいる。そのレイヤーは、決して結合しない。

「さよなら亜利沙。またどこかで、同じ人生を生きよう」

『うん、貴士。必ずどこかで、一緒の人生を生きようね』

　亜利沙の声が、貴士の背後にあるアポクロから聞こえる。

　そのまま貴士は、涙歌にも「ありがとう」とだけ声をかけ、アポクロのタッチスクリーンには目も向けず、五〇一号室から退室した。

　マンションの外。ここしばらく悪天候だった夜空は雲ひとつなく晴れていて、満天の星空と半月が見えた。月明かりに照らされた、巨大なショッピングモールの建築物と未完成の観覧車は、これから亜利沙が向かうであろう、あちら側の世界そのもの──あるいは、そのシンボルのように思えた。

　墓ぼ標ひようにしては美しい。

　貴士が思い描いていたよりも、なんでもあって楽しそうだった。

「これなら俺なんかいなくても、人生に飽あきたりしないよな」

　他人が聞けば自じ嘲ちようと聞こえるようなひとりごとを、貴士はとても爽さわやかに呟いた。
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「それだけ？　その仕事って、それだけで終わっちゃったの、るい子こちゃん？」

　涙歌にバナナキャラメルケーキを分けながら、柚ゆず希きは聞く。

「そうだよ」

「そうだよって……話がオチてないよー」

　一件落着のように話が終わったが、亜利沙がベランダに立ち続けていた理由が、実はちっとも明らかになっていない。

　貴士が毎日のように通っていたから、ベランダに現れていたのか？

　強盗殺人犯への怨おん念ねんかなにかを晴らすため、誰かに想いを聞いてもらうために、自分の苦痛を訴えていたとか、そういうことではなかったのか。

「本人は両親の手できちんと供く養ようしてもらってるし、強盗殺人犯の小野田は刑務所の中だし、世の中に対して訴えるようなことなんて別になかったみたいだよ。生きている人間に対する羨せん望ぼうとか、やり場のない怒りとかもないって。そのあと二人きりでじっくり話を聞いたから、間違いない」

「よ、欲のない亡者さんだね……」

「私が思ってた以上に、しっかりしてたよ。だから、高瀬実里にも『あと一カ月だけ待ってくれたら、雨宮亜利沙は綺麗サッパリいなくなる』って言っておいた。その期限終了が、つい一週間前。もし消えなかったら、ロハで私がアフターケアするってことで。ま、滞とどこおりなく消えてくれたから、特に問題ないんだけどね……バナナキャラメルおいしい。次は私もこれにしよっと」

　ペロリとフォークをなめて、涙歌はコーヒーに口をつける。

「でしょっ？　フレークがサクサクで、食べてて楽しいんだよね！　……じゃなくて、なんで一カ月で消えてくれたの？　四し十じゆう九く日にちはとっくに過ぎてるし、一周忌きとかそういうのだったの？」

「さあ、彼氏への未練が断ち切れたか、めんどくさくなったんじゃないかな。貴士くん、随ずい分ぶんと雨宮亜利沙にご執しゆう心しんみたいだったし。死んだらややこしい亡者になりそうなのは、どっちかっていうと彼だったよ」

　確かに涙歌の話を聞いていると、精神を蝕むしばまれていたのは亜利沙を失った貴士だったように思えた。

　それよりも柚希が気になるのはやはり、一カ月というはっきりしすぎた期限だ。

　亜利沙と貴士にとって、その期限が私的なものでないと言うのなら──そのころに訪おとずれた『変化』のひとつであれば、柚希も知っている。

「その日って、観覧車の完成予定日じゃなかった？」

　さらりと柚希が言うと、涙歌は飲んでいたコーヒーからそっと唇を離し、ソーサーにカップを乗せた。

「……どうして知ってるの、ゆずっち？」




[image: ]




「あ、やっぱりそうだったんだ。るい子ちゃん忘れた？　私の家、結構ショッピングモールに近いんだよ。自転車を使えば十分ぐらいだから、一人でよく買い物行くし」

「一人で行くぐらいなら、誘さそってくれたらいいのに……」

「ああっ、ごめんね、るい子ちゃん！　私、服を選びだすと長いんだ。時間かかっていいなら、今度付き合ってね。……じゃなくて、観覧車が造られてたのは知ってたから、私も完成予定日はチェックしてたんだ」

「ふうん。まあ、目立ってたし、気にはなるかもね」

　涙歌は、にやにやしながらなにかを誤魔化そうとしている。

「でもなー、観覧車の完成と、死んだ人が消える日なんて、脈絡がないよね。亜利沙さんと貴士さんのデートスポットだったって言うならわかるけど、完成してなかったんだもんね」

「……そうだね」

「うーん、なんだろ、なんだろ。もしかして、ただ完成した観覧車を見上げたかっただけ、だったりしてね」

　てへへ、そんなわけないか──柚希はそう続けたかったのだが。

「……………」

　涙歌は真剣な面持ちで、柚希を見つめ返してきた。

「……………まさか」

「その、まさかだよ。雨宮亜利沙が長い間あの部屋から離れずに、ベランダに立ち続けた理由。それは『ショッピングモールのランドマークになるはずだった、観覧車の完成を見届けたかった』ってだけ」

　涙歌は、断言した。

「えっ…………ええええええーっ!?」

　柚希は驚きのあまり、椅子から勢いよく立ち上がる。

「ちょっとゆずっち、周りに迷めい惑わくでしょ」

「ほ、本当にそれだけなの!?　観覧車目当てってだけ!?」

「うん、それだけ」

「お腹を滅多刺しにされて、強盗殺人犯の裁判も終わってなくて、元恋人が毎日部屋に上がってきてるのに!?」

「観覧車が見たかっただけ」

　無情な断言を続けた。

　適当な推理が当たってしまった柚希は、愕がく然ぜんとするしかなかった。

「…………」

「ま、調べてすぐに推測はついてたんだけどね。そもそも、どうして彼女は毎日ベランダから外を見てたのか。首を吊つって自殺でもしたんなら、ベランダの外を見続ける理由にもなるかもしれないけど、彼女はリビングで刺し殺された。ベランダは殺害現場じゃない。ということは、雨宮亜利沙はありがちな怨霊みたいに、自分が死んだ状況を再現しているわけじゃなかった」

「でも、刺し殺されたときと同じように、お腹から血が出てたんじゃ？」

　殺された苦痛と口惜しさを誰かに伝えたくて、わざとそんな姿でいたのではないか。

「誰にも見られるわけじゃないから、そのままの姿でいただけでしょ」

「そんな、『着替えるの面倒だから』みたいな理由で……」

　いや、そういうものだったか。柚希は自分の心に確認する。

　涙歌の下で働くこがねはただの自己満足のために、服を着替えるそうだ。亡者が着替える必要などないのに、ただ可愛くありたいというだけで、こがねはファッション誌を買って同世代の流行を研究する。

　着たければ着ればいいし、ずぼらな者は、ずっとずぼらなのだ。

「つまり、痛みや恨みはどうでもよかった、ってこと。雨宮亜利沙は、死んだ直後から『あれ』にしか興きよう味みがなかった──あのマンションに引っ越してきてから、ずーっと観覧車ができるのを待ってたんでしょうね。じゃなきゃ、曇り続きなのにベランダで夜空なんて見上げないよ」

「薄暗くても、目の前にそびえ立つ、観覧車ぐらいなら……」

　湿地に埋うまった、巨大な鉄骨の車ぐらいならば──ぼんやりと見ていられる。

「うん、元々建築デザイン関係の学科に通ってたみたいだし、日ごろから建築関係の本ばっかり読んでたらしいよ。それも、巨大な建築物──ゲートウェイ・アーチをデザインしたエーロ・サーリネンとか、世界貿易センタービルをデザインしたミノル・ヤマサキとかのをね。『巨大フェチ』ってやつ？　私には理解できないけど、そういう人種もいるっぽいね」

「……もやもやしちゃったんだね。毎日見てたものが完成するのを見逃して、死んじゃうことに」

　深刻そうに、情け深く、柚希は囁く。

「しょーもないよね。彼氏も不幸だよ、観覧車への未練に負けるなんて」

「そう…………なのかな？」

　涙歌の放言に近い言葉に、柚希は首を傾げる。

「亜利沙さんは、貴士さんと会ったときに、呪ってまで部屋を追い出そうとしたんでしょ。未練もなければ、恨みもないのに、誰かを追い出そうとするのって……」

　──それは相手のこれからを、祝いわいたいからだったんじゃないかな。

　柚希はぽつりと、呟く。

「どうしてゆずっちは、そう思うの？」

　涙歌は真剣な眼まな差ざしで聞く。

「だって、死んでから一年も経たってるのに自分のことが気になって好きな人が足を踏み出せない、なんて──私の大事な人が、そんなことになってたらイヤだよ。貴士さんと幸せにお別れするためには、ちょっとだけ呪って、元の関係には戻れないってわかってもらうしかなかったんじゃないかな。実際はるい子ちゃんのおかげで、幸せなお別れになったみたいだけど」

「…………」

　涙歌は柚希から視線を逸らし、くすりと満足そうに笑った。

「それに、ひどい殺され方をしたっていうのに、毎晩見てた観覧車だけが未練で、それができたらこの世を去るなんて、とっても素す敵てきだって私は思うよ。死んじゃうぐらいの痛みよりも大切なものが、自分の趣味だったんでしょう？　その気持ちが完成したら終わるってわかっていれば、ずっと依存することもないし。痛いことを何度も思い出したり、二度と会えない人のことを、もやもや想い続けるより──未来を考えてるなあ、って気がする。すごく、健康的な亡者さんだよ」

「健康的もなにも、死んでるけどね──うん。ゆずっちはやっぱりすごい」

「えっ？　な、なにがすごいの？」

「愛とか人情とか、わかりやすいドラマに流されないで、私の話から本質を取り出そうとしたでしょ。それって、誰にでもできることじゃない」

　真まっ直すぐに涙歌が誉めてくるので、柚希は体温が急上昇するのを感じた。

「そ、そんなことないよ！　るい子ちゃんの話が上手だからだよ！　死んだ人とお話しできちゃうるい子ちゃんが、一番すごいんだよ！」

「私はすごくない。ゆずっちがいなかったら、私だって、一人でベランダに立ち続ける女になってるかもしれないもん。雨宮亜利沙みたいになれたらいいけど、スッキリしてから終わっていける希望もなく、空の向こうを夢見続ける女になる。地獄だよね、そんな状態」

「……るい子ちゃんがそんなことになったら、私が毎日会いに行くよ」

　柚希の視界が霞かすみ、滲にじんでいく。涙歌の言葉を現実の光景として想像したら、たまらなくなってきたのだ。

「…………」

「ここのケーキも持っていってあげる。見えなくたって、ずっとそこにいてあげる。絶対に、涙歌ちゃんがさみしくないようにしてあげるからね」

　あっさり先ほどまでの自分の言葉を覆くつがえし、柚希はみるみる大粒の涙を溜ためる。

　泣けない誰かを代だい弁べんするかのように、柚希はぽろぽろとそれをテーブルにこぼした。

　涙歌は、我が子を慈いつくしむように柚希の頭を撫で、人指し指で涙るい滴てきを掬すくい。

「不健康だよ、ゆずっち」

　そう言って、照れ笑いを浮かべながら視線を落とした。

　涙歌の笑顔につられて、柚希も笑いながら、視線を落とす。ケーキの皿は、どちらも空になっていた。

　お互いの口の中で、二つの甘みが渾こん然ぜんと混じり合っている。






















「また勢いよく、燃えてやがるなあ……」

　草木も眠る丑うし三みつ時どき──ではなく、休日真っ昼間のご飯時。

　家族が昼食をとる物音を耳で捉とらえながら、蒼そう兵へいはＰＣで淡たん々たんと『ツリッター』を閲えつ覧らんし、適度な分量の呟つぶやきを投とう稿こうする。

　どんな時間に、どんな人間が、どのような言葉を好むのか。

　バカだと思われないように、けれども真ま面じ目め系クズだと思われないように振る舞うにはどうすればいいのか。

　衣食住への考こう慮りよを必要としない蒼兵のネット生活は、もっぱらそれら有う象ぞう無む象ぞうへの思し慮りよに費やされる。

　個人名を明らかにして、リアルでの繫つながりや家庭の幸福をアピールしなければいけないＦＢなどは亡者に向いていないが、ツリッターは亡者向きだ。フォロワーが３００００以上のユーザーの何人かは、高確率で死んでいるのではないか、とさえ蒼兵は思う。そうでなければ辻つじ褄つまの合わない投稿頻ひん度どのアカウントが存在する。

　恐おそらくは匿とく名めい社会や偽ぎ名めい社会そのものが、亡者に向いているのだろう。実際、オカルト系の話題を某ぼう巨大掲けい示じ板ばんに投稿し続けているという亡者の存在も、涙歌づてに聞いている。

　──ネタは不ふ評ひようらしいが。

　リアリティがありすぎて、生きている人間には、なかなか伝わらないらしい。

　細こまかすぎて伝わらない怪談。

　そういうものかもしれない。蒼兵は、あまり自分の立場を意識しすぎない程度の利用法が性しように合う。ネタは共感度と汎はん用よう性せいのあるものに絞しぼったほうが、効率もいいし長続きする。

　自分の住む地域のツリッター利用者を選別し、リスト化してその呟きを分析していた蒼兵は、とても奇き妙みような現象の連れん鎖さを目もく撃げきしていた。

　最初に見つけたのは、近きん隣りんの高校に通う女子生徒の、日常の呟きだった。

『奈な津つ美みのやつ、私のことハブりやがってむかつく。お礼に自転車パンクさせてやったしｗｗｗｗｗ』

　ご丁てい寧ねいに、自分で撮さつ影えいしたと思おぼしき、自転車の写真画像付き。潰つぶれたタイヤと、自分のピースサインのアップ。背景にはくっきりと校舎まで写りこんでいる。

　この投稿に、彼女の友人を含む様々なユーザーからの返信、および拡かく散さんが集中していた。

　いわゆる炎えん上じよう騒さわぎというやつだ。

　数千以上の拡散行為と雑ぞう言ごんの果てに女子生徒のアカウントには鍵かぎがかけられ非公開になり、しばらくして、騒ぎ自体が忘れ去られた。

　──と思いきや。火が消える前に、再び同じような炎上騒ぎが発生していた。

　注目を浴びていたのは、万引きを告白する、数カ月前の呟き。

　そのアカウントは、炎上した女子生徒と相そう互ごにフォローし合っていた。

　当時の緊張やスリリングな精神状態を、楽しそうに話す彼の犯罪自じ慢まんに、ツリッター住民が我先にと食くいついた。

　なんといっても、店てん舗ぽの名前も、万引きした品物も、日付も、特定に必要な情報を全て呟いているのだから、探す側も特定のしがいがないくらいだ。先に炎上した女子生徒の友人であることから、同級生の男子生徒ということも推すい測そくできた。

　一部では名前まで晒さらされたその男子生徒はついにアカウントを削さく除じよし、数日後に万引き被害のあった店舗の企業アカウントから、「正式に謝罪をいただきましたので、本件に関しましては不問とします」という告知呟きがあった。

　そのような、世間を動かすほどでもない小さな炎上騒ぎが──。

　同じ地域で、同じ月に二十件以上。

　統計を考えると、多すぎる数だ。

　炎上騒動自体は日にち常じよう茶さ飯はん事じだが、それが同じエリアで集中的に、かつ偶発的に起こることなど、あり得るのだろうか。

　今はまだ世間も気にしていないようだが、ＳＮＳソーシヤルネツトワークサービスジャンキーである蒼兵としては、なにかが引っかかる。それに、自分のような現実に居場所のない底辺亡者にとって、ＳＮＳを含むソーシャルなサービスに不ふ穏おんな雰ふん囲い気きが蔓まん延えんすることは好ましくない。

「仕事が来るまで、炎上してるやつらを追いかけてみるかな……」

　ひとりごとを呟きながら、蒼兵はマウスに触れようとする。

　すると、部屋の外からすすり泣きが聞こえてきた。

　母親の泣き声だった。

　蒼兵の母親は、息子の死から二年が経たった今でも、立ち直れていない。

　時とき折おり、蒼兵の部屋の前まで来て声も出さずに涙と鼻水をすすり、落ち着くとリビングに戻っていく。

　母親は決して、部屋には入ってこない。

　空からっぽになった部屋を見て、その部屋に誰だれも戻ってこないことを認めるのが怖こわいのだ。週に一度、父親が入ってきて部屋を掃除する以外には、ときどき「友人代表」を名乗ってやってくる涙るい歌かぐらいしか、来客はいない。他人が部屋の中のものを動かそうとしたり、片付けようとすると、母親は烈れつ火かの如ごとく怒るらしい。

「いつまでも、このままではいられねーんだけどな……」

　いつか母親が現実を見つめ、蒼兵との思い出が詰つまったこの部屋を手放すときがくるだろう。

　そのときが、蒼兵がこの世を去るときだ。

　そのときまでにせめて、遺のこせるものを増やさなくては。

　地じ獄ごくの沙さ汰たも金次第と言うが、この世とあの世の挟間はざまも金次第だ。
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〈カフェ・シュクルダール〉カウンター席の片かた隅すみ、アポクロのタッチスクリーンを不ふ機き嫌げんそうにタッチしながら、涙歌は濃こすぎるドリップコーヒーに口をつけていた。

　今日は柚ゆず希きが、ショッピングモールまで家族と買い物に出かけている。故ゆえに涙歌は、笑う必要がない。一人でいるときはもちろん、亡者と会話するときの涙歌は大おお袈げ裟さな笑顔を作らないし、作れない。せっかくの香ばしいアーモンドクッキーも手に取らない。

　美び貌ぼうを台無しにするしわを眉み間けんに刻きざんだ涙歌に、経験を積んだ壮そう年ねんのマスターすらも話しかけようとはしなかった。

「一人で来る喫きつ茶さ店てんほど、タイクツな場所はないなあ」

　失礼千万なひとりごとを呟いていると、アポクロが振動した。

　どうやら依頼のメールが来たようだ。涙歌はタッチスクリーンを伸展させ、小型のタブレットＰＣサイズにしてメール文を表示した。

　差出人は企業ではなく個人のようだ。高額なギャランティは期待できない。

「はあっ……そろそろまとまった収入が欲しかったんだけどな」

　涙歌は大きなため息をこぼして落らく胆たんしたが、よくメール文を確かめてみると、依頼人は連名だった。複数の人間が、代表者にメールを出させたらしい。

　依頼内容はそこに書かれていたのだが、涙歌は残念ながら本を読むのもビジネス的な定型文を読むのも、苦手だ。

　長文は、面倒くさい。

　クラウド・コンピューティングで思い出すら他人と同期できる時代に、個人が生身で持つべき情報など、タグか画像ファイル程度でいいのだ。それ以上の記録や記憶の保存は、情報にしか拠よりどころがない亡者達に任まかせておけばいい。

　おもむろにアポクロをスマートフォンサイズに縮ちぢめた涙歌はメールに付記されていた電話番号をタップする。

　数回のコール音のあとに、

「はい、もしもし？」

　と、滑かつ舌ぜつの悪い幼い声の少女が、電話に出た。

「もしもし、塔とう崎さきです。依頼メール、読ませていただきました」

　ちっとも読んでいないのに涙歌が告げると、電話の向こうで少女が「はっ!?」と息を吞のむ音が聞こえた。

「あ、あのっ、引き受けてもらえるんでしょうか？　すごい、『心霊写真使い』なんてホントに実在するんだ……都市伝説だと思ってました！」

　少女の声が弾はずむ。

　驚くのも無理はない。涙歌は仕事のメールが来ても、自分が気になった案件にしかリアクションしない。

　経営者にはあるまじき対応だが、個人事業主であり、同業他社がほとんど存在しない『心霊写真を活用したなんでも屋』などという職業においては、業界内ルールのようなものも存在しない。

　そのせいか、〝心霊写真使い塔崎涙歌〟は出会っただけで殺される死神かなにかではないのか、という噂もある。

「引き受けるかどうかは、話を聞いてから決めます。依頼の内容に関して、もう少し詳細にお話しいただけますでしょうか？　えーと、お名前は……」

「あ、はい。吉よし田だ怜れい奈なです。えっと……最初から話せばいいですか？」

「はい。よろしくお願いします、吉田さん」

　柔和な声音で、涙歌は言う。

「わかりましたっ。あの～、塔崎さんってＳＮＳはやってますか？　ツリッターとかＦＢとか」

「やってません。人間との繫つながりは、仕事か少数の友人で間に合ってますので」

　アカウントを持っていることは持っているが、全く活用していない。

「そうなんですかぁ。今どき珍めずらしいですね。私は全部やってるんです。特に気軽に今あったことを呟けるツリッターが大好きで、中毒気味なぐらいハマってたんですけど……」

　──しばらくツリッター上には、浮上できなくなりそうなんです。

　幼かった声が、重みを得た。

「問題でもあるんですか？　中毒から解放されるなら、長い目で見たらむしろ幸せなことだと思いますけど」

「問題、大アリですよ！　いや、中毒はよくないですけど、あそこでしか話せないこととか、あそこでだけ話せる友達だっているんですもん。世界がひとつなくなっちゃうような──いや、世界に戻れなくなっちゃうような感じなんですよぉ」

「まるで死人ですね」

　明めい瞭りように明めい朗ろうに、涙歌は皮肉るが。

「そう、死んでるのと同じなんです。アカウントが閉じるのって、あれですよ。えーと、仮死状態ってやつなんです！」

　怜奈は強気に断だんずる。自分の場所を、懸けん命めいに守るが如く。

「……で、ツリッターを使えないから、どうしたのですか？　新しいアカウントを作るお手伝いをしろと？」

「違うんです。塔崎さんには、私達が炎上しちゃった理由を調べてほしいんです」

「私達の炎上……？」

　涙歌はつい素すになって、聞き返してしまった。

「はい。ツリッターをやってないのなら、知らないかもしれませんが……私、ツリッターで、昔の過あやまちを自慢しちゃって、大変なことになったんです。ほんのちょっとしたイタズラを呟いただけなんですけど……目め聡ざとくそれを見つけて、攻撃してくる人達がいっぱいいて……」

　深刻そうに怜奈は言うが、涙歌の心は冷えていく。

「失礼ですが……それを私がかばっても、どうしようもないと思いますよ。この世界に送信する言葉には、それぞれに責任が伴う。当然のことなんじゃないですか？　ま、私はよくわからないですけど」

「ですよね……自分がやったことも、自分が呟いちゃったことも、悪いことだってことはわかってるんです。ただ……覚えてないんです、私……」

「…………？」

「呟いたときのこと。全く、記憶がないんです。私、まだ未成年だからお酒だって飲んだことないし、危ないオクスリにも、手は出してないんですよ？　長い文章をみっちり呟いて、それを覚えてないなんてこと、あり得ないんですよぉ」

「……アカウントの乗っ取り、ということは？」

　ＳＮＳにそれほど詳しくない涙歌だが、アカウントをハッキングされて、発言を操作されるということがあるらしい。

「かもしれないんですがぁ。でも、私がしたイタズラのことなんて私しか知らないし、ネットのどこかに書いたこともないし、乗っ取られたからって、バレることじゃないんですよぉ。そういう人が、私以外にもいっぱいいたんです。だから私、そういう人達に声をかけて……」

「被害者の会を結けつ束そくした、ってとこ？」

「そう！　だって、私達の居場所だもん。私達が守らなきゃ！」

　強すぎる高こう揚ようが、怜奈の声を支配する。

「……ふうん。ま、楽しくネットを楽しみたいから、問題を自分達で排はい除じよしようとしたわけですね。でも、私に頼むってことは、まだ気になることがあるんでしょう？」

「……はい。実は……呟いたときのことは、覚えてないんですけど、最近……」

　寝室に、不ぶ気き味みな気配を──息吹いぶきを感じること。

　不可解な視線を感じること。

　奇怪な現象が、周囲で起きていることを、怜奈は告げた。

「どんなに私達が頑がん張ばっても、どうにもならない原因があるような気がして……だから、塔崎さんの力を貸してほしいんです」

　全て聞き終えた涙歌は、一人で深く頷いて。

「引き受けましょう。ギャランティはきっちり一いつ括かつで払ってもらいます」

　と、告げた。
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「そういうことだから、あとの調査はよろしくっプッフフフゥ」

　タブレットサイズにアポクロを引き伸ばした涙歌は、ビヨンドスコープを立ち上げながら、電子書籍の漫まん画がを読み耽ふけっているようだった。蒼兵には、涙歌の声しか聞こえない。

「ウェブ発のギャグエッセイ漫画をだらだら読みながら指示を出すな。顔を出せ顔を」
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　スピーカーを通して、蒼兵はマルチタスクの向こう側から抗こう議ぎする。

「自宅でどんなポーズしてたって私の勝手でしょ。それにすっごく面おも白しろいよ、この漫画。オタサーの姫に入れ上げて借金まみれ、生き方を変えるために一転起業、薄うす皮かわたい焼きチェーン店を日本に広めるまでの流れが、実話ベースとは思えないほどインパクトあって、波は瀾らん万ばん丈じようでさ」

「知ってるっつの、その漫画をお前に教えたのは俺だからな。俺はツリッター投稿初期からの隠かくれファンだ」

「そうだっけ？　だとしても、別に蒼兵がすごいわけじゃないでしょ。自分が発はつ掘くつしたわけでもないのに、古こ参さんアピールはやめなよ。新しい読者からも嫌われるし、作者からもウザがられるよ？　ファン名乗らないほうがいいよ？」

　涙歌が諭さとすように声を細める。

「気に入った漫画紹介しただけで、どうしてここまで蔑さげすまれるんだろう」

　ボロクソすぎて感情を失いかける蒼兵である。

「うるさいなぁもう、漫画に集中できないじゃん。もういい、さっさとミーティングに移りましょ」

　涙歌が不満げに電子書籍のアプリを閉じ、ビヨンドスコープの映像会話機能をオンにする。

　涙歌が持つアポクロのタッチスクリーンには、釈然としない様子の蒼兵と、すでに眠そうなこがねとカーミンが重ねて表示された。藍あい生せいは反応していないようだ。

「おーすおーす、ルイカ。こがねちゃんの力が必要ですかー……？　ふぁ～あ」

「クーン」

　カーミンの頭を撫なでながら、船をこぐこがねを見て、気け怠だるそうだった涙歌の目が鋭く細まった。

「こがね。ダルいなら休んでもいいけど、まだその姿でいたいなら自分の中にある執しゆう着ちやくを忘れちゃダメよ？」

「わかってるすよぉ、ルイカ。ちょっといいカンジのハット見つけてさー、どんなスカートなら合うかなって考えてただけだから。ね、カーミ～ン」

「アオーン」

　カーミンが元気よく、こがねの胸にすり寄る。

　涙歌はひっそりと深く、息を吐ついた。亡もう者じやである蒼兵やこがねに、定期的な睡すい眠みんは不要だ。だが肉体的な疲労はなくとも、脳機能を『向こう側』の知られざる法則によって再現している亡者達は、集中していなければその機能自体を保たもてない。

　集中を諦め、己という存在を確定することを諦あきらめた者達は、この世界との繫がりを保てず──この世界を去るという選せん択たく肢しを喪うしない、ただ雲うん散さんするか、運が悪ければ泥どろのように沈ちん澱でんする。

　こがねもひとつ間違えば、あっさりとこがねでなくなってしまう。

「亡者といっても、子どもだからな。ちゃんと心配してるんだな、涙歌」

「当然よ。あっさり成じよう仏ぶつやら昇しよう天てんやらされたらされたで、貴重な人手がいなくなっちゃうでしょ。動物とセットの手て駒ごまはそう簡単に見つからないの」

　心配ではなく、営業上の打算だった。

「子どもと動物を手駒扱あつかいかよ。多方面からクレームが来るぞ」

　蒼兵は体面を気にして言うのだが、

「あたしは気にしてないよ、ソーヘイ。誰の駒にもなれない亡者なんて、庭に湧わいたチャドクガの幼虫と変わらないじゃん？　迷めい惑わくじゃん？」

　こがねは無む邪じや気きに笑う。第三者である蒼兵の胸が痛くなる。

「お前はお前で達観しすぎだ……ったくよ、涙歌も気をつけろよ。お前のブラックさが人の世にバレたらとんでもねーことになるぞ。ツリッターにぶっこんだら即炎上だ」

　部下が亡者である、という点を信じてもらえたらの話だが。

「上司をブラック扱いとはね……時給減らされたいのかしらね。まあいい、話はその炎上についてよ」

「炎上……？」





[image: ]






「……なるほどな。その件についてなら、俺も気になってたところだ。オープンなコミュニケーションツールを使ってるってのに、炎上が同じ地域に集中するなんて、どう考えても不自然だからな」

　依頼の概がい容ようを聞き終わり、蒼兵は手持ち無ぶ沙さ汰たを誤ご魔ま化かすためにサスペンダーをいじりながら、深く頷うなずく。

　集団心理として片付けるにしても、原因となる社会現象を特定できない。なにか不穏な事件に巻きこまれた者が炎上したわけでもなかった。

「まだなんとも言えないけどね。そっち絡がらみなら──すぐ日ひ銭ぜにに変えられそう的な意味で放っておけないじゃない」

「そこは正義感で放っておけないことにしてくださいよ、塔崎さん」

　小こ者ものっぽい丁寧語になってしまう蒼兵。

「現げん世せ利益りやくに絡からまない正義なんか、庭に湧いたチャドクガの幼虫と変わらないぐらいの価値でしょ」

　資本主義の権ごん化げとして断言する涙歌。

「だよだよー。嚙かまれたら大変なことになっちゃう幼虫より、断然お金だよー」

　こがねとカーミンも、顔を見合わせて頷く。

「お前らチャドクガにトラウマでもあるのか……まあいい、炎上の理由を調べればいいんだろ？　任しとけ、ネットは俺の主戦場だ」

　蒼兵はらしからぬガッツポーズを決める。

「よろしくね。私はＳＮＳとかあんまり触らないからさ。イマイチノリがわかってないんだ」

　涙歌にそう言われて、蒼兵は納得する。

　涙歌はＳＮＳやコミュニケーションツールに関してはどのアカウント設定も初期状態で、フォローしているのも蒼兵と柚希くらいである。発言も全くしないし、画像を上げたこともない。

「少しはそっちの世界にも目を向けろよ。お前が生きてるのは、俺らとは違う、生身の交こう渉しようが必要な世界だろ」

「そーしたいところなんだけど、こっちにも事情があるのよ」

「亡者以外に話せる人間の友達がいないってだけじゃないのか？」

　蒼兵が言い放った瞬間、ピリっと空気が震しん動どうした。

「…………」

　怨おん霊りようも根負けして目を背そむけそうなほど冷れい酷こくな目で、涙歌が蒼兵を睨にらんでいる。地じ雷らいを踏ふんだことに蒼兵が気づいたときには、全てが遅かった。

「あーあ、やっちゃった」

　こがねは他た人にん事ごとのように、肩をすくめている。

「…………悪い、冗談のつもりだった。そういや、いつも授業終わったらすぐ帰ってるもんな。猫被かぶるのが苦手なのはわかるけどよ、少しは他人と交流しろよな」

「ソーヘイ、引きこもりがそれ言ったら、余計に傷がえぐれると思うよ」

　小声で囁くこがね。

「た、確かに。とにかく悪かった、涙歌」

　生前、まだなんとか学校に通えていたころに、余計なひと言でクラスの雰囲気を凍こおらせてしまったことを、蒼兵は思い出した。

　日ごろ友人と会話をしないせいか、いざというときに張りきりすぎて、他人への配はい慮りよや遠えん慮りよを忘れてしまう。あのころの蒼兵は嫌きらわれていることにも気づかず、クラスの盛り上げ役を自称し、順調に孤こ立りつしていったのだった。

「…………別に、いい。じゃ、蒼兵はツリッター含めて炎上してるアカウントの特徴と、その周辺をネットで調べてちょうだい。こがねは、炎上済みでリアル情報が判明してる対象を、直接観察してきて」

　淡々と、押し殺した声で命令を告げる涙歌。

「お、おう。了解した」

「はーい、こがね＆カーミン、元気に出動しまーす！」

　申し訳なさそうな蒼兵に対し、こがねは我われ関かんせずを貫つらぬき通している。小学生が最も場の空気を読めていた。

　蒼兵は返事をしておきながら、涙歌の表情をチラチラと盗み見ている。いつも上から目線で蔑んでくる相手が静かになっていると、叱しかられる以上に不安になってしまう。

「あ、あのさ涙歌……マジで悪かったって……」

「別にいいっつってんでしょっ！　さっさと仕事に移れやぁ！」

　涙歌に叱り飛ばされ、蒼兵は慌あわてて自分のＰＣに向き直る。

　一連のやりとりに呆あきれ果てながら、こがねはこっそり、

「引きこもりとコミュ障しようの会話になんか付き合ってられないよねー、カーミン」

　と、愚ぐ痴ちっていた。

　その言葉がしっかりと涙歌に届いていて、しっかりと減給になっていたことをこがねが知るのは、それからしばらく経ってからのことだった。





[image: ]






　──へこませてしまった。

　あの日は、あれからなにを言っても涙歌は答えてくれなかった。

　故意ではなかったにせよ、地雷を踏んで失った信用を取り戻すためには、期待以上の働きをするしかない。涙歌は雇こ用よう主ぬしである前に、一人の女子だ。落ち込んだ顔を見ると、こちらもダメージが強い。

「しかし粘ねん着ちやく質しつなやつらに粘着するのも、気分がいいもんじゃねーな」

　改めて検索に挑いどんだ蒼兵は、炎上したアカウントの動向を、引き続き追いかけていた。

　ツリッターのほうは当然の如く凍結されているか、『鍵』がかけられている。

　アカウントを所持していた本人の『現在』を調べるのは骨が折れそうだった。最初から本人を特定できているＦＢのほうは、非公開状態で発言を辿たどれない。

　外部の人間が状況を判断するには、〝善意ある〟第三者のまとめ記事や、情報分類キユレーシヨンサイトに頼らざるを得なかった。過去の問題行動を自みずから晒してしまったアカウントに、わざわざ同情する者はほとんどいない。

　表情の見えないネット上で、発言の経けい緯いを推測するのは困難なのだ。

　呟いたことを覚えていないなどという言い訳じみた弁べん明めいなど、どこにも届かない。

「ここにいるのは、たいてい告発者だからな……」

　罪人の記録を検索することは、容易たやすい。

　それが真実であるかどうかは別として、人々の思考の流れは読める。無理なハッキングなど試みる必要もなく、うまく後を追えば絶ぜつ賛さん炎上中のアカウントにも辿りつけるだろう。

　ただ、他人の闇やみが多すぎて気が滅め入いることを我が慢まんしていればいい。

　デバイスが増えて、ツールが増えて、アプリが増えて、社会と向き合う様々な手段が増えているのにやることはゴシップ記事と変わらないのだ。

「知ったことじゃないけどよ。俺も噂話は好きだし」

　いつものように雑なひとりごとで、蒼兵は見えない誰かに言い訳をする。

　ネットを主戦場にしておいて──亡者である蒼兵の居場所にしておいて、悪意を無視することは難しい。タグをつけて発言すれば、自分だって情報を拡散する噂の一部になってしまうのだから。

　涙歌がコミュニケーションツールやＳＮＳと距離を置くのも、それが理由かもしれない。

　──涙歌のやつ、あれでいて他人の闇に影響されやすいからな。

　ビヨンドスコープを使った亡者との交渉、という誰にも頼まれていない職に身を置いている手前、涙歌は日常的に他人の一挙一動を観察して、考察する。

　他人の思考を把は握あくし、理解するための『心の迷宮』に突入したときの涙歌はバイタリティが異様なほどに溢あふれているが、その分、少し傷付けただけでも壊こわれそうなほどに無防備で、危あぶなっかしい。他人の心はチャートにできても、自分の心はチャート化できない。

　仕事以外の場所でいちいち他人の言動や闇に反応していたら、疲れもするだろう。

　──もう少しスマホを使いこなせよ、とは思うが。

　せっかくの最さい新しん鋭えいスマートデバイスであるアポクロも、メインの使い道がビヨンドスコープと電子書籍コミックのみでは宝の持ち腐ぐされだ。

　以前蒼兵が「他のアプリもインストールしとけ」と勧すすめたときは、

「別にいーじゃん。ビヨンドスコープは一応、通常のカメラアプリとかボイスレコーダーとしても使えるんだからさあ。ヒマは充分に潰せるってば」

　とムキになっていた。ヒマを潰せと言いたかったわけではないのだが、蒼兵はまるでこちらが責めているような感覚に陥おちいってしまった。

　ビヨンドスコープの特殊な機能は、

『死者を撮影し、画像を保存する』

『撮影した死者と、テキストメッセージのやりとりができる』

『撮影した死者と、ライブにボイスチャット＆ビデオチャットができる』

　の三点ぐらいで、使おうと思えばただのカメラアプリとしても使えるらしい。

　画像の色調補正やタグ付けも可能だそうだ。その上、アポクロのＯＳがバージョンアップされれば、すぐにビヨンドスコープもアップデートされる。過か剰じようなまでにサービスが行き届いており、バグが見つかれば即時調整が入るそうだ。

　──どれだけのアクティブユーザーがいるのだろう。

　蒼兵は今までに、涙歌以外の人間がビヨンドスコープを起動した瞬間を目撃したことがない。どういう仕組みで認証アクテイベーシヨンを行っているのかわからないが、このアプリは使用者を選ぶのだ。資質がないものがダウンロードしても、起動できない。

『心霊写真使い』などというバカげた仕事をしているのも涙歌ぐらいしか聞かないし、ユーザー同士で情報交換をしている様子もない。

　このアプリで、誰が得をしているのか。

　提供しているメーカーは何者なのか。

　どれだけ調べても、蒼兵は真実に近づけなかった。

「別に誰が作ろうといいのよ、便利だし、使い道だってあるんだから」

　などと言われたように、涙歌も気にしていないようだ。

　アプリ自体は涙歌の『先輩』とやらに教わったそうだが、その先輩とやらも実在が疑うたがわしい。追及しても涙歌は話してくれない。明け透けに見える涙歌のプライベートや過去にも、しっかりと鍵はかかっている。

「雇やとい主ぬしの交友関係を心配してる場合じゃなかったな」

　──隠された過去や結果ではなく、保存されている経過から事実を確認しなければ。

　まとめられた『炎上の経緯』を、蒼兵は何度も何度も観察する。

　炎上前の発言そのものには、目立った共通点はない。せいぜい日常に飽あき飽あきしていたり、毎日に怒りを覚おぼえている程度のことだが、それぐらいのストレスはほとんどの人間が抱いているものだ。

「火種は、どこにある？」

　フォロワーの数、出身地、趣味、活潑な活動時間、性別。ひとつひとつつぶさに調べてみるが、どうもピンとこない。

　視点を変えようと試みた蒼兵は、共通点ではなく調べるアカウントを絞って、そのアカウントを友人達がどのように語っているのか調べてみることにした。

　その中のひとつに、気になるものがあった。




『あいつがいないと、俺のお気に入り稼かせぎが減る』




　ツリッターやＦＢには、他人のアカウント発言を拡散したり共有したりする機能の他に、その発言を肯こう定ていする、あるいは同意した上で保存するための機能が備そなわっている。

　発言を保存する行為はおもに、『ファボる』というスラングで呼ばれるのだが、どうやらそのアカウントは他人の発言を片かたっ端ぱしからファボることで有名だったようだ。

　他人に肯定されることを嫌う人間はいない。

　蒼兵だって嫌いではないし、むしろ好きだ。故に彼（もしかして彼女）のアカウントは、重ちよう宝ほうがられていた。

　表面的にはまとめきれない『ファボ』の陰かげに、突とつ破ぱ口こうが埋うまっているかもしれない。

「俺の役に立ってくれるなら、いくらでも気に入ってやるさ」

　蒼兵は肩を鳴らし、同意と肯定の嵐に船を漕こぎ出すことにした。
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　若さは静けさよりもやかましさを喜ぶ。あたかも誘ゆう蛾が灯とうに群むらがる虫のように。

　そこは交通量が多く常に騒そう然ぜんとしている国道に面した、大きなファミリーレストランのチェーン店。放課後の女子高生二人が、ここは自分達の砦とりでだとばかりに二つのテーブルをくっつけて、お喋しやべりしている。

　その端の席──空あいているのに何故か誰も荷物を置かないその場所に、こがねは座っていた。誰にもこがねの姿は見えていないはずだが、勘かんの良い者であれば多少の違い和わは感じているだろう。

　なんとなく座りたくない。

　なんとなく触れたら怒られる気がする。

　その程度の違和が、こがねにわずかな居場所デツドスペースを与える。

「ファミレスは落ち着くすねぇ」

　カーミンさえいれば、の話だけど。こがねは、小声で呟く。

　飲食を必要としない亡者の身ではドリンクバーすら楽しめないが、のんびり座っていられる空間は、浮ふ遊ゆうする亡者には気休めになる。

　人がいる住居や真昼の学校といった、外部の人間を受け入れるフィルターが設もうけられている空間は侵しん入にゆうも難しいが、ファミレスのように出入りの激しく、年齢や職業による制限のない施設は、こがねでも入りやすい。グループにくっついてドアをくぐれば、あとはこちらのものである。

　ただし、カーミンのような動物はどう頑張っても侵入は不可能だ。

　ここがペット可のレストランなら方法はあるが、ドーベルマンを受け入れてくれるファミレスチェーン店は、この町にはない。

　生きていようが死んでいようが、『場の空気』とでも呼ぶべきものが、カーミンを受け入れてくれない。

　窓の外で大人しく座っているカーミンが視界に入り、こがねは今すぐ店を出て飛びつきたい衝しよう動どうに耐たえる。カーミンと離れている時間が長ければ長いほど、こがねは不安に身を焼かれそうになる。

　場所に囚とらわれない浮遊霊を自称してはいるが、こがねはカーミンという存在に取り憑ついているようなものだ。

　涙歌は以前、こがねや蒼兵と雑談をしているときに、

「地じ縛ばく霊れいとか浮遊霊とかさー、そんな分類はローカルルールみたいなものだよ。別に絶対じゃないからね」

　などと述のべていた。

　亡者は、とりあえず決めただけのルールに在あり方を縛しばられる。それを破ると心が乱れてしまう。物理的には破れるが、破ったところでデメリットが待っているところは、高校の校則とさして変わりがない。

　こがねの前にいる女子高生は、先日炎上を起こしてアカウントを削除した女子の、同級生だった。

　炎上したその友人は毎日のように彼女達と集まっていたそうだが、一部ネット住民に素す性じようを暴かれたせいで軽度の人間不信に陥り、今日も学校を休んでいる様子である。

「ほんっと、バカだよねあいつ。中学時代のカンニング自慢なんかされたら、ケイと私まで疑われるじゃん」

　明めん太たいマヨポテトを頰ほおばりながら、女子高生の一人が言う。

「ほんとほんと。あのときはクラスも違ったんだからさ、同類扱いされても困るよね。しばらく距離置こーよ、ツバサ！」

　アンチョビ入りのミックスピザを平らげながら、もう一人の女子高生が言う。

　炎上した女子高生は住所を晒された揚あげ句くに、友人達にも見限られた様子だ。

「かわいそーに。友達は選ばないと裏切られるだけっすね」

　こがねは他ひ人と事ごととして、受け流す。

　余計な共感はしないし、同情もしない。生きている人間の不幸にいちいち心を動かされていたら、浮かばれない亡者なんかやってられない。涙歌にも、無関係の生者に入れこむのは禁じられている。

　女子高生達──ツバサとケイは、炎上した友人達の話もそこそこに、別の話題に移りはじめた。

「昨日きのう、五千円も課金したのに目当ての限定レア出なくてさあ」

「あたしなんか一万円出したのに、被かぶってるのばっかりだったよー。こんなんじゃデッキも組めやしないってーのー」

「イベントのランキングも微び妙みようだしさ、今回は散さん々ざんだよね。私なんて、このためにバイトしてるようなものなのに」

　狭せまい話題だった。

　こがねにはピンとこないが、どうやら流は行やっているソーシャルゲームの話らしい。蒼兵にキーワードを伝えれば、ゲームのタイトルを特定してくれるかもしれない。

　その後もこがねは耳を傾け続けたが、彼女達はゲームの話ばかりで、互いのプライベートには踏みこまない。やっと話題がひとつ終わったかと思ったら、次は配信中の深夜アニメに話題が移った。

　小学生の身で死んだこがねは経験がないが、涙歌以外の女子高生は、家の悩みや友人の悩みをぶつけ合うものだと思っていた。そこで生まれた絆きずなを、なによりも大事にする生きものだと思っていたのだ。

　悩みがないのか。

　それとも──悩みを表に出す勇気がないのか。

「どーでもいいから、さっさと呟いてくれないかなー」

　現実での行動も見ておきたいが、彼女達がどのようにＳＮＳを用い、利用しているのかを見ておきたい。炎上した友人を持っているなら、彼女達の中にも炎上の要因があるのかもしれないからだ。

　こがねがその大きな瞳でガン見していると、ようやく話題が尽つきた二人が各おの々おのスマホを取り出して、ウェブの向こう側を見つめはじめた。

　──さてさーて、どんなことを呟くのかなん？

　覗のぞきこもうとしたこがねは、スマホを握にぎるツバサの様子が急変したことに気づいた。

　スマホを見る瞳どう孔こうが開き、半開きになった口から舌がはみ出ている。

　──な、なにこれ？

　次に呼吸が荒あらくなり、まばたきを一切しなくなった。どこか、興こう奮ふんしているときのカーミンにも似ている。

　獣けものじみている。

　明らかに異常な状態であるのに、指先はスマホのタッチスクリーン画面をタップし続けている。それほどまで、スマホに依い存ぞんしているのだろうか？　そこまで面白いソーシャルゲームがあるのだろうか。

　ケイのほうは自分のスマホに夢中で相手の異変に気づいていないが、そちらの様子は全く普通だった。この状況は、今回がはじめてなのかもしれない。

　やがて、ツバサは口元をブツブツと動かしながら、スマホをタップするスピードを速めていった。気になったこがねがスマホ画面を覗きこむ。

　開かれていたのは、ツリッター用のアプリだった。こがねも涙歌同様、コミュニケーションツールは見慣れていないが、恐らく間違いない。

　彼女が今まさに書きこもうとしていた内容は、

『昨日、パパから学校の成績についてメチャクチャ口出しされたー。Ｋ高に通ってる時点で、ツバサのレベルぐらい察しろっつーの。ムカつくので財布から五千円抜いておいたぜ←　全額課金したった！』

　というものだった。現在地もファミレスの場所も追記されている。

「…………」

　こがねは絶句する。

　人を殺した告白をしたわけではないし、大した罪にもならない。相手も家族だし、話せばわかってもらえるだろう。

　だが、あまりにも浅あさはかな犯罪の告白を──ツバサは、学校名と、自分の名前を晒しつつ、位置情報サービスをオンにして発言してしまっていた。

　──このおねーさん、バカなのかな？　ばかったーって、こういうことなのかな？

　善意ある第三者に見つかれば、あっと言う間に拡散される。すでに高校名も自分で晒しているし、個人を特定されるのも時間の問題だ。下へ手たを打てば、停学処分だってあり得る。

　その程度のことも想像できないのに、世界に言葉を届けているのだとしたら。

　──見せしめで、放っておいたほうがいいんじゃないのかな。

　大人になれなかったこがねでも、そのように厳しく思ってしまう。

　最後の良心でツバサが踏み止とどまってくれたらよかったが、すでに書きこみはワールドワイドに発信されていた。

　真っ先に気づいたのは、目の前にいるケイだった。同じようにツリッターを見ていた彼女は、友人の軽薄な行動にいち早く気づいて、

「ちょっ……ツバサ、なにしてんのっ!?　なんてこと呟いちゃってるの！」

　と、肩をつかんで体を揺らした。だが、ツバサは虚うつろな目つきでスマホを見つめているのみで、反応しない。

「ツバサ！　ツバサってばっ！」

　ケイがファミレス全体に響くほどの大声を出す。それでも、ツバサは反応しない。

　代わりに、ケイの声が漏もれ聞こえたのか、外にいるカーミンが表情を変えた。

　こがねに危機が訪おとずれたかと勘かん違ちがいしたカーミンは、牙を剝むき出して。

「わんわんっ！」

　店の中に向かって吠ほえ立てる。

　瞬間──ツバサの体がびくん、と跳はねた。

「へ…………？　なになに？」

　ツバサの瞳に突とつ如じよ、理性の光が戻る。

「いいから、その投稿消してっ！　あんたまで炎上してどーすんの？」

　困こん惑わくしながらスマホを見返したツバサの表情から、今度は血の気が消えた。

「ど……ど、どど、どうしてっ？　私、こんなこと書きこんでない！」

　声を震ふるわせながら、ツバサが投稿を削除する。

「なにしてんのよ、もー！　イヤだからね、友達が連続で炎上するなんて」

　ケイは安あん堵どしているが、すでに遅かったかもしれない。

　大幅な拡散は防げただろうが、発言力のある誰かが一度でも拡めれば、スクリーンショットの形で世界に広まってしまう。楽観視できないところが、ネットの恐ろしさだった。

　──なにが起きたんだろ？

　こがねは、隣となりで混乱しているツバサを見つめながら思う。

　確かにツバサは、こがねが見ている前で自分の個人情報と、自分の過ちを発信した。

　それなのに、ツバサ本人がそれを記憶していない。

　──なにかが、彼女達を炎上させようとしている。
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「ふんふんふん。スピーディな調査が功こうを奏そうしたみたいね」

　学校の中庭で植樹を見渡しながら、涙歌はビヨンドスコープを起動していた。

「あたしのほうは女の子が危あやういカキコミしてるのを見た、ってだけすけどねー。なーんかヘンだったんだよねー、カーミン？」

　こがねが窓の向こうで、カーミンと共に首を傾かしげる。

「他人が炎上しかけるところをリアルに見るなんて、そうそう体験できるもんじゃないぞ。得したな、こがね！」

　ネットに関しては好奇心の塊かたまりである蒼兵は、窓の向こうで鼻息を荒らげる。

「別にあんなの見たって嬉うれしくないよー、ＳＮＳも別に詳しくないし。祭りになったあとなら、ルイカのスマホとかソーヘイの部屋で見られるけどさ」

　口を尖とがらせたこがねの言葉に、涙歌が目聡く反応した。

「……ソーヘイの部屋？　あんたら、もしかして部屋で二人で会ってるの？」

「そうだよ、アイビキだよーん。ネトラレだよーん」

　満面の無邪気な笑顔で、こがねが放言する。

「待て待て、妙みような言い方すんな！　どこでそんな言葉を覚えやがった？」

「ソーヘイの部屋だよ？　手取り足取り教えてくれたっしょ」

「教えてねえ！　勝手に人の部屋に入ってきて、勝手に人のパソコンいじくっただけだろーが！」

　そもそも他人のものじゃないものは寝取れねーよ、と蒼兵は補足する。

　寝取られにそこそこ詳しいことを暴ばく露ろする、余計な補足だった。

「だって、あたし達がゆっくりのんびりできる場所って貴重なんだもん。ソーヘイが入っていいって言ったから入ったんじゃん？」

「そうだけどよ……夜中に小学生と犬に訪問されて、黙だまって追い返すってのも情に欠ける気がしてよ」

「普通は黙って通報でしょ。小学生を監かん禁きんした時点で、蒼兵のほうが通報されるでしょうけどね」

　生きてたらの話だけど。涙歌は、吐はき捨すてる。

「……いいから、本題を進めてくれよ、涙歌。今度来たら追い返すからよ」

　泣きそうになりながら懇こん願がんする蒼兵。涙歌は哀あわれむようにため息を吐く。

「別にダメとは言ってないけどね……ま、この話は置いておきましょ、蒼兵のほうは、炎上していったアカウントの共通点を見つけたのよね？」

「ああ、共通点ってほどのものなのか、俺もよくわかってないんだが……炎上してるやつらは、自分の過去や現状に苛いら立だってて、つい魔が差してやっちまった行動を、自ら晒してる。炎上する若者なんて、ほとんどがそんな感じだろうけどな」

　涙歌は同意し、頷く。

「大人の『目くじら』で火がつくってのも共通ね」

「それで、だ。俺は考えた。炎上がウイルスのように感染するとして、そこに、誰も気づいていない感染経路があるとしたら？　炎上する人間に身近な者でも、感染する者と感染しない者がいるのだとしたら？　こがねが見た女子高生のように、ＳＮＳにログインしただけでいきなり『発はつ症しよう』するキャリアがいるなら、そいつらは患かん者じやとしての兆ちよう候こうを見せているはずなんだ」

「ほうほう」

　涙歌はとりあえず頷く。

「ふんふん」

「わんわん」

　こがねとカーミンも雑に頷く。

「お前ら、絶対理解してねーよな……まあ深く考えるな、炎上したアカウントに対するアクションで、感染するかどうかの条件が分かれるってだけの話だ。そして俺は──その条件を見つけた」

　蒼兵がビヨンドスコープの向こうでマウスを操作し、ＰＣのデュアルディスプレイをこちらに見せてきた。

　情報分類キユレーシヨンサイトでまとめられた投稿一覧を、さらに蒼兵が分類して並べかえたスクリーンショットが、モニターに表示される。

「この子達が、炎上したアカウント？」

「ああ、相互にフォローしてたり、友達の友達だったり、関係性は色々だが、接点はゼロじゃない。どこかで繫がってる」

「地域も近いなら、繫がりが皆かい無むってことはまずないでしょうけどね」

「そうだな、六ろく次じの隔へだたりってやつだ。こいつらは隔たりが常に、最短の仲ちゆう介かいですんでるわけだが」

　六次の隔たりとは、六人の知人を辿れば世界のどんな相手とでも間接的な知人になれる、という社会心理学における仮説である。

「炎上を仲介する要因──アクションは、推定できている。すなわち、相手の発言を『ファボ』ることだ」

「「ファボ？」」

　涙歌とこがねが、同時に声をあげる。聞き慣れない単語らしい。

「相手の発言を気に入った人物が、設定の一部に発言を半永久的に保存する行為だな。鍵でもかけてない限り『ファボ』ったことは相手にも通じるし、他人からも『ファボ』の一覧は確認できる」

　画像一覧は、ただ炎上したアカウントをまとめたものではなかった。

　誰が、誰の発言を気に入っているのか。それを解析し、表にしたものだった。

「表計算ソフトも使って統計を取ってみたんだが、炎上したアカウントは、その前に炎上したアカウントの炎上発言を、少なくとも三回以上はファボってやがる。それ以下のやつらにはなにも変化はない──こがねが見た女のプロフも確認してみるか」

　蒼兵がマウスをクリックすると、ツバサと呼ばれていた女子高生のアカウントが表示される。

「そうそう、この廃はい課金の子だよ。危なかったなあ」

「課金額は関係ねーよ」

　ツッコミながら蒼兵は、ツバサのお気に入り発言を表示する。

　そこには、ツバサの友人を含む他人の炎上発言がいくつも並んでいた。一見した涙歌が、目を細める。

「どゆこと？　他人の炎上が気になってたからなんなの？」

「ただの炎上ウォッチャーってだけならいいんだけどな。こいつは、他人の発言をお気に入りしたあとには、ネット上で特に相手を責せめる発言はしていない。リアルでは知らないが……」

「……心の底では、共感してるってとこ？」

　火刑に処された殉じゆん教きよう者しやを祈いのる、信者達のように。

　炎上者に彼らが、憧あこがれているのだとすれば。

「俺にはそう見えるんだよ。これだけじゃ推測にしかならねーが、少なくとも、他の誰に『同類』と認定されても仕方ないだろうな」

「炎上した相手に共感を表明した人間が、次に炎上する──その現象が感染していく、か。なるほどね」

　ポプラの花弁に触れながら、涙歌は「お手て柄がらよ、蒼兵」と囁ささやいた。

「お？　俺のおかげで犯人の目星がついたのか」

　椅子の上で胸を張る蒼兵。リアルな人生で誉ほめられ慣れていなかった蒼兵は、直接評価されると調子に乗りやすい。

「まーね。チューぐらいならサービスしてやってもいいかな」

「マジでか」

　マジですか。蒼兵は確認を重ねる。

「……なに真顔で本気にしてんの。私とあんたじゃ、しようと思ってもできないでしょ」

「だって、まだしたことなかったし……しないまま死んだし」

　そもそも異性と付き合ったこともないが、興味だけは尽きない。ほっぺに唇くちびるが当たる感触ぐらいは経験したい蒼兵である。

「うわー、キスも知らないまま死んだんだ。そんなキャリアでよく情報分析係を名乗れたものね」

「ぐ……キスの経験が役立つ仕事なんか来ねぇだろ。つーかお前は知ってるのかよ」

「話を戻しましょうか」

　涙歌が蒼兵の疑問を、食い気味に遮さえぎる。

「お、おう。戻そう」

　友人の数以上に危険な地雷原を踏みそうな気がして、蒼兵はそれ以上踏み込まなかった。こがねやカーミンも空気を読んで黙っている。

「似たようなケースを扱ったことがあるの。こがねやカーミンの情報とも符合するし、多分間違いない。ソシャゲの限定レアよりレアな事例だと思うけどね」

「なになに？　そんなに珍しいことなの？　あたし達も役に立った？」

　前のめりになって喜ぶこがね。こがねもまた、誉められることに慣れていない。

　炎上アカウント以上の承認欲求にまみれた亡者達を見つめながら、涙歌は。

「これはね──」

　これは憑つき物ものよ、と言った。
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　湿しつ気けの多い、寝苦しい夜だった。

　今も蒼兵が生きていれば、そのようにストレスを自覚できただろう。

　充電中のアポクロで起動しっぱなしのビヨンドスコープを通し、蒼兵は涙歌の寝姿を監かん視しするという、なんとも禍まが々まがしい任務に就つかされてしまった。

「完全に悪あく霊りようの所業じゃねーか！」

　と一度は断ったのだが、見張りがいないと最悪の場合、目が覚さめぬまま事態が終わってしまうらしい。常時呪いに影響されない呪のろいキャンセラも、意識しないとリアクションができないという点で、睡眠中は無防備である。

　無防備なのに、無敵。

　──反則だろやっぱ。

　涙歌はベッドの上ですやすやと、罪も知らぬ赤子のような寝顔で眠っている。

　横になるだけのことで、絵になっていた。加か虐ぎやく趣しゆ味みのない蒼兵ですら、ちょっとだけ踏みにじって穢けがしたくなるほど清せい廉れんで純じゆん粋すいに見える。そんな本音をこぼしたら、ただでさえ低い給料の額がさらに下げられてしまうだろうが。

　見張りを開始してから数時間、時刻は午前三時。

　涙歌が七度目の寝返りを打った辺あたりで、異変は訪れた。

　部屋のカーテンが、風もないのに揺ゆれ動いている。他に誰もいないのに、床ゆかをいくつもの小さな影が、這はいずりはじめた。

「おお……こうして見ると、低予算の心霊ホラーみたいで面白いな」

　ビヨンドスコープ越しに、蒼兵は感かん嘆たんの声をあげる。

　そうこうしていると、ベッド周辺に、うすぼんやりとしたもやのようなナニカが、集まってきた。

　ナニカは次第にハッキリとした輪りん郭かくを持ちはじめ、涙歌を取り囲んでいく。

　耳を立て、焦こげた油あぶら揚あげの毛皮に身を包み、ふわふわとした尻尾しつぽを生やした、小動物達──蒼兵でも見み慣なれている、あの可愛らしい獣の姿となって。

　そう。集まってきたのは数匹の狐きつねだった。

　幽かそけき狐達はベッドの上に這い上がり、涙歌の体に触れようとしている。鼻先を涙歌の首や耳に近づけ、尻尾を涙歌の腕に絡からみつかせ、指先を甘く嚙かんで──涙歌の体に、侵入しようとしている。

　なんだか異様に艶なまめかしい光景だ。蒼兵は、涙歌の体に覆おおいかぶさろうとする狐達の姿に見入ってしまった。

「……自分用に録画しとけばよかったかな」

　煩ぼん悩のうにまみれたひとりごとを呟いてしまった。

　しかし、そのうちに狐達は互いに顔を見合わせ、狼ろう狽ばいしはじめた。自分達が想定していたのと異なる事態が起きているらしい。涙歌の首の付け根に鼻先をすり寄せていた狐が、諦めたかのように首を振る。

　その表情を見て、蒼兵は狐達の目的を察さつした。

　肉体を持たぬ、幽かすかな存在が人に群がるのは、たいていの場合──その体に『空きスペース』を求めるためだ。人の体に入り、身も心も、運命をも蹂じゆう躙りんする。

『取り憑く』という、生者にとっては甚はなはだ迷惑な行為がそれだ。そして人に取り憑く様々な怪かい異いを、『憑き物』と呼ぶ。

　だが、涙歌に対してそれを行うことは、徒と労ろうにしかならない。涙歌の心身に影響を与えることは、どんな神仏でも不可能なのだから。

　困った狐達が出直そうとしている空気を察して、

「涙歌！　狐どもが現れやがったぞ！」
















　蒼兵は、ビヨンドスコープの向こうへ叫さけび声ごえをあげた。

　涙歌のまぶたがパチリと──ではなく、のんびり開いた。

「んー……もっふもふ……」

　もぞもぞと起きだして掛かけ布ぶ団とんをはがしながら、涙歌はまとわりついた狐達を寝ね惚ぼけ眼まなこで見つめる。

　狐達は、取り憑こうとした相手が平気な顔で起きてきたことが信じられず、固まってしまっていた。

「ふーん……そこらの獣にしては広がりが早いとは思ってたけど、やっぱそっちだったか。そうかいそうかい」

「寝惚けてばーさんみたいな言葉遣づかいになってるぞ。起きろ低血圧」

　蒼兵はウトウトしたまま船をこぐ涙歌に、活を入れる。

「はぁい。狐さん達、祟たたりたい気持ちはわかるけど、無駄なんだなー、これが。私を呪うなんて、ぬかに……真しん珠じゆみたいなもんですか……ら……」

「言えてない言えてない。ぬかに釘くぎな」

　超常現象に襲おそわれながら、平気で寝惚ける少女。

　これが海外のホラーだったら、残ざん虐ぎやくな演出で血祭りにあげられていることだろうが、涙歌の体質はそういったせっかくの恐怖を台だい無なしにしてしまう。

　まだ事実を受け入れられない狐達は、退却よりも誇ほこり高き前進を選んだらしい。まだしょぼしょぼとまぶたをこすっている涙歌に、毛を逆立てながらまとわりつこうとしている。それでも涙歌は覚かく醒せいしない。

「ぬかに……釘なんか入れて……誰が得すんのよ……」

　寝言を放ちながら、まとわりつく狐達によって巨大な毛玉と化す涙歌。

　前ぜん衛えい的てきな映像すぎて、ホラーなのかどうかもわからない。

「涙歌……いいかげん起きないとラチがあかないぞ」

「わかってるって……ふぁーあ……」

　こもった声が毛玉の奧から響ひびいてくる。その声に反応したのか、毛玉がぶるぶると震えた。もはやひとつの生きものというか、涙歌を取りこんだ巨大な狐のようにも見える。

「…………！」

　毛玉の振動が、なにやら言葉めいて聞こえた。

「無駄だって、言ってる……でしょうが……！」

　涙歌が唸うなり、両手をブンと振り上げた。巨大毛玉は、そのままの形でベッドの横に飛び跳ねる。

「おいおい涙歌、逃げられるぞ！」

「……逃げるのも、無駄だっての。カーミン、こがっ、よろしくっ！」

　涙歌が叫ぶと、

「あいあいっさー！　カーミン、いっけー！」

　ベッドの下からゴロゴロと転がりながら、こがねが登場した。その号令に従い、カーミンが窓をすり抜けて飛びこんでくる。毛玉を確認したカーミンは、

「ワオーン！」

　生者には届かず、空気も震わせない遠とお吠ぼえをあげた。

　一層震える毛玉は、びくんと痙けい攣れんして、金縛り状態。カーミンに睨まれたまま、動かなくなってしまった。

「ふふ、魂たましいに響くでしょ。神の遣つかいだろうと野狐だろうと、犬は狐の天敵、不ふ俱ぐ戴たい天てんだからね。それも、カーミンはあんた達と同じ『そっち側』の存在だもん」

　効果てきめんよねえ、稲荷いなりの遣いさん。

　ベッドから出てきた涙歌は、パジャマ姿で腕を組み、仁に王おう立だちで毛玉──。

　──稲荷神の遣いである、狐の集合体を、睨む。

　逃げ場を失った狐は自分達の状況を整理しきれず、蠕ぜん動どうしながら怯おびえきっていた。

「神の祟りもすんなりキャンセルかよ。ホラー殺しめ」

　皮肉る蒼兵だが、涙歌は「ふふん」と鼻を鳴らして笑うのみ。

　絶大に尊大である。

　部屋の隅すみに狐を追いやろうとするカーミンを「はい、そのぐらいでＯＫ」と制した涙歌は、改めて狐に語りかける。

「あんたが、みんなに取り憑いて炎上させたってことはもうわかってる……けど、その前に落ち着きましょ。ほら、油揚げでも食べて」

　涙歌はベッドの脇わきにある、自分用のミニ冷蔵庫からタッパー入りの油揚げを取り出し、蓋ふたを開けた。

　寄よってきた狐が、漂ただよってくる香ばしい匂においを、すんすんと嗅ぐ。震えが和やわらいだところを見ると、交渉に応じてくれる様子だ。

　ただ、抵てい抗こうすら諦めただけかもしれないが。
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　少し時をさかのぼり、その日の黄たそ昏がれ時どき。

　涙歌が下校する時点で、策は全て調ととのえられていた。

　涙歌は蒼兵とこがねが得たわずかな情報から、相手が『狐の憑き物』だと見抜いたらしい。

　決め手のひとつは、トランス状態に入ったツバサが、カーミンの鳴き声で正気に戻ったことだ。獣が人に憑くことはままあるが、その中でも、ことさら犬を怖がる憑き物は限られる。同じ犬であれば、縄なわ張ばりを意識して吠え返すだろう。

　しかし、ツバサに憑いたものはひと吠えされただけで退散した。

　涙歌とビヨンドスコープで会話しながら、蒼兵は情報の裏付けを探す。

「確かに民話とかを検索してみると犬に吠えられた化け狐が正体を現す、ってパターンが多いな。狐憑きの対処で、犬や狼おおかみに頼ることも多かったみたいだ。稲荷神社に狛こま犬いぬがいない理由も、狐と犬がライバル関係だからってことらしい」

「普通の狐憑きだったら、犬に追い出させるだけですむんだけどね。この感染力はもっとキツめのやつじゃないかな」

　涙歌はそう言って蒼兵に、

「炎上騒動の初期に、炎上アカがネットにあげた画像を調べて」

　と命じた。

「了解、炎上初期な……ん？　もしかして、これか」

　蒼兵が、検索結果を表示させる。

　情報分類キユレーシヨンサイトにはまとめられていなかったが、『ファボ』の傾向を読みつつ、発言者達の背後関係や個人情報を洗っていくことで、初期の炎上情報を調べることはできた。ものによっては、巨大掲示板に画像が丸ごと転てん載さいされている。

　その中のひとつに、気になるものが見つかった。

　分ぶん割かつされていてサムネイルではわかりづらかったが、小さな神社の境けい内だいを撮影したもののようだった。遠くには小さく、本殿らしきものも背景に写っている。鳥居のそばには、狛犬ではなく狐が陣じん取どっていた。

『稲荷で食べる稲荷ウマーｗ』などというコメントとともに、パック入りの稲荷寿司を持った投稿者の手が写っている。

　彼のアカウントが聞かれてもいない犯罪自慢で炎上したのは、それから数日後のことだったらしい。調べている過程でわかったことだが、どうやらそのアカウント以前には、炎上の連鎖をさかのぼれないようだ。

　──つまり。

「炎上の感染は、この写真画像からはじまったのね」

　涙歌は、断定した。

「お稲荷さまをバカにしたやつが祟られて、次々とファボった人間を渡り歩いた、ってことなのか？」

「恐らくはね。炎上がこの地域に集中していたのは、偶然じゃない。実際の行動範囲がどこからどこまでなのかはわからないけれど、地域が限定されてるのは単純に、関係性や住所が神社から近い者を順番に祟っていったからじゃないかな」

『ソーシャル狐憑き』ってところね。

　涙歌のダイレクトなネーミングに、蒼兵は「相変わらずダサいな」と言いかけてしまう。

「じゃあ、この神社にお前が出向いて、ビヨンドスコープで撮影して、『祟るのはやめろ』って交渉すれば話はすむんじゃないのか？」

「……んー。神社の場所がわかればいいんだけどさ」

　何故か、涙歌は肩をすくめながら目を泳がせる。

「確かに、これだけじゃ特定は難しいな。でも、ネットで稲荷関係の神社を調べれば、だいたいの場所は……」

　蒼兵がマウスをクリックしようとすると──。

「その必要はないな……」

　突然、藍生がビヨンドスコープを通して話しかけてきた。

　藍生の顔が見えただけで、周辺の気温がわずかに下がる。

「お、おい！　こんな街中でいきなり入ってくるんじゃねーよ！　お前の異様な写真なんか見たら、通りがかりの人間がビビるだろ!?」

「私だけが世に背く亡者のような言い方だな。お前だって充分に異様なのだぞ、学生」

「お、俺はリアルだったら人じん畜ちく無害な引きこもりなんだよ。一緒にすんな！」

　涙歌は開口一番で揉もめはじめる蒼兵と藍生に呆れながら、

「藍生、なんの必要がないって？」

　と、話を戻す。

「その場所ならば、調べる必要はない。古い記憶だが、生きているときに見たことがある。住所であれば、正確に案内できるぞ」

　藍生は、断言した。

「へー……さすがこの町に百年以上住んでるだけあるじゃん。助かるよ」素直に感心する涙歌。「でも、案内は明日になってからでいいかな。炎上を『実証』しておかないと、ただの言いがかりになっちゃうしね」

「なるほど……クク、恐ろしいことを考えるな。神の祟りをその身で試すか」

「涙歌……まさか」

　藍生が肩を揺らして笑い、蒼兵は絶句する。

　涙歌はアポクロをタッチして、普段利用しないツリッターアプリを起動する。

　そして、おもむろに検索をはじめると──炎上中の発言を、片かたっ端ぱしからファボりながら。

「おとり捜そう査さってやつよ。てへ」

　何故か、照れくさそうに笑った。

　多分、一度やってみたかっただけだろうと蒼兵は思った。
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　──と、このような経緯で蒼兵は、涙歌の寝顔をずっと観察し続ける、妙に尻しりの据すわりの悪い役を命じられたのであった。

　ちなみに藍生は、「そのような地味な仕事は、そこの凡ぼん百ぴやく学生にやらせておけ」と言い残して、さっさと姿を引っこめ、反応してこなくなった。

　おびき出され、脅おどされ、油揚げでもてなされ、とりあえず落ち着いた狐達は、巨体毛玉のままで涙歌の前に大人しく座りこんでいる。

　もはや涙歌のほうが、ベッドに鎮ちん座ざする神のように見える。「ふぁー」とあくびをしながら、ご神体であるところの涙歌が口を開けた。

「まずは、聞かせてもらおうかな。写真を撮られてバカにされて、それに怒るのは、まあわかる。神様の権けん威いを穢すやつは穢れそのものだからね。ただまー、ちょっと共感示したぐらいで片っ端から祟って炎上させるのは、いただけないなー」

「…………」

　狐は、主人の機き嫌げんを窺うかがうように、あるいは猛獣に怖おそれを抱いだいた小動物のように、下から涙歌を睨ねめつけている。

「こらこら、だんまりはよくないな。人の祈き願がんを叶かなえる役目を持つあんた達が、ネット上の人間を意味もなく炎上させるなんて、道理が通らないでしょ？　その理由を聞かせろ、って言ってるだけよ」

　涙歌が再度促うながすと──アポクロから、着信音が響いた。

「おん？」

　涙歌がアポクロに視線を移す。ビヨンドスコープではなく、ツリッターアプリが起動していた。涙歌が炎上させた人間の一人から、話しかけられている。

　相手のアカウント名は、『inarinodairi007』となっている。

「アカウント持っとるんかい」

　自分のＰＣから涙歌のアカウントを監視していた蒼兵は、つい関西弁になってしまった。

　ツッコミはともかく、気になるのは発言内容だ。

『わからない。そうすることが神の意思であると、私達は思っていた』

　涙歌が狐の書きこみを凝ぎよう視ししながら眉まゆをひそめる。

「…………明確な意い図とはなくて、なんとなくやってたってこと？」

「クッソ迷惑すね。無自覚に人を煽あおるなんて、炎上した子よりタチ悪いよー」

　こがねは、涙歌のアポクロを覗きこみながら言う。

『私達はそうしろと言われたから、やっていただけだコン。神は言われた。人々を解放せよ。そういう声が聞こえただけだコン』

　何故か語ご尾びが鳴き声っぽくなった。狐もキャラ付けに苦心している様子だ。

「ふーむ……稲荷の荒ぶる部分が、暴走しちゃってる感じね。祟りやすいのは知ってたけど、写真撮られたぐらいでそこまでキレるもんかなー」

　正体には勘付いた涙歌だが、動どう機きには納得がいかない様子である。

『迷惑になっていたとはボクも知らなかったコン。申し訳ないコン』

　そして狐の一人称が変わる。

「ブレすぎだろ」と蒼兵は思ったが、現在進行形で検索した稲荷知識によると、このブレ方も稲荷っぽさに含まれるようだ。

　稲荷信しん仰こうは日本に古くからあるものだが、中国から仏教が伝来すると、狐に乗る神であるダキニ信仰と混じり合った。さらには、同じように人に取り憑く小動物の怪異である、飯綱いづなや管くだ狐ぎつねなどとも混同された。

　そもそも狐は稲荷の遣いであって稲荷そのものではないはずなのだが、今も稲荷狐＝稲荷神であるとする誤解が大衆に受け入れられている。このように稲荷神は、神としての性格がブレ続けた歴史を持つらしい。

「受け入れる作さ法ほうが大量にあるってことは、それだけ稲荷の信仰が流行ったってこと。神様に興味がなくても、お稲荷さまの狐はそこそこ有名でしょ？　重要な神様だったのよ、この国の人達にとってはね」

　涙歌はそう言った。

　流行りすぎて解釈がブレていくうちに、イメージが散さん逸いつしていくのは、ある意味現代のネット社会に近い。

「ＳＮＳじゃ本人にとっては重要な呟きも、第三者からすれば消費の対象でしかないもんな。その逆もあるし。俺も渾こん身しんのネタを改変されたときはイラッとしたし、焦あせったぞ」

「どうせしょうもない下ネタかなんかが、たいそうな思想だと勘違いされて祭り上げられたんじゃないの」

「なんでわかるんですかね」

　図星だった。ざっくりとした蒼兵の下ネタがとあるジャンルへの擁よう護ご発言と据えられ、熱心な活動家のスローガンに利用されたのだった。おかげで、支持者だけでなく、敵もそれなりに増えてしまった。

「あんたが呟きそうな、軽けい薄はくで軽率なことと言ったらそっちでしょ。よかったじゃん、社会参加できて。そのキャラでブレないようにね」

　涙歌は悪意たっぷりに囁く。極ごく悪あくな牝め狐ぎつねの顔だった。

　一方、自分の行為が人間にとって迷惑でしかなかった、と知った狐はしょんぼりと尻尾を垂たれていた。

「安心しなさい。あんたのご主人さまのところには改めて私がお詣まいりしておいてあげる。それまでは神様の命令であろうとも、他人の心を暴あばくのは控ひかえること。それが、あんた達と神様のため。ＯＫ？」

　涙歌が、柔らかい語調で告げる。

『ＯＫコン』

　狐は涙歌のアカウントに返信し、涙歌のアカウントをフォローした。

　涙歌が一瞬だけ、嬉しそうに笑った。

　──やっぱり友達が欲しかったのか。
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　雲ひとつない澄すみきった空に響く、シジュウカラのさえずり。町からバスで一時間かかる場所にある、のどかな竹林。

　都会の引きこもり亡者には、ささくれだった心を癒いやしてくれるライブ中継だったのだが、涙歌にとっては苦痛を伴ともなう労働だった。

「だるーい……もう歩きたくなーい……」

　文句を全て口に出しながら、涙歌は歩いていた。

　涙歌が想像していたよりも、目的地は遙はるかに遠かった。藍生が話してくれた過去の記憶では、道路は舗ほ装そうすらされていなかったらしい。

　バスで麓ふもとに辿りつけるだけでも随ずい分ぶんとマシになったようだが、体を鍛きたえているわけでもない、一いつ介かいの女子高生の涙歌にはそれでも厳きびしい道のりだ。中身が詰まってぱんぱんのリュックサックが、筋肉の少ない涙歌の肩に食いこむ。

「制服から着替えないで来るからだろ。装備ぐらい調えろよな」

　ビヨンドスコープから蒼兵が語りかけても、汗だくで舌を出している涙歌の耳には届いていない。狐に憑かれているかのような、だらしない表情であった。

「こんなところに神社を建てるなっつーの……コンビニの隣でいいでしょうが……あるいはコンビニが神社の隣に進出しなさいよ」

「百年前にコンビニはねーし、神社の隣を狙ねらって山奥に進出するコンビニもそうそうないだろ」

　絶対ないとは言いきれないけどよ、と述べながら蒼兵は一応、検索してみる。

　すると、日本における神じん社じや仏ぶつ閣かくの数は、コンビニエンスストアよりも多い、との検索結果が出た。中でも小さな祠ほこらや、屋や敷しきに祀まつられる神を含めれば最も多いと考えられるのが、稲荷神社らしい。

　コンビニレベルで神社が全国に作られていたというのならば、軽度のソーシャル狐憑きぐらいの現象は、気づかれていないだけで、日本中で常に起こっているのかもしれない。蒼兵は罰ばち当たりな考えを巡めぐらせる。

　涙歌がハアハア息を切らしながら草や枯れ木を踏み、蚊かに刺されながら頂上に辿りついたのは、それからさらに十五分後だった。

　風ふう雨うに晒され、変色しながらも威い風ふう堂どう々どうとそびえている朱しゆ色の鳥とり居い。

　小規模ながらも体てい裁さいの整った、木造の拝はい殿でん。雑草が生はえたい放題の境内。

　狛犬の代わりに参拝者を迎むかえる、二匹の艶めかしい白狐。

「あっふー。着いた着いた。さっさと確認して帰るよ」

　涙歌は無ぶ遠えん慮りよに、ずかずかと足を踏み入れていく。その所しよ作さには神への畏い敬けいというものが欠片かけらも感じられない。とはいえ、手ちよう水ず所どころの水もとっくに干ひ上あがっているので、礼を尽くそうにも尽くしようがなかった。

　拝殿の前まで進むが、賽さい銭せん箱ばこ用の木箱は腐ってボロボロになっており、拝殿自体のひび割れもひどいものだった。屋根には蜘く蛛もの巣も張っている。大きな台風のひとつも来れば、倒とう壊かいの危険性もありそうだ。

「地元のやつら、日ごろの手入れを全くしてなかったみたいだな。そりゃあ、神様も狐も怒るか」

　ビヨンドスコープを通して神社を確認した蒼兵は、哀れみの言葉をこぼす。

「……もっと事態は深刻っぽいよ。お邪じや魔ましまーす」

　涙歌はさらに足を踏み入れると、拝殿の入り口を強引に開け放つ。扉とびらには鍵もかかっていなかったようだ。アポクロのライトとビヨンドスコープで、内部を涙歌が照らす。

「友達の家かよ……うお、こりゃひどいな」

　外側からではよくわからなかったが窓が割られ、祭さい壇だんと思しき台が叩たたき壊したかのような材木と化している。お神み酒き用の瓶へい子しが宴うたげのあとの如く、そこかしこに倒れていた。

「誰かが侵入して、荒らしまわったみたいね」

「あの写真を撮影したやつのイタズラか？」

「本人に前もって確認しておいたけど、写真を撮影した以上のことはやってないそうよ。軽率だった、って反省はしてたけどね」

「……ん？　つーことは……」

　この神社の『荒らし』は、最初の炎上アカ保有者がやってくる以前──。

　──別の誰かによるもの、ということになる。

「ツリッターに神社の画像を投稿されたことで、稲荷が怒ったわけじゃないのか？」

「そうね。狐達も『迷惑になってるなんて知らなかった』って言ってたし、原因が稲荷の怒りじゃないってことはわかってたけど」

　涙歌はビヨンドスコープで拝殿内部をつぶさに撮影し、その画像を確認しながら顔をしかめている。

「どうした。妙な亡者でも写ったか」

「亡者そのものは写らない。狐以外の〝荒ぶるナニカ〟が、長い間ここにいた痕こん跡せきが写ってる。最悪の視界よ」

　涙歌が表示した拝殿内部の写真画像は、室内で花火でもしたかのように真っ白なもやに埋め尽くされていた。

「……なんだこりゃあ？」

「さあ、正体まではわからない。このもやが稲荷神の目を曇らせて、荒ぶる状態──荒あら御み霊たまにしちゃってたのは確かだけどね」

「ほー。相当やべぇ亡者かなんかが忍びこんだのかねえ」

　外部からの影響を受け続けてきた稲荷神の一ひと柱はしらが、未知のナニカを取りこんで全く新しい稲荷神になってしまった、というところか。

「その荒ぶる状態、ってのは人間の手でなんとかなるものなのか？」

「日本の神様は、人間の手でしか変わらない。神社の風通しをよくして、きちんと誰かがお供そなえすれば改善するでしょ」

　これも交渉よ、などと言いながら涙歌はアポクロを置き、リュックサックからタッパーを取り出した。

　そこにはまたしても大量の油揚げが入っていた。涙歌は壊された祭壇を退のけ、紙皿を並べ、丁寧に油揚げを乗せていく。淡々としたその所作に、蒼兵はお盆の墓参りで見た母親を思い出す。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな涙歌だが、その仕事内容には交渉も含まれる。こうしたお供えもまた、『向こう側』に対する涙歌なりの営業術である。

「栄養をつけて、免めん疫えき力りよくをあげてもらうって感じだな」

「そんな感じ。よし、これでいっか」

　スポンジケーキかクラブサンドかというほどに、ぶ厚く油揚げが重なっていた。お供えというよりジャンクフードに見える。

「前から思ってたんだけどよ、狐って油揚げ食うのか？」

「あんまり食べないみたいね。色が狐色だから稲荷のお供えっぽいってだけじゃない？　こっち側の勝手なイメージよね」

「……それをわかっててお供えにするのかよ？」

　もっと狐が好きなものを供えたほうがいいんじゃないか、と蒼兵は思う。

「いーの、稲荷の狐は本物の狐ってわけじゃなくて、最初から向こう側で生まれた『ミサキ』なんだから。供えようという気持ちを伝えることが優先よ」

「『ミサキ』──『神の言葉を知らしめるための遣い』か」

　以前に解決したとあるケースで、涙歌と蒼兵はミサキの意味を知り、恐ろしい力を持ったミサキと出会った。それらミサキは神そのものではなかったが、通常の亡者とも異なる異質な存在だった。

「それに、お供えが油揚げならどこでも買えるし、稲荷に対するお供えであることもわかりやすいしね。わかりやすいことは──真似しやすい。炎上に困ってる子達も気負わずにお詣りしやすいでしょ」

「ふむ、マジメに供えて拝おがむ分には神も喜ぶか」

　蒼兵は納得する。

「稲荷は祟りやすいとか言われてるみたいだけど、どんな神だって怒らせれば祟る。我が子を呪う神だっているんだもの。私は神様におべっかなんて使わないし怒られても平気だけど、怒られるのが怖いなら、たまに挨あい拶さつぐらいしときゃいい」

　処しよ世せい術じゆつよ、処世術。

　涙歌が邪じや悪あくな笑みを浮かべて述べる。

「それを神しん域いきで言うなよ。どう考えても本人に聞こえるぞ」

　蒼兵がツッコミかけたところで涙歌は、

「小腹がへった。ひとつもらいまーす」

　とぼやきつつ、油揚げのつまみ食いをはじめた。もはやツッコミを入れたほうが損をする慇いん懃ぎん無礼レベルだ。罰当たりの最上級である。こんなノリで本当に交渉が成立しているのだろうか。

　ペットボトルのスポーツドリンクでひと息入れた涙歌が、タオルで汗をふく。見た目だけはアイドル並なので、爽そう快かいなＣＭ然としている。

「よっしゃ、これで形式上のお詣りは終了ね。あとはクライアントに報告して、炎上したくないやつらにもお供えしてもらえば祟りも落ち着くでしょ。ミッション、コンプリートっ！　ギャラゲット！」

　満足そうに守しゆ銭せん奴どぶる涙歌だが、蒼兵はどこか、据わりの悪さを感じていた。

　なんだか、あっさりしすぎている。

　結局、狐──。いや、稲荷そのものを炎上させたのは、どこの誰なんだ？

　真に涙歌が交渉すべきは、その誰かのはずなのだが。
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「へーっ、私が家族とお買い物にいってる間に、大変な事件を解決してたんだね」

〈カフェ・シュクルダール〉で濃のう厚こうな本日のコーヒー（グァテマラ）を飲みながら、柚希は感心していた。

「大したことじゃないよ。おびき寄せてお詣りしただけだから」

　涙歌はソイラテを飲みながら、嬉しそうに微笑ほほえんでいる。

　ショッピングモールで柚希が涙歌のために選び抜いたジェラートピケのティッシュポーチは、たいそう喜んでもらえた。

　いつも柚希の放課後に付き合ってくれる涙歌へのちょっとしたお礼だったのだが、涙歌は渡してすぐに店の紙袋を開けて、スマホのカメラで何枚も撮影していた。なにか悪いものでも憑いているのかと誤解してしまったほどだ。

「困ってた人達を助けられたんでしょ？　私だってＳＮＳは好きだもん、気づかない間に、指が勝手に炎上しそうなことを呟いちゃうなんて、すっごく怖いよ」

　解決してくれてありがとね、るい子ちゃん。

　柚希は、本心からの感謝の言葉を述べた。

「ゆずっちが喜んでくれるなら、私も頑張ったかいがあるかな」

　スモークサーモンサンドを頰ばりながら、涙歌がはにかむ。

　ＳＮＳでもあまり飾った発言をせず、自然体を心こころ懸がけている柚希だが、それでも知られたくない本音ぐらいは無数にある。

「それじゃ、狐さん達も落ち着いて、炎上しちゃった人達もほとぼりは冷めたってことだよね。よかったねぇ」

　安心する柚希だが、涙歌は仄ほのかに表情を曇らせた。

「それがねー……実は全然収まってないのよね、狐憑きの炎上」

「えっ!?　だ、だって、狐さん達も納得してくれたんじゃなかったの？」

　それでは、涙歌の行為は骨折り損ということになる。

「あのもふもふ達はわかってくれてるんだけどねー。肝かん心じんのクライアント達が、クセになっちゃったみたいなんだ」

「クセって……炎上することが？」

「そ。具体的には、炎上するほど自分の心に引っかかってる本音とか、罪の意識とかが、自動的に呟かれることがね」

　犯罪自慢。親への不満。学校への不満。社会への不満。自分への不満。

　口にしたら大人達に笑われてしまうような、この世界への苛立ち。

　それを暴かれることが、幸福に繫がるとでも言うのだろうか。

「自分のことを世間にばらされるのがイヤで、みんな怖くて不安で、困ってたんでしょ？」

「赤の他人に知られるからイヤってだけで、自分の本心が表に出ることがイヤだったわけじゃないんでしょうね。彼女達は狐憑き状態で吐き出した自分の言葉を見て、驚くよりもスッキリしちゃったんだろうな」

　人はそう簡単に自分の心を言葉にできないから、と涙歌は言った。

「……そっかぁ。口に出すとか文章にするとかしないと、もやもやしてよくわからない気持ちってあるもんね」

　柚希は明け透けな性格を自覚しているが、それでも心当たりはある。

「相手がカウンセラーとかだったら、きちんと言葉にしてくれるけどね。普通に暮らしてると、自分が苦しんでることにも気づかなかったりするでしょ。狐のおかげで、自分が疲れてることをようやく自覚する。取り憑かれて、はじめて自分の傷を知る。狐憑きって、そういう側面もあったみたい」

　涙歌が調べた（調べさせた）ところによれば、狐憑きは古来、抑よく圧あつされた家庭の女性に多かった現象であるらしい。狐に憑かれることで、女性は日ごろのストレスを吐き出し、抑おさえこまれた感情を露あらわにする。妬ねたみや憎ぞう悪おといった悪感情を、憑かれた言葉と行為で表面化させる。精神医学にも狐憑きは、一種の病理に属ぞくしているとされる。

　つまり、狐憑きとは憑き物であると同時に──その人間が持っている苦痛を形にして、整理を促す現象でもあるのだ。

　涙歌の仲間である蒼兵も、「わからんでもない」と共感していたらしい。恐らく、共感できない庶しよ民みんなど、ほとんどいないだろう。

「狐さん達は──その神様は、混乱してても、頼って近づいてきた人達を助けようとしてたんだね」

　考えこんだ柚希は、切なさがこみあげてきた。自分が見えなくなった神であっても、行動は一貫している。

　──祟りに見える行為も、受け取る側次第。

　そもそも炎上とは、本人ではなく周囲の人間が勝手に行うことだ。

　燃やす者がいなければ、誰も燃えない。

「勝手な救いなんか、迷惑行為と変わらないけどね。ウィンウィンな関係を築きずけるなら、呪いは祝いわいに変えられる。吐き出したい子達は、新しくサブアカウントを作ったみたいだよ。そのアカウント同士で繫がってるっぽいね」

「もしかして、狐さんに取り憑いてもらう用？」

「うん。かなりクローズドだけど、相手の本音に干かん渉しようしないで、合理的に取り憑いてもらう──『ソーシャル狐憑きサービス』ってところね。今はツリッターとかに間借りしてるけど、そのうち独立したサービスになっちゃうかもねー」

　荒れ果てた神社の神が、一転して若者のカリスマである。涙歌が手を貸したとはいえ、ある意味ではとてつもない大だい躍やく進しんだった。

「い、いいことなのか、悪いことなのかわからないけど……みんながそれを望んでるなら、必要なのかな」

　流行が長続きして神社に世間の注目が向けば、現実の信仰だって復ふつ興こうするかもしれない。

「狐憑き中毒が社会問題になっても困るから、セルフ炎上はせいぜい一日一度までにしてほしいけどね。狐にＤＭ送って注意しとこうかな」

　どうやら涙歌は、狐と相互フォローでやりとりをしている様子だった。狐からメールが来るのはメルヘンチックで、柚希はちょっと羨うらやましい。

「るい子こちゃんは……」

「うん？」

「……るい子ちゃんは。狐さんの力を借りてでも知りたい、自分でも気づいてない本音、ありそう？」

　唐とう突とつだが、柚希は聞いてみた。

　涙歌は目をぱちくりさせて、「うーん」と悩む。

「どうだろ。あるのかもしれないけど、ワリと普段から言いたいことは言ってるし、別にいいかな。それに……」

「それに？」

「憑かれたら──じゃなくて。疲れたら、なんでも話を聞いてくれる友達が、私にはいるから。……な、なんてね」

　口ごもりながら、涙歌はそう言った。

「そっかぁ。私もそのるい子ちゃんのお友達と会ってみたいなあ」

「…………」

「私はるい子ちゃんだけがいればいいのになあ。いいなあ、るい子ちゃん」

　柚希が断言すると、涙歌は申し訳なさそうにコーヒーで唇くちびるを湿しめらせて。

「私だって……ゆ……が……いれば……」

　ともにょもにょしながら、言葉を吞みこんでいる。

「……えへへ」

　表情を動かさないようにしていたが、柚希は結局口元を綻ほころばせてしまった。

　こんなにわかりやすいのに、涙歌はどうやっていろんな心霊写真に言うことを聞かせられるんだろうか。柚希はこの器用で無器用な友人を、心から微笑ましく思う。

「ゆずっちは……生身の女の子は、どんな亡者よりも強敵だよ」

　ぽつりと囁く涙歌は、とても儚はかなくて小さい。

　──意地悪でごめん。

　謝りかけた柚希は、そのどうでもいい本音を、胸に閉まった。

　ネット上のコミュニケーションを愛する柚希も、涙歌への言葉だけは、ＳＮＳやその他のメディアで発信しないことにしている。

　伝えたくないわけではない。伝えないことで成り立つ、涙歌との関係を柚希は気に入っているのだ。

　──別に本音で話せる相手だけが、友達じゃないもんね。






















　筆ふでが乗っていた。

　外に広がる渺びよう茫ぼうたる麦むぎ畑ばたけには、昨夜から激しい豪ごう雨うが降っている。地を這はう罪人達に、天が怒りを叩たたきつけるかのようだった。このままでは、大切な麦が雨で傷いたんでしまうかもしれない。

　だが彼にとって雨は創作意欲を邪じや魔ませずに程よく人払いをしてくれる便利な道具であり、恵みでもあった。

　彼は最も早はや、自分が描いているものが芸術と呼べるものなのかどうかもわからなくなっていた。ずっと昔から、どうでもよくなっている気もする。

　女達に救いを求め、神に傾けい倒とうし、発ほつ作さに悩まされながら──それでも、絵を描いて。

　ついに、思い描いた表現には、辿たどりつけなかった。

　弟が献けん身しん的てきに支えてくれたおかげでなんとか自分の生を肯こう定ていできていたが、その救いも失いかけている。

　今の彼には、支柱がなかった。

　──自分の創作など、しょせん見様見真似だ。

　二次的な創作でしか、自分を表現できないのではないか、とさえ彼は思う。

　アレンジを加えてはいるが、技法も、モデルも、描きたいものも、オリジナルからの借りものだ。

　もちろん彼も、自分のオリジナルな創作物には思い入れがある。最近はそれなりに認められてきて、値ねのつくものが増えてきた。ここで踏ふんばっておけば、生活する分には困らないかもしれない。

　正しい生活。幸せな生活。まともな人生。それなりの評価。

　そんなものは──今さらだった。

　他人のそれを否定はしないが、彼が得ようと願ねがった幸福の全ては、指の間から澱よどんだ息吹いぶきのようにすり抜けていった。彼は幸福な消費者になることもなく、憎にくむべき対象を国家のシステムに向けることもなく──ゆるやかに、自みずからを憎み、成功者達を憎むことしかできなかった。

　彼は、自分が負けていると思いこんだ。

　創造者として劣おとっていると思いきった。

　敗北者の人生を、だらだらと続けるわけにはいかなかった。

　後世に残るのかどうかもわからないが、この借りものの技術で描いた──『描いてみた』絵かい画がに己おのれの全てを込めよう。彼は己の筆に血を通わせる。

　描き続けることの闇あん黒こくを。

　負け続けることの絶望を。

　逃がしてしまった幸福を。

　彼を認めなかった全ての者達に、この作品を無理矢理、届けよう。

　そうして己の心を切り離し、切り分けて供く物もつにしなければ、天国の扉とびらも、地じ獄ごくの蓋ふたすらも開くまい。

　──自画像などより、こちらのほうがよほど自分らしいではないか。

　あと数日もあれば、完成だ。ようやく世界に影響を与えられると思うと、誇ほこらしくも下げ卑びた笑いが、胸の底からこみあげてくる。

　そして彼は己の絵画を通して、荒あらぶる祈いのりを囁ささやく。




　全ての表現者よ、呪のろわれてしまえ。





[image: ]






　空気が苦い。重いのではなく、この家に流れる空気は、ただただ苦い。

　涙るい歌かはいつになく研とぎ澄すまされた心持ちでソファに座すわり、差し出された写真を見つめていた。

　郊こう外がいの住宅地、それなりに広い一軒家の洋間。ソファは牛ぎゆう革かわ張ばりながら少々硬かたいが、カーペットはウィルトン織おりの高価な逸いつ品ぴんである。テレビの大きさはまあまあのサイズで、食器は高価なグラスと安物が入り交まじっている。

　生まれついての金持ちではなく、成り上がりというほどに高い生活水すい準じゆんでもない。自分達の努力で少しずつ、自分達の信じる豊かさを追求してきた、庶しよ民みんが好感を持てる家庭の姿がそこにあった。

　理わ由けあって両親と暮くらしたことがない涙歌には、想像しかできない。だが他人の人生を背負う覚かく悟ごがなければ、このような家庭は保たもてないだろう。

　涙歌の前に悲ひ愴そうな表情で座っているこの家の主あるじ──本ほん城じよう夫ふ妻さいは、その幸福を根こん本ぽんから折おられてしまった。

　そして、そのことに納得ができず、巷ちまたの若者の間で都市伝説扱あつかいされている『心霊写真使い』の涙歌を頼り、自宅に呼んで、救いを求めたのだ。

　涙歌が見せられたのはスマホやデジカメで撮さつ影えいされた、デジタルな写真画像ではなかった。

　美大入学式の際、晴れ着で母親と一緒に撮影した、本城菫すみれ──本城夫妻の一人娘──の、記念写真。

『Ｍ美術大学入学式』の看板の前に立つ、垢あか抜ぬけない菫の、控ひかえめな笑顔であった。

　将来への希望と不安に満ち溢あふれた、涙歌にとっては憧あこがれにも値する年上の女性。

　──そんな、彼女が。

「歩道橋から身を投げて、自分の命を絶たったんですね」

　涙歌は誤ご魔ま化かさず、ストレートに尋たずねる。

　ここには仕事で来たのであって、カウンセリングをしに来たわけではない。気を遣つかって言葉を選ぶ意味などないし、そこに救いなどない。

　辛つらそうに目を伏ふせて、菫の父は頷うなずく。

「菫は明るくて、人付き合いのいい子……というわけではなかった。真ま面じ目めすぎて心配になるぐらいだった。それでも、大学の授業は楽しみにしていたし、学校生活に不満がある様子もなくて……」

「幸せそうだったんですよ……」菫の母が、言葉を重かさねる。「いきなり、だったんです。遺い書しよもなくて、大学のお友達も、心当たりがないって。菫がやってたっていうネットの……日記みたいな……ええと、ＳＮＳ、というのですか？　そちらにも、おかしな書きこみはなかったって」

「だから、菫さんの『本当の死因』を調べてほしいってわけですか」

　夫妻が、そろって頷く。

「お願いします。あの子が──私達の大切な娘が理由もなく死を選ぶなんてこと、絶対にあり得ないんです。どうか、あの子に無念や未み練れんがあるのなら、晴らしてやってください。あの子の痛みを、私達に教えてください」

　菫の父が、娘よりも年下の女子高生に、何度も頭を下げる。

「…………」

　涙歌は、黙だまりこむ。

　本城夫妻の感情はわからないでもない。

　だが、人の死は──人が死を選ぶ瞬間の感情は、他人が思う以上に、無む軌き道どうなのだ。涙歌は尊厳の守られた秩ちつ序じよある死など、ほとんど見たことがない。変死や怪死であっても、そこに重要な理由が隠かくれているとは限らない。テンプレートはあるようでない。

　涙歌が実際に会った亡もう者じやの中には、好きなロックバンドの引退がショックで、入じゆ水すい自殺を選んだ女子中学生がいた。

　投とう稿こうした動画に荒らしコメントがついただけで、首を吊つった男子高校生もいた。

　彼らの想いは切実ではあるが、彼らの願いは視野が狭せまい。

　社会に揉もまれながら余裕もなく生きている大人が、子ども達の切実さを理解できないことは、当然のことでもある。そういった生者と亡者の間を取り持つという、心理療りよう法ほうじみた『交こう渉しよう』の依頼もゼロではなかった。

　涙歌は、そういった依頼はほとんど引き受けないが。

「お二人が納得できる理由を、一緒に探さがすことはできるかもしれません。ただし、その納得から生まれた感情までは、私でも責任は取れない。納得は、幸せそのものじゃないですから。それでも構わなければ──」

　──ギャランティの半分は、前金で。

　残りの半分は、お二人が納得された時点でいただきます。

　涙歌のもの言いが頼もしかったのか、それともワラにもすがる思いだったのか。夫妻は涙を浮かべながら、

「どうかよろしくお願いします」

　深々と頭を下げた。
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「よくその場で引き受けたな、涙歌。あんまり湿しめっぽい、三流霊能者紛まがいの依頼は嫌きらいじゃなかったか？」

　哀あい感かんを帯おびた小雨が降ふる、肌寒い午後。

　町外はずれにある歩道橋の階段を上がっていた涙歌に、蒼そう兵へいはビヨンドスコープを通して話しかけた。

「好きじゃないけど、ギャラがよかったんだもの」

　身も蓋もないことを、涙歌は平然と言い放った。

「……さいですか」

　蒼兵は雑ざつな相あいづちを打つ。

　涙歌は基本的に、同情では動かない。『心霊写真使い』はボランティアではなく、れっきとした生活費稼かせぎの『職業』だ。

　そして涙歌はカウンセラーではなくなんでも屋であり、ネゴシエーションはただの手段である。

　生者から亡者への想いも、亡者から生者への妄もう念ねんも、その都つ度ど淡たん々たんとクリアすべき、ゲームのフェイズにすぎない。生者が亡者に『落とし前』をつけたいだけであれば、涙歌の力は本来、不要だ。

　死人と会えないからこそ、人々は葬そう儀ぎを行う。通つ夜やに人を呼び、火か葬そうを行い、墓ぼ参さんする。幾いく度どもの過程を経へて、死んだ人間が戻ってこないことに納得をする。亡者の写真などなくても、人は歴史の中で死と向き合う方法を知っているのだ。

　境さかいを越えず、過去を整理しながら今を見ること。

　向こう側を見ないこと。

　それが生者がつけるべき、唯ゆい一いつの『落とし前』だ。

　菫の両親や蒼兵の両親は、未いまだ整理ができていない。バラバラになって二度と戻らないアルバムを、もう一度再現しようと夢見ている。

　──俺だって、元に戻れるなら戻りたいけどよ。

　それが無理だとわかっているから、蒼兵はせめて金だけでも残してやりたいのだ。

　幸い、涙歌は金かね儲もうけには付き合ってくれる。

「ここね」

　歩道橋の中ほどまで進んだ涙歌が、慎しん重ちように手すりの下を覗のぞきこむ。

　ひび割れたアスファルトの地面。涙るい滴てきのような、あるいは洞うろのような黒い染み。

　入学してから一年弱、ほんの二カ月ほど前の早朝に本城菫はここから飛び降り、この世界の美しさについて学ぶことをやめたのだった。

「そんなに高くないっぽいな。これじゃよっぽど打ちどころが悪くないと、即そく死しするのは難しかったんじゃないのか？」

「背中から地面に激突して、発見者が救急車を呼ぶまでは意識があったんだってさ。夜中だったせいもあって、通行人も車も、なかなか彼女に気づかなかった。路面には複雑骨折だらけの壊こわれたおもちゃみたいな上半身と、内臓を含む自分の吐と瀉しや物ぶつを引きずって歩いた痕こん跡せきもあったみたい。このままじゃ死にきれないと思って、もう一度階段を上がろうとしたのね……相当苦しかったはず。そのあと救命病棟に運ばれてから数時間後、両親が駆かけつけるのと同時で、何かから逃げるように息を引き取ったそうよ。末まつ期ごの言葉は、痛みに耐たえかねた絶ぜつ叫きようだったんだって」

　滔とう々とうと語る涙歌だが、地獄のような状況だった。

「……まともな亡者にはなれそうにない死に方だな」

　まともな亡者の定義など蒼兵にはわからないし、自分も、まともとは言えないが。

「そうね。どう見てもまともじゃない」

　呟つぶやいた涙歌は、視線を──。

　ビヨンドスコープを、歩道橋の上に向ける。

　数メートル先に、女性が立っている。

　深い紫むらさきのもやに包まれた、線の細い、うすぼんやりとした輪りん郭かく。

　地味なグリーンのカーディガンに、これまた地味なプリーツスカート。何な故ぜか長いマフラーを巻いており、首とあごは隠れている。長いまつ毛と長い髪、真まっ直すぐで高い鼻び梁りようから、美しい女性であることは計り知れるが、八の字に下がった眉まゆのせいもあって幸さち薄うすそうな印象を蒼兵は感じた。

「本城菫か。あっさり見つかったな」

　蒼兵は、彼女──菫を涙歌越しに見つめて述のべる。

　だが涙歌は全く安あん堵どしていないどころか、眉にしわを刻んでいる。

「見つけたぐらいじゃ、亡者との交渉は進まない。あんたも知ってるでしょ」

　パシャリ。

　涙歌が相手に断りもなく、ビヨンドスコープで撮影した。写真画像は、ビヨンドスコープのアルバムにしっかり保存されているのだが。
















「…………」

　菫は、自分が見られていることに気づきながら──撮影されたことにも気づきながら、なんのリアクションも取らない。

「本城菫。貴女あなたとゆっくり話がしたくて来たんだけど……今は都合が悪いみたいね？」

「…………」

　涙歌が語りかけても、菫は朦もう朧ろうとした目で車道を眺ながめているだけだ。

「完かん璧ぺきに心を閉ざしちまってるのか。凶きよう暴ぼうになってないだけマシだが、やっかいそうだな」

　蒼兵から見ても、菫の瞳には感情を感じられない。

　やがて菫は、こちらの視線や言葉とは関係なく、

「私が愛されないのは……私が原因……だから……」

　などと不穏な言葉を虚こ空くうに向けて、呟きはじめた。

　痴ち情じようのもつれが死因なのだろうか。それとも、家族への不満を訴うつたえているのだろうか。

　続きを聞けるのであればヒントがありそうなのだが、その言葉をリピート再生するだけで、菫の口からは他の情報が全く発せられない。

　涙歌は、ため息を吐ついた。

「前にマンションのベランダに立ってた亜あ利り沙さみたいに、『目的しか見えていない』タイプとも違う。自分の傷に蓋をして、外部からの言葉をシャットアウトしてる。別に珍めずらしくもないし、材料さえあれば交渉に持ちこめると思うけど──」

　──充分なネタがそろっていない。

　涙歌は、この場での交渉は早々に諦あきらめたらしい。

「外そと堀ぼりから埋うめていかないと、どうにもならない感じだな。涙歌、なにか考えはあるのか？」

　頷く涙歌。元々ここには撮影のためだけに来たようで、情報収集がすぐに完了するとは思っていなかったようだ。

「本城菫の、生前の生活──日常を調べる必要があるかな。ＳＮＳにも決定的な情報がないっぽいし、通ってた美大にでも潜せん入にゆうしてみよっか。こっちも美しくて存在そのものが芸術の、美大生になってみましょ」

「無む駄だな形けい容よう詞しが多いぞ」

　雑にツッコミながら、蒼兵は大学という響ひびきに、内心わくわくしていた。

　──もし自分がまだ生きていて高校に通っていたら、進学を志こころざしたのだろうか。それとも、もっと別の夢を見たのだろうか。

　死んでしまった今となっては思いを馳はせることに意味なんかないだろうが、キャンパスライフという言葉の鮮せん烈れつな響きは、引きこもり亡者の心にも潤うるおいを与えた。
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　蒼兵は念を押して、翌日までに菫が登録していたＳＮＳを検索して調べてみたが、変わった様子が見られるどころか投稿そのものが少なすぎた。

　プライベートな要素はほとんど読み取れず、せいぜい美大で日本画を学んでいたことがわかる程度。本城夫妻から得た情報以上のものは、入手できなかった。

　実地調査がこがねとカーミンのみでは、効率が悪い。涙歌が大学生を装よそおって、美大に潜入する必然性はあった。

　涙歌は普段着代わりに着ている学校の制服を脱ぬぎ捨てて、「こんなこともあろうかと」そろえておいたらしいレッセ・パッセのトップスに、リングチェックスカートをコーディネートしている。涙歌の年齢や収入でそろえるには、少々背伸びしすぎたファッションだ。

「どーお？　違い和わ感かんない？」

　大学に向かう道すがら、涙歌はビヨンドスコープを通して蒼兵とこがねらにもファッションチェックをさせる。

「悪くないんじゃないか。見た目だけならそこらのバカっぽい読者モデル顔負けだぞ」

　蒼兵は素直に評ひようする。

「うんうん、ソーヘイに同意。ルイカ、見た目だけはすっごく可か愛わいすよ」

「クォーン」

　こがねも素直に評し、カーミンも納得の鳴き声をあげる。

「よしわかった。内面に問題があると言いたいのね貴様ら。減給が恐おそろしくないと見える」

　涙歌はアポクロを操作して、なにかを計算しはじめる。

　どうやら本気で予算を削減するつもりのようだ。蒼兵達は慌あわてて、矢や継つぎ早ばやのフォローを開始する。

「そ、率直な感想を伝えただけだろ！　可愛い！　充分すぎるほど可愛い！　エクセレント心霊写真使い！」

「あ、あたしも憧れちゃうなー！　生きてたらルイカみたいなスーパーオーバースペック美人になりたかったなあ！」

「わんっ！　わぉーん！」

「心から言ってないし、微び妙みように誉ほめてるんだかバカにしてるんだかわかりづらい。やっぱり減給ね、大幅に」

　経営者として非情なタップを涙歌が決断しようとしていると、珍しく藍あい生せいが会話に入りこんできた。

「場に合わせた評価に流されるな、涙歌。お前の美しさは、見せかけの形に宿やどる類たぐいのものではない。着飾らなくともお前の中には、人の美が満ち溢れている」

　深しん淵えんのような瞳で薄笑みを浮かべながら、藍生は述べる。

「お……？　藍生にしてはいいこと言うじゃん。聞いた、蒼兵、こが、カーミン？　私の美しさは中身あってのものだってさ」

　涙歌は胸を張る。交渉中でないときの涙歌の思考は、至し極ごく単純だ。

「……お前がそいつに誉められて嬉うれしいならいいんだけどよ。ちなみに藍生は涙歌のどこが美しいと思ってるんだ？　性格か？」

　そうだな、と一瞬考えこんだ藍生は、つらつらと涙歌の美について並べはじめた。

「ここから見える舌したと喉のどの形もよいが、呼吸のリズムから感じられる肺の形も、比類なき耽たん美びを感じさせる。肌の色いろ艶つやから想像するに、心臓の色や肝臓の色も鮮せん麗れいだろう。食生活を見ていれば胃や腸も健全なことはわかっている。周期の正確さを観察する限りは、子宮と卵巣も正常に──」

「全部内臓じゃねーか！　舌と喉以外は直じかに見れてねーだろ！」

　ドン引きする蒼兵である。

　こがねとカーミンも「うっわぁ、上級者すね……」と表情を歪ゆがめていた。

「中身の美しさの話だろう……？　それに私の生前の職業は、医者だぞ。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの美しさが人間の美を体現していると考えるのは当然だ。そして、健全な肉体に健全な精神が宿ることは、生命としての真理だ」
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　断だんずる藍生の瞳に迷いや誤魔化しはないが、その講こう釈しやくを聞いている涙歌の瞳は、ハイライトを失った虚きよ無むであった。

「……簡易健康診断、どうもありがと。もう金こん輪りん際ざいあんた達には聞かない」

　涙歌は自分のチームを使ったファッションチェックを諦め、さっさと美大に向かうことにしたようだ。どさくさで減給も見送られたようで、蒼兵は珍しく藍生に感謝した。
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「おお、これが大学かよ……思ってたよりでかいんだな」

　晴天に恵まれた、午後の大学構内。蒼兵はビヨンドスコープを通して、その広さをリアルタイムに観察する。画像検索では体感できない、臨りん場じよう感かんのある経験だった。これがあるから、涙歌の下で働くのもちょっとだけ楽しい。

　そんな涙歌の振る舞いは、完璧な自然体だった。

　下を向かず堂々と歩き、時とき折おり向けられる男子学生からの視線にも微動だにしない。余計な笑顔も作らず、表情も凜りんとしている。

　悪目立ちせず、身み許もとを調べられなければ、髪色もルックスも目立つ涙歌でも女子大生として違和感なく過ごせるだろう。美大という環境も手伝って、個性的なファッションの学生が多いことも幸いした。

　キャンパスは、雑ざつ多たながらも活気に溢れている。蒼兵は、ビヨンドスコープ越しでも人当たりしそうだった。

「この感じなら、捜そう査さも順調に進みそうだな。涙歌、本城菫の専攻や、教員については下調べはすんでるんだよな？」

「うん、問題ない。同級生もリストアップしてあるよ」

　涙歌は小声で、端たん然ぜんと蒼兵の質疑に応じる。心なしか、口調や声音こわねの女子力も上がっているように感じられた。

　──いつもこうならもっと友達だって増えるだろうに。

　言いかけて、蒼兵は止める。この状況で涙歌にキレられたら、調査が台無しだ。ＳＮＳソーシヤルネツトワークサービスでも、未だに狐としかやりとりがない涙歌には、刺し激げきが強すぎる。

　動き出した涙歌は、まず本城菫の友人を探すことにした。

　投稿の少ないＳＮＳでは友人を特定できるような情報は見当たらなかったが、両親の話では全くの孤独というわけでもなかったらしい。

　顔見知り程度なのか、親友なのか、ライバルなのか、はたまた恋こい敵がたきなのか。

　どんな関係かはわからないが、会話相手ぐらいはいただろう。学校には親友などいないと言いきる涙歌も、クラスメイトとの仲は別に険けん悪あくではない。好すかれてもいないらしいが、整ったルックスのせいか異性にはモテないわけではないようだ。

　涙歌は、菫と同じ講義を受けていた学生達から当たってみた。

　結果は、芳かんばしくなかった。

　本城菫は、全くの孤独ではないようだが──人並以上のコミュニケーション能力があった、とも思えない。

　菫が同級生で、同じ講義を受けていることを知っている者達は大勢いたが、菫本人の印象を記憶している者は、ほとんどいなかった。彼女はいわゆる、『空気』のような存在だったらしい。

　いてもいいが、いなくてもいい。

　喋しやべってもいいが、喋ったことを記憶されない。

　死んでしまったことさえ──死を選んでしまったことさえ。

　周囲に、意識されていない。

　死ぬことなど、その程度のものなのだ。

　菫への評価を自分の部屋で聞きながら、蒼兵は自分の陰かげ口ぐちを叩かれているような感覚に陥おちいっていた。蒼兵もまた、自分が死んだことが世の中のプラスにもマイナスにもならないという現実を、死後に突きつけられた者の一人だ。

　本城菫がもし、ささやかな世界への復ふく讐しゆうとして死を選んだのであれば──それは全くもって意味のない、若さ故ゆえの失敗だったことになる。

　──なんという、救いのない世界だ。

「蒼兵？　ちょっと蒼兵、聞いてる？　なに無視してくれちゃってんの？」

　途中から全く言葉を発さなくなった蒼兵を気にして、涙歌が廊ろう下かの片かた隅すみから話しかけてくる。

「悪い悪い、聞いてるって。割りこまないようにしてただけだよ」

「ちゃんとそっちでもメモ取ってるんでしょうね。言っとくけど、私は覚おぼえが悪いの。家の電話番号だって覚えてないし、クラスメイトの名前だってほとんど言えないんだから。捜査はあんた次第なのよ」

　涙歌はきっぱりと、小声で囁く。

「よくもまあ、自分の欠点を堂々と口にできるよな」

「どうにもならない事実を気に病やんだところで、意味なんかないでしょ。だからこそあんた達を雇やとってるんだしさ。一人の才能や体質がどんなにすごくても、集団の力には勝てるわきゃないの」

「そりゃあ、俺達が頼られてるってことだよな？」

　蒼兵は自じ嘲ちよう気ぎ味みに応おうじてしまったのだが、涙歌は。

「あんたがいなきゃ、私はなんにもできないよ」

　真顔で言う。言い放つ。

「…………」

「ほら、わかったらさっさと馬ば車しや馬うまのように働きなさい。悩んだりクヨクヨしてるヒマなんかないのよ？」

　悩んだりクヨクヨしてるから、この世界に不ぶ様ざまに、しがみつけているんでしょうけどね。

　涙歌は冷たい現実を笑顔で話しながら、再び歩きはじめた。

「へーへー……かなわねーよ、リーダー」

　性しよう根ねや内面はともかく、他人を──亡者を手足として使いこなすことに関しては、涙歌は天才的だ。

　ベストを尽つくしながら、他人を頼る才能。それがあれば、自分だって死ぬことはなかっただろうと蒼兵は思う。

　恐らく、本城菫もそうだろう。
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　孤独ではないが嫌われてもいない、生きてはいても存在が透明だった菫の痕跡を辿るのは、想像以上に骨が折れる。

　涙歌の行動をライブで観察していただけの蒼兵も、短時間で気疲れしてしまうほどだった。途中、学食のカレーうどんで腹ごしらえをした涙歌が、だらしない顔で居眠りをはじめたときも、かわいそうになって起こせなかった。どうも自分は涙歌を甘やかしすぎているかもしれない、と蒼兵は思う。

　根気よく捜しているうちに、涙歌はようやく菫の友人と呼べる人物に出会った。

　デッサン用の教室で一人、菫が使っていたという画材を黙もく々もくと整理していた彼女の名前は、御厨みくりや櫻さくら子こ。

　セミロングの黒髪に、エメラルドグリーンのフレームを使った眼鏡めがねが似合う、ツリ目の女性だった。

「本城菫さんのお友達ですよね？」

　唐とう突とつに現れた涙歌に話しかけられた櫻子は、

「誰だれ……？」

　あからさまに怪け訝げんな顔で、涙歌を警けい戒かいしていた。

　彼女が菫の友人らしいとの情報をゲットしたのは、キャンパスをうろついていたこがねだった。

　大学という空間は、涙歌が簡単に侵しん入にゆうできるレベルで外部に開放されている。よって、こがねも自由に歩き回ることが可能だ。

　前もって涙歌に、菫が常じよう駐ちゆうしていたであろうキャンパスの施設やルートを聞かされていたこがねは、涙歌とは別行動を取るうちに菫の私物を持っている櫻子を発見したのだ。

「もう一度聞きます。本城菫さんを知っていますね、櫻子さん」

　もの怖おじせずに、涙歌が念を押す。

「……そうね、菫は友達よ。友達、だった」

　ぽつりと、搾しぼり出すように櫻子が応こたえた。

「死んだら友達じゃなくなるんですか？　死んだ人は全て過去形なんですか」

「そういうわけじゃないけど……でも、もう菫はいないもの。現実味はないけど、二度と会えないってことだけは認めなきゃ……」

「生きている菫さんがいなくなったからって、貴女の中から菫さんがいなくなったわけではないでしょ。無理に死者を忘れたり、いなかったことにしてしまったら、自分の思い出を整理できなくなりますよ？」

　それとも──無理に忘れなければいけない理由があるんですか。

　力強く述べる涙歌の態度は凜としており、厳げん格かくだった。

「な……なんなの、貴女？　見ない顔だけど、菫の知り合いなの……？」

「私は、菫さんの親族関係者です。塔とう崎さきといいます」

「し……親族……？　本当に？」

　噓うそではないが、事実でもない。

　両親からの依頼である以上、その立場を利用する権利はある。涙歌はあくまでも本城夫妻に依頼されただけだが、故人と友人の関係を突破できるのは血の繫つながりぐらいのものだ。

「知っていることだけでも、教えてくれませんかね。なんせこちとら、親族なんで。関係者なんで。全てを知る権利があるんで」

　櫻子の反応を観察して、押せばなんとかなると判断したのだろう。瞬時に涙歌の語調が、アクティブなモードに変化する。

　相手の心情を細こまやかに受け取り、受動パツシブと能動アクテイブを瞬時に使い分けることが、涙歌の交渉術の本ほん領りようだ。その対象は生者であっても亡者であっても変わらない。もちろん亡者相手のほうが、効果的に場を支配できるのだが。

「う……うう……す、少しなら……」

　案あんの定じよう、櫻子は支配権を奪うばわれている。

　あとは情報を引きずり出すだけだ。

「菫さんが自ら死を選ぶまで、なにか不ふ思し議ぎなできごととか、妙みような前ぜん兆ちようはありませんでしたか？　どんな些さ細さいなことでも構いません」

「不思議なできこと……」

　櫻子は、泳がせながら目を伏せる。

「ええ、櫻子さんの主観で。警察やご両親や他の友人には話せないことでも。櫻子さんの知っていることだけ」

「そう、ね……」櫻子は、諦めたかのように涙歌と視線を合わせる。「……菫は、元々考えてることが顔に出ない子だったから。どうしてあんなことになっちゃったのか、私にもよくわからない」

「遺書もなかったそうですからね」

　見つかっていないだけ、という可能性もあるが。

「うん。情じよう緒ちよ不安定だったことは確かだけど、それも元からだったし。ただ少しだけ、前より目が虚うつろだったり、話しかけても応えてくれなかったりすることは増えてたかな……」

　蒼兵は、歩道橋の上に立ち、ぼんやりと車道を見つめていた菫を思い出す。

　あのいかにも亡霊然とした姿と印象は、死後に築かれたものではないのかもしれない。死ぬ前から、彼女は亡者じみていたようた。

「様子はずっとおかしかった、てわけですね……ふむふむ。他にも、なにかありませんかねー？」

「親族にしては軽いわね……菫の死が悲しくないの？」

「親族だから距離が近いんですよ。涙なら枯かれはてました。さあ、他には他には？」

「…………あとは、あの絵のことぐらいかな」

　櫻子が再び、視線を落とす。

「絵？　菫さんが描いた絵ですか」

「そうじゃない。最近、誰かにすごい絵を見せてもらったらしくてね。よっぽど気に入ったみたいで、毎日私の隣となりで、『いつか私も、あんな絵を描いてみたい』って話してた。あまりにもキラキラした目で言ってくるし、会話もフワフワで空から回まわるし……でも、テンション高いのは伝わってくるし。こいつは本当に純真で、可愛いやつだなって思っちゃった」

「ふむふむ、純真で可愛い菫さんっと」

「そ、そこ重要!?」

　櫻子は顔を真っ赤に染めて、自分の不用意な発言を恥はじるのだが。

「ハイパー重要です。友人からも可愛く見えちゃうほど、将来の夢に自分を懸かけていた女性が、自ら命を絶たった。描きたい表現があったのに、それを諦めて死んだ。とんでもない悲ひ劇げきだし、とてつもない手がかりですよ」

　涙歌は真顔で述べる。

「…………」

　思うところがあるのか、櫻子は言葉を失う。

「櫻子さん自身は、その絵を見たわけではないんですよね？　もし感想があったら聞きたかったんですけど」

「見てない。菫の話でしか知らないし、具体的にはどんな絵なのかも知らないの」

　即答する櫻子の目を、涙歌はまばたきもせずに見つめる。

　そして、一段トーンを落とした、それでもアグレッシブな声音で。

「一度も？　チラリとも？」

　と言った。

「ええ……どうしてそんなことを疑うたがうの？」

「いえ、別に。そんなに素敵な絵だったら、大切な友達に見せたいだろうなって思っただけです。私ならそうする」

　おいしいお菓か子しは、誰かと一緒に食べたいものですから。

　涙歌はそう述べる。それは涙歌の本心でもあるだろう。

「そうとも限らないでしょ。友達にだって話したくない事実はあるし、友達だからこそ見たくない面もあるし……」

「死んだ理由からだって目を背そむけるし？」

　涙歌の瞳が、嗜し虐ぎやくに染まって尖とがる。

「なにが言いたいの……？」

　視線を受け止めながら、櫻子はまぶたを痙けい攣れんさせる。

　怒りか、緊張か。それとも別の感情か。どちらにせよ、明らかに櫻子の心は乱れているようだった。

「……失礼しました。故こ人じんとの思い出をほじくれば、面おも白しろいネタが拾ひろえるかと思いまして」

　涙歌は殊しゆ勝しような態度で一礼するが、

「失礼に失礼を重ねまくってるわよ……最低ね、貴女」

　困こん惑わくしていた櫻子の感情は、一気に怒りへと寄っていた。

「お気に障さわったみたいですね、申し訳ございません。礼を学ばないままここまで育っちゃったもんで」

　深々と頭を下げる涙歌の態度が、余計に櫻子の感情を逆さか撫なでしてしまったらしい。痙攣が続くまぶたを、櫻子は必死に深呼吸をして抑おさえこもうとしている。

「……出てって。親族だかなんだか知らないけど、相手にした私がバカだったわ……」

「承知しました、今日はこれで失礼します。ただし……」

「ただし、なによ」

「本城菫の魂たましいは未だ、救われていない。彼女を救いたければ、貴女も目を逸そらさないことです」

　涙歌はそれだけ言って、デッサン教室をあとにした。

　御厨櫻子の反応は、あえて確認しなかった。
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「大学って歩いてるだけでも退たい屈くつしないねー、カーミン」

「わおんっ」

　涙歌に櫻子の情報を伝えたあと、こがねは冒ぼう険けん気分で、キャンパス内の施設を探索していた。様々な学科や専攻の存在する美大は、一見この世の無駄とも思える、遊びと刺激の宝庫だった。

　彫刻に夢中で呼吸も忘れている学生、水彩画を描きながらアイドルの名前を反はん芻すうしている学生、ＰＣで建築デザインを行いながら何故か大声で古いアニメのオープニングを熱唱している学生。恍こう惚こつとした表情で、ヒップホップを流しながら書道をする学生。

　観察しているだけでも飽あきることはなかったが、暇ひま潰つぶしに興きようじていてはまた涙歌に給料を下げられる。

「スミレさんのお友達、他にもいないのかなー？」

　ネットにも自分の絵をアップしていなかった菫に、同じ夢を持つ友人がいるとしたらこのキャンパスに通う学生ぐらいしか思い当たらない。家庭に問題がなかったのだとしたら、深い人間関係があったとしてもここだけだ。

　ただ、こがねはどうすれば友人ができるのか、なにをもって友人と呼べるのか、その定義がよくわからない。

　──わからないまま、死んだ。

　自分だけでなく、蒼兵も生前は、まともな学生生活を送れていない。涙歌もベタついた友人関係には興味がない。

　周囲にリア充じゆうのサンプルが少なすぎて、小学生亡者のこがねはコミュニケーションというものを実感として据えられなかった。

　菫の友人を捜すよりも、明らかに様子がおかしい、こがね達に近い者を見つけるほうが早いかもしれない。

　──たとえば、別の亡者。

　ビヨンドスコープと同じ、亡者を見る視界であれば、亡者であるこがねにもある。

　カーミンには、死の臭においをかぎつける嗅きゆう覚かくだってある。動き回れば、有力な情報を持っている亡者が見つかるかもしれない。

「その亡者さんと友達になれるかどーかが、問題すけどもね」

　以前こがねは、志半なかばにして病死した、特とく殊しゆな性せい癖へきの男性亡者に追いかけられたことがあった。カーミンが助けてくれたからよかったようなものの、あのとき捕つかまってしまっていたらと思うと、怖気おぞけが走る。亡者の敵は亡者なのだ。

　浮かばれない亡者の世界に、警察はいない。

　存在しなくてもいい存在に、治ち安あんはいらない。

　ただうろつくのにも、それなりの覚悟と準備は必要なのだ。

　そんなことを考えながら、ふらふらと歩いていたこがねは、やがてテニスコートに面した中庭に辿りついた。

「うっひゃあ。近づきたくない……」

　テニスサークルの男女が、和気あいあいと談笑しながら、ボールを跳はねさせている。キラキラ飛び散る汗、高らかな笑い声。

　どんな霊能者や神仏によって張はられた結界よりも強力な、爽さわやかで清らかな世界観が、こがねを阻はばむ。

　生者と亡者のボーダーラインは、なにも特殊な力や加か護ごによって決められるものではない。世界の違いとは、すなわち空気の違いだ。バイタリティのある人間が支配する空間は、意思が固く、強い亡者でないと入っていけない。

「カーミン、こっちはやめとこ。スミレさんとは多分無関係だよ。うん、きっと無関係」

「わおんっ」

　いそいそと逃げるように踵きびすを返すこがねだったが、ふと目にしたテニスコート脇わきにもぽつぽつと人がいることに気づいた。ベンチが設もうけられ、緑豊かな植栽が瑞みず々みずしくて涼しげなその中庭であれば、こがねも落ち着いてひと息つけそうだ。

「ちょっと休んでおこっか」

　こがねは、カーミンを連れて中に入ってみる。

　イーゼルを立て、画材を傍かたわらに置いて、伸び伸びと油絵や水彩画を描いている学生達の姿が目に入る。川のせせらぎに似た葉は擦ずれは、死んだ人間の目にも温あたたかい。

　実に心地ここちよかった。

　こがねはカーミンを草の上に寝かせて、その体を枕まくらにしてみる。空は遠く、筆をさっと走らせたような薄うすい雲が見えて、最高の気分だった。

　──このお仕事が終わってからも、時間を見つけてここに通ってみようかな。

　リラックスしていたこがねだったが、その静せい穏おんな気分は漂ただよってきた禍まが々まがしい気配によって、台無しにされた。

　ずきん、と耳の奥に痛みが走る。

「……!?　なにか、いる……？」

　ハッと起き上がり、こがねは中庭を見渡す。

　カーミンも勘かんづいたのか、歯ぐきを剝むいて、

「グルルル……」

　と警戒しはじめた。

　壊れたエンジンが吐はき出した排はい気きのように、どす黒い感覚。吸いこんだだけで、内側から穢けがされそうな不快感。

「どこから……？　こんな強きよう烈れつなの、アイセイからも感じたことない……」

　果たしてその気配の主は、一人の女子大生だった。

　赤みのかかった髪を乱暴に後ろでひっつめ、涼しげな麻あさのワンピースに身を包んでいる。外見だけ見れば特に目立たない、化け粧しようっ気のない地味な女性だった。

　その彼女がイーゼルを立てて、絵筆片手に油絵を描いている。

　足下には画材を運ぶ大きな木箱の他に、厚手の布でくるまれたキャンバスらしきもの。木箱の隅に、『明あ日す香か』と書かれたシールが張られている。彼女の名前らしい。

　描いているモチーフは中庭の風景そのものらしいのだが、その瞳はあまりにも、血走っていてほとんど真っ赤だった。なにやらブツブツと呟いているが、言葉は聞きとれない。

　美大の学生が絵画に魂を込めるのは当然のことかもしれないが、それにしても熱意が強すぎる印象だった。周囲も見えておらず、自分も見えていないのでは。

　──前に見た、狐きつね憑つきの女の子と似てる。

　こがねは、そう直観した。

　またしてもなにかが、彼女に憑いているのだろうか？

　だが狐のときは今のように、不快で黒い感覚はなかった。稲荷いなりは暴走してはいたが、悪あく心しんによって人間を害していたわけではない。

　この気配は、他人を明確に呪おうとしている悪意に満ちた亡者が発するものだ。こがねは、知っている。

　──たとえば、あいつみたいな。

「なんの用？」

　突然彼女が──明日香が、こがねのほうを振り向いた。

「!?」

　不意を突かれたこがねは、金かな縛しばり状態になった。

　──この人、あたしが見えてる……！

　亡者である自分の存在が知覚されることは、珍しいことではない。

　涙歌がビヨンドスコープで亡者を撮影し、亡者とコンタクトを取ることが可能であるように、亡者を視認できる特殊な感覚を持った生者は、結構な確率で存在する。だが、見えるからといって積極的に話しかけてくる者は多くない。彼らは亡者を知っているが故に、亡者の全てが安全ではないことを知っている。

　涙歌のような呪いキャンセラか、鍛たん練れんを積んだ者でなければ、どんな悪影響を亡者に受けるかが判然としないからだが──。

　この明日香は、こがねと会話することに、なんの恐怖も抱いだいていない。

「……どうして、私を見るの？　私から、これを奪うつもりなの？」

　明日香がカサカサの唇くちびるから、しわがれた老ろう婆ばのような声を漏もらす。何故か、その吐と息いきが強烈に生なま臭ぐさい。
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　嗅かいだことのないような悪臭に、呼吸など不要なはずのこがねが、咳せきこんでしまう。

「奪う……？」

　耐えながら聞き返したこがねは、変化した明日香の表情に戦せん慄りつした。

　血走った目を見開き、裂さけそうなほどに口を大きく開け、臭しゆう気きをまき散らし叫ぶその顔は、まるで──。

「しらばっくれるなぁ！」

　まるで、怨おん霊りようのようだった。

　いつもはこがねをかばって、危険な相手を威い嚇かくするカーミンすらも声が出ない。巨大な猛もう獣じゆうに睨にらまれた子犬のようだった。

　震えあがったこがねを睨にらみながら、明日香は傍らに置いていた、厚手の布でくるまれたキャンバスを両手で抱かかえる。

　こがねは自分が、とてつもない禁きん忌きに触れかけていることを、ようやく察した。

　──あれを広げられたら。

　あれを見せられたら、終わりな気がする。

「渡さないぞ。これだけは渡さない、絶対に渡さない……お前なんかに絶対絶対絶対……」

　呪じゆ文もんのように呻うめき続ける明日香の手の中で、布がはらりとひらめいた。

　見えたのは、白しらけた朝の空に浮かぶ富士山らしき山さん岳がく。

　画風は洋画ではなく──こがねが詳しくない、日本で成熟した日本固有の『名所絵』とも呼ばれるもの。

　すなわち、浮うき世よ絵えらしきものの、一部だった。

　それを目にしたこがねの意識に、緞どん帳ちようがゆるゆると下りてくる。意思を強く持とうと思ったが、逆らえなかった。

　まどろむようなその感覚は、なんだか気持ちがいい。死してなおこがねの心を縛しばる、幾いく重えもの倫りん理りや理性が、泡あわとなって溶けてゆく。

　──自分が溶けて、消えて、戻れなくなる。

　こがねは理解する。あれは、魂に語りかけるものだ。

　生者亡者問わず、その意識を闇やみに誘いざなう呪じゆ物ぶつなのだ。

　──知らせなきゃ。

　このまま、カーミンも巻きこんでしまうことだけは避さけなくては。囚とらわれながらも、こがねは決意する。

「カーミン……行って……ルイカに、このことを……このこがねちゃんがトロトロにされてるって伝えて……」

「クオーン！」

　ようやく我を取り戻したカーミンが、こがねの命令を拒こばもうとすり寄ってくる。

　だがこがねは、残されたわずかな力でカーミンを突き飛ばした。

「行きなさいカーミン……！　ルイカじゃなきゃ、どーにもならない！　こいつは……」

　──こいつは、やばすぎる。

　それがこがねの、最後の言葉だった。

　カーミンは絶叫するかのような長い咆ほう吼こうをあげて、その場を走り去った。
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　櫻子と別れ、涙歌は菫が専攻していた日本画の授業を受け持つ教授を訪たずねるために、日本画学科のアトリエを目指していた。

　櫻子がいたキャンパスの東棟を出て、北棟へと進む。

　教授に話を聞くように進言したのは、蒼兵だった。

「これ以上、横の繫がりには期待できないだろ。本城菫がどんな生徒だったのか、実際に絵を教えていた人間に聞いてみりゃいい」

「身許を誤魔化してる身だし、先生に会うのはちょっと気が引けるんだけどなあ」

　涙歌はしばしためらっていたが、

「逆に考えろ、涙歌。先生さえ信用させれば、学生どもはみんな騙だませる。単位を危険に晒さらしてまで、お前を疑うやつはいないさ」

　蒼兵の言葉で、「そりゃそーか」と納得した。

　合理的な結論が得られるのであれば、持論や前提などはあっさり捨てられるのが涙歌の長所だと蒼兵は思う。合理性にこだわりすぎて、蒼兵達の人権をあっさり斬きり捨てるところは短所だが。

　入り口からこっそり覗いてみたアトリエには、人の気配がほとんどない。ランダムに並べられたテーブルには、秋桜コスモスやケイトウといった花々が、花びんやグラスで生けられていた。先ほどまで、着彩の授業が行われていたようだ。

　その奧に、色見本の表を整理している一人の中年男性がいる。

　男性にしては艶あでやかな玉虫色の長髪を後ろで束ねた、眼がん光こうの鋭いエネルギッシュな風ふう采さい。

　さぞかし、女子生徒に慕したわれることだろう。

　涙歌は彼を見み据すえたまま、堂々たる歩調で中に入っていく。数人の学生達が、お嬢様然とした涙歌の容よう貌ぼうに見取れている。

　絵心のある連中でも、涙歌のねじくれた内面までは読み取れないようだ。蒼兵は軽く絶望する。未来の明るいアーティスト達には、内面の美しさこそを描いてほしい。

「木き谷や先生ですね」

　男性の前までやってきた涙歌は、攻撃性を抑えた柔らかいトーンで尋ねた。

　木谷と呼ばれた男性も、柔にゆう和わな笑みを返しながら。

「その髪色に、髪質──生まれつきだったら、見事にイエスだね。ぜひ生徒のデッサンモデルになってもらえないかな」

　歯の浮くような、セクハラギリギリの台詞せりふを放ってきた。しかも質問に答えていない。

「涙歌、こいつ信用できないぞ。いきなり女を誉めるような男は、いずれ悪あく霊りようになる。どうせろくな死に方しねーからな」

　蒼兵も早速、ビヨンドスコープから警告する。

　たったひと言で決めつけすぎだけどよ、と蒼兵は自分にツッコむ。涙歌はその偏へん見けんじみた意見に、小さく頷いて応じた。個人の好き嫌いは置いておいて、交渉がややこしくなる相手だと直観したらしい。

「もう一度聞きますが……木谷先生、でいいんですよね」

「ああ、僕が木谷だよ。専門は日本画、この大学では勤きん続ぞく五年で……」

「本城菫さんは、貴方あなたの生徒ですね」

　涙歌は言葉を遮さえぎり、本題に入る。

　木谷は菫の名前を聞くなり、半笑いのような、泣き出しそうな複雑な表情を浮かべて、肩を落とした。

「本城さんか……あの子のことは、残念だった。目立つ子ではなかったけれど、古典作品の模本が得意でね。キャンバスの使い方も大だい胆たんで、僕ですら舌をまくことが多かったぐらいだった」

　遠い目で語りだす木谷。涙歌は態度を変えない。

　聞いてもいないことを自ら語る相手は、他人を自分のペースに引きずりこもうとしている。自覚的であれ、無意識であれ、彼には自分の魂を他人に晒さないための作法が備わっている。

「菫さんを悼いたんでらっしゃるんですね」

　涙歌は、探さぐりながらジャブを入れる。

「もちろんだよ。お通夜でご両親の顔を見たときはたまらなかったな……大事な一人娘だったろうに。まだ若くて元気だったのに、どうしてあんなことを……」

「本当に、どうしてでしょうね」

　涙歌はジャブを打ち続ける。

「……君は、本城さんのご友人かな？　この大学の生徒ではないね」

「気づいてたんですか」

　私は親族です。涙歌は間かん髪はつを容いれず、付け加える。

「君のように美しい生徒だったら、覚えているからね。君はどう見ても初対面だ……そうか、ご親しん戚せきだったか。本城さんの関係者なら、大学の関係者も同じだ。ゆっくりしていってくれ」

　やはり食えない、と蒼兵は改めて感じた。丁てい寧ねいすぎる態度で、本ほん性しようを隠しているようにしか見えない。

　涙歌は、会話のコースを切り返ることにしたようだ。

「……菫さんが、最後になにを思って大学生活を過ごしたのか。私はそれを知るために、ここに来ました」

「ふむ。僕に教えられることは少ないかもしれないが、なんでも聞いてくれ」

「菫さんは生前、『とても素晴らしい絵画』を持ち歩いていたそうなんです。木谷先生もその絵についてご存知なんじゃないかなぁって」

　櫻子という情報源は隠して、涙歌は言う。

「本城さんが、絵画を……？　ああ、確かになにか大きなキャンバスを持ち運んでいたような気がするな。中は見せてもらったことがなかったけどね。彼女、プライべートを他人に見せるのを嫌がったから」

「生徒のプライベートを詮せん索さくするんですか」

「こう見えても僕は教授だからね。私物を無理に調べたりはしないけれど、最低限のチェックぐらいはするよ。何年か前に、近くで爆ばく弾だん魔まの騒さわぎがあってね。それ以来、安全確認は厳しくなってるんだ」

　木谷は、白い歯を見せて笑う。蒼兵は何故か、怖気が走った。

「……そうですか。なるほど、よくわかりました。最後に、もうひとつだけ」

「なにかな」

「菫さんにかける言葉を、改めて木谷先生の口から聞かせていただけますか。今度お墓参りのとき、本人に伝えますから。先生の写真を見せながら」

　涙歌は木谷を真っ直ぐに見つめながら、アポクロを──ビヨンドスコープを構えた。

　スマホを向けられた木谷は、一瞬だけ狼狽うろたえたものの。

「…………本城さんなら絶対に、絵の道で食べていけたはずだった。どうか、安らかに。ご冥めい福ふくをお祈りします」

　深く息を吸い、重苦しい語調で述べた。

　カシャリ、シャッター音がアトリエに響く。

「ありがとうございます。確実に、本人に伝えます」

　確実にね。

　重ねながら涙歌は、怪訝そうに首を傾かしげる木谷に背を向けた。
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「怪しいってもんじゃなかったね、あの木谷っておっさん」

　大学の正門近くでこがねの報告を待ちながら、涙歌は蒼兵に話しかける。

「だろ？　最初からいけすかないやつだと思ってたんだ」

　強く同意する蒼兵だが、涙歌はさらなる具体的な視点を持っているようだ。

「非モテ引きこもり特有の、リアル勝ち組に対するジェラシーはともかく。あいつが本城菫のプライベートに踏みこんでいたのは確かよ。他人が知ったら、問題になるレベルでね」

「……そこまでか？　一応メモは取っておいたけど」

「あいつ、私の追及に困って『安全確認が厳きびしい』なんて噓をついたでしょ。そこまで厳しいなら、そもそも私が大学に入れるはずないじゃん。一応受け付けもあったし警備員もいたけどさ、あっさり入れたし誰にも身分証を提示しろなんて言われなかった。ゆるゆるよ、この大学」

「ああ、なるほど。生徒の私物は確認して、お前の私物は確認しないっつーのは矛む盾じゆんしてるな」

　生徒よりも、来客のほうが警戒されてしかるべきだ。

「そこまで本城菫のことを知っていたのに、『若くて元気だったのに、どうして』なんて言葉が出てくるのもおかしい。御厨櫻子によれば、死を選ぶ直前の本城菫は、明らかに様子がおかしかった。証言がちぐはぐで、矛盾してる」

　涙歌は獰どう猛もうな目つきでぶつぶつと、自分の考えを整理している。

「んー……納得はできる推論だけど、決め手に欠けるな。それだけじゃ、本城菫の心がなにに囚われているのか特定できないぞ。情報が足りてないんじゃないか」

「そうね。こがねのほうはどうかな？」

　涙歌はビヨンドスコープをタップし、こがねを呼び出す。

　しかし、返事はない。

　こがねが映るべきビヨンドスコープの個別の窓は、暗あん渠きよたる闇色に包まれた、エラー画面として表示された。

「……!?　こがね？　こがっ！　返事しなさいっ！」

　涙歌がアポクロに向けて叫さけんでも、返事がない。

「ど、どうした……？　なにが起きてるんだ？」

　蒼兵も不安に駆かられ、前に出た。ビヨンドスコープ自体は、正常に立ち上がっている。

　問題はこがねの──こがねの、心霊写真にあるようだ。

「……画像データが、壊れてる？　こがねとカーミンが……消えた？」

　涙歌は愕がく然ぜんとしている。

　ゲームデータが壊れるように、心霊写真の画像データが壊れるようなことが、起こり得るのだろうか。

「あいつら、お前に黙って昇天か成じよう仏ぶつでもしやがったのか……？」

「それならそれでいいけど。でもこんなタイミングで、私に退職届も出さずにいなくなるなんて……こがね！　カーミン！　無断で早そう退たいなんかしたら、ノーギャラどころじゃすまないよ!?　今ならまだ間に合うから！」

　しつこく涙歌が叫んでも、こがねの写真に変化はない。

　どうしたものか、と蒼兵も悩んでいると──。

「わおーんっ！」

　涙歌が起動しているビヨンドスコープが、ライブな『向こう側』の音を拾った。

　ハッと涙歌がアポクロを向ける。

　そこにいたのは、カーミンだった。

「わん！　わおん、わおーん！」

　ギラギラとした怒りと焦あせりを瞳に携たずさえたカーミンが、涙歌に吠ほえ立てる。

「カーミン！　こがねになにかあったの!?」

　涙歌がビヨンドスコープを向けながら、カーミンに話しかける。裸眼の涙歌には、亡者を明確に捉えられるほどの特別な視力はない。あくまでも涙歌は、ビヨンドスコープありきの『心霊写真使い』なのだ。

「わんっ！　わんわぉんっ！」

　カーミンは吠えながら、どこかに向かおうとしている。

「涙歌、こいつお前を案内しようとしてないか。こがねのやつ、想定外の事態が起きてカーミンだけよこしたんじゃないか」

　蒼兵の言葉に、カーミンが「クーン」と鳴いて頷く。

「……みたいね。やれやれ、出直すわけにもいかないか。カーミン、お願い！」

　涙歌は、カーミンの尻尾しつぽを追うことにした。
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「塔崎さんっ……！　よかった、まだ帰ってなかったのね！」

　スカートを翻ひるがえし、太ももを晒しながらキャンパスを駆けていた涙歌は、不意な声に呼びとめられた。

「櫻子さん？」

　涙歌は急ブレーキをかけて、追い越してしまった櫻子を振り返る。

　先を急いでいたカーミンが不満そうに見つめてくるが、涙歌は「ちょっとだけ待って」とカーミンを制した。

「さっきはごめんなさい。どうしても、話さなきゃいけないと思って……私、菫との思い出を裏切りたくなくて」

「すみません、ちょっと今、急いでるもので。感かん傷しようにひたるのはあとにして、情報だけもらえません？」

　慇いん懃ぎんに告げる涙歌だが、櫻子は神妙な態度で頷く。

「貴女に教えた絵のこと。本当は、私も見たことがあるの。直接見たんじゃなくて、スマホで撮影した画像を見せてもらっただけ」

「……へえ。どんな絵ですか？」

「純じゆん粋すいな洋画ではないと思うの。画法までは見えなかったけど──多分、あれは」

　──あれは、浮世絵の写しよ。

　櫻子は、咀そ嚼しやくするように告げた。

「浮世絵……？」

「一応私も日本画の歴史は勉強してるんだけど、富士山と雲っぽい絵が見えたの。『富ふ嶽がく三さん十じゆう六ろつ景けい』みたいな、名所絵だと思う。浮世絵って斬ざん新しんな構図が多いんだけど、ひと目でその場所がわかるようになってて、葛かつ飾しか北ほく斎さいはそれを見る人々の視点まで絵の中に折りこんでて、影響を受けた画家は日本どころか世界にもいた。その影響は逆ぎやく輸ゆ入にゆうされて日本の絵画史にも──」

「待った待った。浮世絵うんちくを聞かせに来たわけじゃないでしょ」

　息いき継つぎもせず一気に語り出した櫻子を、涙歌は必死に止める。

　大人しい女性かと思ったが、芸術についてのスイッチが入ると、別人の如ごとく激情的になるようだ。本城菫も、似たような熱意を持っていたのかもしれない。

「ご、ごめん、つい……ただ、あれは古くからある浮世絵そのものではないみたい。どう見ても木版画とか、肉筆画じゃなくて──なんだか、油絵っぽかった。粗あら々あらな画像だから断言はできないけど」

「その絵を見てからなんですね？　菫さんの様子がおかしくなったのは」

　涙歌が聞くと、櫻子は辛そうに目を伏せた。

「そうなの。偶然だろうとは思ったんだけど、あのころの菫は、やっぱりヘンだった。絵の影響を受けやすい子ではあったけど、あれは尋じん常じようじゃなかった。目つきもおかしかったわ。なのに、絵のクオリティだけはどんどん上がっていって……私なんかじゃ絶対思いつかないような絵も描けるようになって……だから……」

「……そうか。本城菫に嫉しつ妬としてたんだな、この女は」

　──嫉妬していたから。悲しみながら、どこかで安心してしまったんだろう。

　蒼兵はぽつりと呟くが、涙歌は反応しない。

　櫻子は自分の後こう悔かいや不安や、妬ねたみを越えてここにやってきたのだ。ここでそれを責める必要も、理由もない。

「なのに……あの子ったら。あんなに腕が上がったのに、自分の命を、自分で……本当に、バカなんだから……」

　声を震わせる櫻子に同情せず、涙歌は尋ねる。

「櫻子さん。菫さんに、その絵を見せた人物の名前を知っているんですね」

　櫻子は、曇くもって前も見えないであろう瞳で涙歌を見据えて。

「木谷先生よ」

　と言った。
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「ワオーン！　アオーン！」

　暮れかけた空の下、こがねは着衣が乱れた姿で倒れていた。

　動転したカーミンが吠え立てながら、蒼そう白はくなこがねの顔をペロペロと舐なめまわす。

　アポクロを構えた涙歌が、カーミンの隣に立つ。蒼兵の顔までもが、白く色を失っていく。

「おい……こがのやつ、大丈夫なのか？　し、死んじまったのか？」

「もうとっくに死んでるっての。妙な呪いに当てられてるだけね」

　よかったよかった。

　嘆たん息そくしながら、涙歌はこがねの胸の上に、手をかざした。
















　どくん、と心音らしき音が、『向こう側』の空気を振動させる。同時に、閉じられていたこがねの瞳が、カッと見開かれた。

「おぐえっぷ！」

　こがねの喉から、なにかを吐き出すかのような、水気のある音が発せられる。腐くさった魚のような甘ったるい臭いが立ち上り、そして消えた。

「クーンクーン！」

　咳きこみながら体を起こすこがねに、カーミンがすり寄る。こがねは狼狽えつつも、カーミンの頭を愛いとしそうに撫なでた。

「けほけほ……まだ喉に詰つまってる感じー。キモいよグロいよエグいよー。ソーヘイみたいだよー」

「あらゆる生理的嫌けん悪お感かんが俺に結びつくのか。ひどい話だ」

　蔑さげすまれるのは慣れている蒼兵だが、理由もなく貶おとしめられるのは辛い。

「そうよ、こがね。せめて具体的になにがキモいのか伝えなさい？　改善の余地がないでしょ」

「そだねルイカ。えっと、まずは声質がイヤ。無む闇やみに低くて気に入らないんすよね」

「改善しようがねーよこの野郎。つーか、本当に無事なんだな？　涙歌、お前がなにかしたのか？」

「別になにもしてない。呪いに囚われてるみたいだから、私がちょこっと呪いに触れてあげただけ」

　こがねの意思に干かん渉しようしていた呪いを、涙歌はキャンセルしたらしい。

　涙歌の手が少しでも触れれば、その呪いは涙歌を襲おそったのも同義となる。一時的な除霊に近い行こう為いだが、呪いの根源をなんとかできるわけではない。

「ありがと、ルイカ。危あやうくここで怨霊になっちゃうとこだったよ。それも楽しそうだけど、ソーヘイやアイセイみたいにキモいのはイヤだもんね」

「まだ言うか」

　悪態を吐つけるなら安心だけどよ、と蒼兵は笑う。

　てへへ、とこがねも照れくさそうに笑い返す。バカ兄きよう妹だいかあんたら、と涙歌が鼻で笑う。

「わんっ」

　笑っている場合か。カーミンの鳴き声に活を入れられ、涙歌達はハッとする。犬が最も冷静であった。

「こがね。あんたを動けなくした相手が持ってたのって──もしかして、浮世絵じゃなかった？」

　涙歌が尋ねると、こがねはこくこくと頷いた。

「そうそう、なんか古い絵を持ってた女の子。相当ヤバかったよ、目つきも顔つきも。取り殺される寸前って感じだったもん。……その辺あたりにいなかった？」

　こがねは怯おびえながら周囲を気にする。よほど怖こわかったらしい。

「ビヨンドスコープつけっぱでこっち来たけど、見かけなかった。絵を持って大学を出たみたいね」

「むう。勝ち逃げかよー、くそがー、ぼけー、ちくしょー」

　口汚く愚ぐ痴ちるこがねだが、そこでカーミンが「ワン！」と高らかに吠えた。

「もしかして……カーミン、あの子のニオイを覚えたの？　追いかけられそう？」

「ワンワン！」

　こがねに確認されたカーミンは、元気な鳴き声で肯定する。

「でかした、カーミン」

　涙歌はニヤリと笑みつつ、カーミンの時給を上げると約束した。
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　香こう辛しん料りようたっぷりのカレーと、悪くなった油をたっぷり使ったコロッケの猥わい雑ざつな香りが、鼻先をくすぐる。

　美大周辺の小さな飲食店街をくぐり抜け、涙歌達は絵を持っていた明日香という女子大生を捜さがしていた。先頭を行くカーミンの、彼ひ岸がんとの境を超えた嗅覚だけが頼りだった。

　一日中聞きこみ調査をしていた涙歌は、店の前を通りがかる度たびに腹の虫を鳴らす。食い意地の張っている涙歌には、カレーうどんだけでは足りなかったようだ。

　蒼兵やこがねであっても、空腹は感じる。亡者にとって、香りは食と同じである。腹を空すかせて死ぬことはない蒼兵達だが、匂においや香りは磨すり減った魂を満たす。仏壇にあげる線香は、感覚の変化した亡者達の食事でもある。

　ラーメン屋の前でニラ入り餃子ぎようざの臭においに惹ひかれ、涙歌が立ち止まったときは蒼兵も同情しながら、

「見苦しいぞ。未練は断ち切れ」

　などと、亡者らしからぬ言葉をかける羽目になった。

「その明日香って子は、本城菫の代わりってことなんでしょうね」

　涙歌は欲求を誤魔化しながら述べる。

「多分な。あの櫻子って女の話が正しいなら──本城菫は、あの木谷って教授と付き合ってたんだろ？」

　恋愛経験のない蒼兵には想像するのも難しいが、二人は櫻子以外の誰にもバレずに、男女の仲を続けていたようなのだ。

　菫は櫻子には教えようとしなかった。櫻子が女のカン、というか二人がホテル街がいで一緒にいるところを、偶然見かけただけだ。夜通しでしつこく問いつめたら、暗あんに交際を認めたらしい。

「うはー、エローい。生徒食っちゃったんすねえ」

　こがねが下品極きわまりない感想を吐く。

　その通りではあるし、大学側としては好このましくない事じ態たいだろうが、涙歌も蒼兵も、交際そのものを否定するつもりなどない。

　問題は本城菫が死を選びながら、木谷が平然としていることだ。

　交際相手が、心神喪そう失しつ状態で自らの命を絶ったというのに──。

　彼の心身は、健康そのものに見えた。

　櫻子は、それが恐ろしかったのだ。親友が死んだだけでもショックなのに、その恋人であり教師でもある木谷が菫の死に動じていない。

　なにか話してしまったら、自分も菫のような目に遭あうのでは。それが怖くて、さらに嫉妬もあって、櫻子は保身に走ってしまった。

　涙ながらに謝罪する櫻子を、涙歌は責せめなかった。

「自分の命を大事にするのは、生きている人間として当然ですし、最も尊とうといことです。危険を承知で、貴女は私達に情報をくれた。貴女はもう、誇っていいんです」

　表情を抑えた聖母のように、涙歌は慰なぐさめた。

　そこに「命を粗そ末まつにするやつは基本的にゲスです」と言葉を付け加えなければ、聖母として完璧だった。

「ともかく──本城夫妻だけでなく、御厨櫻子にも、本城菫の無念を晴らすように言われてるんだから。次の犠ぎ牲せい者しやが出る前に、全部終わらせなきゃね」

　決然と涙歌は、カーミンを追いかける。聖母よりも女おんな騎き士しの様相だ。

「ところで、涙歌。手が空あいたからちょっと調べてみたんだが」

「おん？　なにを？」

　涙歌は歩くペースを落として、蒼兵の言葉に耳を傾けた。

「御厨櫻子がちらっとだけ見たっていう、例の浮世絵だよ。こっそり画像解析して、一部のコントラストを補正してネットに晒してみた。そしたら、すぐに反応が来た」

「さすがフォロワー万単位の引きこもりね。で、なんだって」

「タッチや細かい画法まで確認できたわけじゃないが、油絵に間違いない。あの櫻子ってのも断定はできてなかったが、純粋な浮世絵ってわけじゃないな。それっぽく描いた、誰かの模倣だ」

「ふーん。じゃ、それって二次創作なんだ」

　ＳＮＳや専門のイラスト投稿サイトなどで、プロアマ問わず投稿される二次創作イラストと同様のもの。涙歌はそう理解したようだ。

「いや、オリジナルがあるのかどーかまではわからなかったけどよ……無名の新人が、練習で描いたものなのかもな。その程度の呪いが、人やこがねに影響を与えるとも思えないんだが」

「有名か無名かは関係ないでしょ。それに、絵を描いた作者本人がその絵画を呪ったとは限らないしね」

「それもそうか」

　蒼兵は呪いの正体を、自分の未熟な表現に満足できず死んでいった亡者の怨おん念ねんかなにかだと思っていた。

「もっと根が深い感じがするのよね。さっき私が消してやった呪いも、なんだか異様な気配だった」

　涙歌の表情が険けわしくなる。

　そういえば、菫はその絵を見てから、画力が飛ひ躍やく的てきに向上したと櫻子が証言していた。

　蒼兵は以前、脳の病やまいに冒おかされた画家の、作風の変へん遷せんをネット上で見たことがある。健康な時期と、病の末期では全く印象が異なるレベルだった。

　真しん偽ぎは確かめていないが、人間の絵は脳の状態や精神の在あり方で、あっさりと変化するようだ。精神どころか魂に影響があったのならば、もっと大きな変化があってもおかしくはない。

　菫の絵は──技術そのものが上がっていたのだという。

　何者かが、菫の心を呪い──菫の表現を、冒している。

　呪われた表現は、果たして元に戻れるのだろうか？

　魂が変質して戻れなくなった怪物のような菫の絵を想像して、蒼兵は気分が悪くなってしまった。
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「ワン！　ワオワオーン！」

「ルイカ、ここの家みたいす！」

　カーミンを連れたこがねが、涙歌達を招まねく。

　一軒家が並ぶ住宅街の隅、紫の闇空の下にひっそりと佇たたずむ日本家か屋おく。

　湿っぽくくすんだ塀へいの色、手入れが中途半はん端ぱで、野草が伸び放題の庭。ありがちなジャパニーズ・ホラーの映画に出てきそうな雰ふん囲い気きだった。

　カーミンはこの家に、明日香と浮世絵の匂いを感じとったらしい。

「……ちょい……ちょい待ち、五分待ち。極きよく力りよく十分待ち」

　急な運動に耐えきれなかった涙歌は、肩で大きく息をしながらしゃがみこんでいる。せっかくの高価なトップスを汗でビショビショに濡ぬらし、髪を乱れさせているその姿は妙に艶なまめかしいというか、誤解を受けそうである。

「ダメすよルイカ、せっかくカーミンが急いでくれたんだから！　今すぐ突入しなきゃー！」

「わんっ」

　童女と犬に叱しつ責せきされ、

「急げばいいってもんじゃないでしょが……」

　と文句を言いながら、涙歌は生まれ立ての小こ鹿じかのようにガクガクの足を立たせる。

　──隣で肩でも貸してやれたらよかったんだが。

　蒼兵はこういうときに、亡者である自分を不ふ甲が斐いなく思う。

　いかに知恵とネットを働かせても、直接体を動かして事態を解決するのは、心霊写真使いである涙歌だ。

「さて……やりますか」

　チャイムなど鳴らさず、涙歌は遠えん慮りよなしにガラリと玄関を開け放った。

　明日香のものらしきローファーと、シックな牛革の靴くつが、丁寧に並んでいる。前者はこがねが、後者は涙歌が、それぞれ見覚えがあった。

「消防署のほうから来ましたー！　消火器のチェックを行いまーす！」

　堂々たる、そしてすぐバレるであろう噓を声こわ高だかに叫び、涙歌はずかずかと土足で入っていく。

「おいおい、逃げられたらどうするんだ？」

　蒼兵は忠告するが、

「そんなヒマ、与えるもんですか」

　と涙歌は怜れい悧りな声で言う。

　カーミンとこがねは、出口に控えさせていた。誰かが出てくる気配があれば、すぐに知らせてくるだろう。

　涙歌は汗を垂たらしながら、ギシギシと音を立てる廊下を早足で進み、居い間まのドアに手をかけた。なにか不穏な気配を感じとったのか、一瞬その手が止まる。それでも涙歌はたじろがず、力任まかせにドアを開け放った。

　──生臭い。

　不自然に甘い、乙女おとめの涙歌には鼻につく臭気が、むわりと中から溢れてきた。

　大して広くもない居間は、アトリエに改造されていた。画材が散さん乱らんし、イーゼルが立てられ、テーブルの上には果物や、花びんが並んでいる。

　隅に置かれたソファに、明日香はいた。傍らに、厚手の布に包まれたあのキャンバスを置いて。

　スケッチブックに、カリカリと鉛筆でデッサンをしているその隣には──。

　──木谷が、べったりと密着して座っている。

　明日香の瞳は虚ろで焦しよう点てんが合っていないが、彼女の肩に手を回す木谷の瞳はぎらついていて、獣けもののようだった。

「君は……」

　木谷が、猛たけ々だけしいままの目で涙歌を睨む。その表情に訝いぶかりはあるが、動どう揺ようは見られなかった。明日香からも体を離さない。

「お疲れさまです、木谷先生。個人授業中でしたか」

　にっこりと笑って、涙歌は一礼する。

「……そんなところだね。ここは僕がプライベートで借りているアトリエなんだ。無断で、しかも土足で入ってくるなんて、君は作法がなってないな」

「すみません。向こう側の作法だったら、イヤになるほど身に着いてるんですけどね」

「……？」

　涙歌の皮肉は届かない。

　怪訝そうにしながらも、木谷は値踏みするかのようにねっとりとした目つきで、涙歌を見る。明日香のほうは、相変わらず虚ろな目つきでスケッチを続けていた。その手の甲こうに、木谷の手のひらが重なる。

　涙歌は、おもむろにアポクロを向けて。

「そこまでにしてもらいましょっか。本城菫では飽き足らず、また新しい生徒を毒どく牙がにかけるつもり？」

　強い語調で言った。ぴたり、と木谷の手が止まる。

「毒牙だって？　僕が本城さんになにをしたと言うんだ」

「あんたは彼女に、その浮世絵を渡した。その絵を所持している人間が、心神喪失状態になると知っていて──彼女の心身を、支配しようとした」

　つらつら述べる涙歌に対し、木谷は「ほう」と感心する。

「絵のことまで知っていたんだね。どこから漏れたのか……菫の友人関係か？　もっと早く手を打っておくべきだったな」

「その絵はなんなの？　そんじょそこらに転がってる、想いや情念の込められた絵というレベルじゃない。神のような絵師なんか、石を投げれば当たるぐらいの時代ですが……そんな次元のシロモノでもないでしょ」

「神のような絵師ねえ……まあ、近いものではあるだろう。この浮世絵は、長く見つめているだけで人じん事じ不ふ省せいに陥るほど、危険なものらしくてね。何度も見ると、私生活を送るのに必要な理性までも薄らいでいくみたいなんだ。その代わりと言ってはなんだが、芸術的な才能は伸びていく」

　菫の画才が急成長したように──魂を喰くらい、画力が増す。

「……欲しい人間はたくさんいるでしょうねえ」

「そう。欲しい人間にしか僕は与えていない──必要な人間にしか与えていない。そして僕には必要がない」

「必要なのは女子生徒の体だけですか」

「人聞きの悪い……まあ、そうだけど」

　木谷は臆おく面めんもなく笑う。

「僕だって、最初は信じられなかったんだよ？　人の心を震わせる絵はたくさん見てきたけれど、人から心そのものを奪う絵なんてものが実在するなんて、思ってなかったしね……こんなお宝が、そこらの荒れた神社に奉ほう納のうされていたんだ。もったいないことをする人間もいるもんだろ？」

「荒れた神社……？」

　涙歌は思い至いたっていた。

　最近になって突然、暴走をはじめた稲荷神社。

　自己表現を刺激するという妄念に取り憑かれた狐達。

「おい涙歌、まさかあれもこの浮世絵が原因なんじゃ……？」

　蒼兵の言葉に、涙歌は小さく頷く。

　浮世絵の呪いに、神である稲荷ですらも影響を受けた──。

　そう考えると、辻つじ褄つまは合う。

「こんなところで繫がるとはね。もっと早くわかってたら……」

　──菫は死なずにすんだかもしれない。

　涙歌はその言葉を発そうとして、吞のみこんだ。

　過去は変えられない。亡者は生き返らない。

　死と生は──絶対にひっくり返らない。

　それが涙歌の唯一といってもいい主張であり、破ってはならない彼女の倫理だ。

「涙歌、今の相手は目の前のこいつだぞ？　冷静にな」

「わかってるっつの。あんた如きがこの私にアドバイスすんな」

　蒼兵の言葉を受け流しつつ、涙歌は木谷を睨む。

「……どうやら、君はこの浮世絵の正体についてなにか知っているようだな？　面白い。どこでその知識を得たのか、これからゆっくり教えてもらうとするかな」

　木谷が、明日香の傍らにあったキャンバスに手をかける。

「授業は間に合ってます」

「そう言うな。菫は、生徒の中でも特別に感性が鋭かった。それは事実だよ。まさかあんなに強く、絵の影響を受けるとは思わなくて……うっとうしいぐらいに、僕を慕したってくれてね。ちょっと飽きたって言ったぐらいで、まさか自ら死を選ぶなんてなあ。指先はともかく、他の部分が拙つたなかったんだよ、菫は」

「…………」

「まさかあの程度で、僕からの愛情と絵の才能の両方を、自分のものにしようとはなあ。分不相応な希望を持つから、あんなことになる……次からはもっと調整してやらないと。死なせるにしても、この明日香のように……」

　木谷は、明日香の頭に手を置く。飼い犬を愛めでるかのような手つきだった。

「骨の髄ずいまで、呪いに漬つけこんで。絵に対する感情以外は夢む幻げんと感じるぐらいに、聞きわけのいい女にしてやらないとな」

「…………」

　涙歌は沈ちん黙もくしながらも、アポクロを離さない。ビヨンドスコープを通して、木谷の言葉を伝えている。

「ふふ、どうした？　言っておくが、法的に僕を訴えようとしても無駄だと思うよ。浮世絵の呪いを罰ばつする法律など、日本にはないからね。そして、ここから逃げようというのも無駄だな」

　はらり。キャンバスを覆おおっていた布を、木谷がめくった。

　大胆な筆ひつ致ちで描かれた富士山と宿しゆく場ば町まち──白けているはずの空が赤黒く濁にごり、ライブ画像で撮影されたマグマのように、うねっていた。

　──ここにあるのは地獄だ。

　蒼兵には、そう見えた。

「さあ、見ろ。見つめるだけで、君はこの絵の虜とりことなる……」

　絵を睨みながら、涙歌は微動だにしない。

　──涙歌は、動かない。

「…………」

　木谷が、下卑た笑顔を浮かべながら、仁に王おう立だちする涙歌に近づいてくる。

「ふふ、いい子だ。心配せずとも芸術は、誰に対しても平等だ。君もすぐにそれを知ろう」

　ささくれた木谷の指が、涙歌の首筋に触れようと伸びたそのとき。

　涙歌の細腕が──その白い指が、木谷の手首を摑つかんだ。

「ふん。他人を利用するための芸術なんかクソ食らえよ」

「な……？」

　木谷は動転していた。この絵を直接目にして平然としていられる者など、今まで存在しなかったのだろう。

「お生あい憎にくさま。私の心を変えようとするものは、芸術だろうとエンタメだろうと無効よ。それが呪いである限り、私の呪いキャンセラには通じない」

「呪い……キャンセラ？　なんだ、その美しくないネーミングは……」

　木谷の素そ朴ぼくな指摘は、涙歌の逆げき鱗りんに触れたようだ。眉をひくつかせ、眉み間けんにしわを刻んだ涙歌が、木谷の手首をぎりぎりと握にぎり締しめる。

「……言ったね。あんた、私が説得のために来たとでも思ってる……？」

「なに……？」

「反省も後悔もさせられない、かといって交渉もできない。どうしようもない、生身の人間に対しては──こいつを使うしかないのよ」

　囁き、涙歌は木谷から手を離した。その指先で、アポクロのタッチスクリーンに触れる。

　アポクロは一瞬にして伸展し、大型のタブレットＰＣサイズになった。

　そのまま涙歌は、スクリーン上のなにかをタップする。

「こいつ……？」

　涙歌がアポクロのタッチスクリーンを木谷に向ける。困惑した木谷はそのままの姿勢で、覗きこんでしまった。

　姿見のようなその画面には──。




　──和室に立つ、白衣の異い形ぎよう。




　千せん藤どう藍生が、映し出されている。

　現実の光を介在としない、目に見える悪意。灰色の闇を蠢うごめく、意思を持った穢れ。

　的確には形容のしようがない。正気だとは思えない。生きている人間であれば、近づいてはならない者だということが直感できるだろう。

　カメラの前に立った藍生の手が、カメラに向かって伸びてきた。

　その手が、ぬっ──と。

　たわむ画面の向こう側から、こちら側へとはみ出してくる。

「!?」

　藍生の腕が、木谷の顔を鷲わしづかみにした。

　巨大な胎たい児じが母親の子宮から脱出するかのように、藍生の体がビヨンドスコープから這い出てくる。涙歌はその重さを全く感じていないらしい。

　あまりにも異様で、あまりにも奇怪な──あってはならない光景だった。

「ようやく頼ってくれたな、涙歌。退屈すぎて、私が不要になったのかと思ったぞ……」

　煙けむり色の息を吐きながら、藍生は囁く。

「あんたを頼る局きよく面めんなんか、可能な限り避けたいっつの」

　涙歌は目を細め、唾だ棄きすべきものであるかのように藍生を睨む。

　その暗い蔑みは、木谷に対するものよりも濃こい。

「それでも、お前は私を頼らざるを得ないのさ。亡者と関わる以上、お前の命は生きた災さい厄やくに見み舞まわれ続けるのだからな」

　木谷の顔を摑みながら、藍生は笑った。
















　光こう沢たくのない、虚無を孕はらんだその目に見据えられ、木谷は身動きが取れない。急激な寒気にガチガチと歯を鳴らす彼は、自分の生命力が次第に失われていく、無類の喪失感に襲われている。明日香は状況に反応せず、カリカリとデッサンを続けている。

　そして襲い来る、深い洞うろに一人で閉じこめられたかのような、猛もう烈れつな不安。

「な……なんなんだこの男は……!?」

「こいつは千藤藍生。私が捕まえた亡者の中でもヘドが出るほど危険な亡者よ。最悪の怨霊にして、最低の悪霊。そんでもって、生前は稀き代だいの連続殺人鬼。よくもまーこんな存在をこの世界が許したものよね」

　涙歌は、とても味方を紹介するとは思えない言葉で藍生を紹介した。

「さっ……殺人鬼……だって……？」

　上うわ擦ずった木谷の声を聞いて、藍生は愉ゆ快かいそうに唇を歪める。

「すでに、自分がなんのために他人を殺していたのかも覚えてはいないのだがな。生身の体を持っていたのは、百年以上も前のことだったものでね……しかしながら、命をこの手で奪う行為に快楽を覚えていたことだけは、我が心に宿しゆく業ごうとして刻きざまれているんだよ。故に私は──」

　──死してなお、人を呪い続け、殺あやめ続ける道を選んだ。

　藍生は、なんの衒てらいもなく告げる。

「あ、殺め続ける……道……」

　木谷には、藍生が真実を語っているとわかるはずだ。自分が利用してきた呪いの浮世絵がまとう、嘔おう吐とを誘ゆう発はつする禍々しさ。それと同質、かつ凶悪な悪意を、彼は藍生の姿に感じている。

　震えながら霞かすんでいく木谷の瞳が捉えたのは、凍いてつく視線で彼を見下ろす亡者達の主だった。

「平等よ、そいつは。触れるもの全ての命を奪うという点ではね」

　憂うれいも同情も、その声音には宿らない。

　涙歌は、藍生を『使う』覚悟を決めている。藍生もその覚悟に、喜びをもって応える。

「案ずるな。案じてくれる相手はいない。祈るな。祈ってもここに神はいない。お前は、この私が丁てい重ちように、愉たのしく、そして禍々しく──」

「や、やめ……！」

　何故体の感覚がなかったのか、木谷はようやく気づいた。

　藍生に触れられてから、体中の水分が蒸発し、表皮がただれ、あっと言う間に腐ふ敗はいしていたからだった。彼は生きながらにして、死体に近づいていたのだ。涙歌に救いを請こおうとした木谷だが、指先が上がらない。

　藍生が呟く。

「呪ってやる」

「────────！」

　木谷は絶叫した。

　明日香に救いを求めたつもりだったが、その声は明日香どころか、誰にも届かなかった。

　彼の口こう腔こうと喉の一部が腐くされ落ち、歯の隙すき間まから溢れ──囁きさえもが奪われたからだ。

　アトリエに響くのは、創作意欲に取り憑かれた明日香の、鉛筆の音だけ──。
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「やりすぎだったんじゃないか、涙歌……」

　玄関を出ていこうとする涙歌に、蒼兵は恐る恐る尋ねた。

「当然の報むくいでしょ。こともあろうに、私を襲おうとしてきたんだから」

　涙歌は腕組みをして胸を張り、誇らしげに言う。

「でもよ、あれじゃあ社会復帰も難しいぞ。自分で自分の体が腐っていくのを見ながら意識を失うなんて……怖気が走るどころじゃねーわ」

　蒼兵は、藍生の施ほどこした呪いを思い出す。

　何度見ても、あの光景だけは慣れない。

　血液から鉄分を奪い、細胞は自らを攻撃し、免めん疫えき系は機能を失い、自律神経は入り乱れ、記憶から希望のみが失われ──。

　──とにかく、人がそこで生きていることの証左を、藍生は根ね刮こそぎ奪う。

　死ぬ前に、相手を死体にしてから殺す。

　凄すさまじき、悪霊の成せる業わざだ。

　ネットを少しばかり利用できるだけの蒼兵や、外を歩き回れるだけのこがねやカーミンとは、根本的に性質が違う。だからこそ、涙歌は藍生を滅めつ多たに使わない。

　決め手ではなく、最終手段。涙歌の力が及ばない相手が現れたときの、緊急手段。

　それが、千藤藍生という男なのだ。

「学生よ、なにを案あんずる。お前にはもう腐るための体がないだろう」

　藍生が、ビヨンドスコープを通して蒼兵に語りかける。絡からんでくるなよ、と蒼兵は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「事件性が高すぎると、涙歌が怪あやしまれるだろ。お前は涙歌を殺人鬼にしたいのか、藍生？」

　怖気は走るが、蒼兵は藍生が相手でも怯ひるまない。

「ふ……それはそれで面白い気もするが、涙歌にはもっと成長してもらわねばならん。あの現場を見て、涙歌の犯行を疑うものもいるまい」

「そうよ、蒼兵。一応殺してないし、呪わせた体だって治ち療りようできないことはない。ま、もう一生悪夢しか見られないだろうけどね」

　やりきった笑顔で涙歌は述べる。

　そう、藍生は確かに、木谷を殺してはいない。

　涙歌は、よほどのことがない限り、藍生の殺人を許さない。

　木谷は死にかけているだけだ。このあと涙歌が通報でもすれば命を取り留とめるだろうし、一緒にいる明日香も、そのまま心神衰すい弱じやくの治療を受けるだろう。

　今回のケースで死人は出ておらず、誰も殺されてはいない。

　死に直結するレベルの、凶きよう悪あくな呪いの実行。

　相手を殺す必要があれば、藍生に許可を出すつもりではあるそうだが──蒼兵はまだその瞬間を見たことがない。

「手を抜いて他人を呪うなんて、面倒だろうによ。器用で柔順な怨霊だよな、お前は」

　蒼兵は皮肉るが、藍生は「ふん」と鼻で笑って。

「私はそれで構わない。涙歌が私を頼ってくれることが満足であり、愉ゆ悦えつなのだ。それにこうして──」

　藍生は突然、涙歌が持つアポクロから体を生はやしてきた。上半身だけを現した藍生が、その大きな手で涙歌を壁に押しつける。

「……！」

　ドフンと鈍どん重じゆうな音を出して、涙歌の背中が壁につく。涙歌の鼻先にまで近づいた、藍生の真っ白な顔。

「こうして──いつでも涙歌を襲えるという権利が、私にはある」

「お、お、おいっ！　藍生、やめろっ！　こんな場所で涙歌に手を出す気かよ!?」

　蒼兵はパニックになって叫ぶが、ビヨンドスコープから響く引きこもりの声に、藍生も涙歌も反応してくれない。

「そろそろ私のものになれ、涙歌。呪いに身を委ゆだねるということは──あらゆる欲を解き放つのと同じ。呪われよ。死に穢れよ。それこそが、愚おろかしき人の道からの解げ脱だつなのだぞ」

　人を殺しきれない殺人鬼、人を呪いきれない怨霊。涙歌の心霊写真チームの例外にして番外である藍生が、涙歌に力を貸す理由。

　それは、『呪いキャンセラ』である涙歌を、自らの力で呪うためなのだ。

　絶対に呪われないと豪ごう語ごする涙歌を呪うことで、悪の魂たる藍生は完成する。

「涙歌！　に、逃げろって！」

　藍生がさらに近づき、距離が縮まる──二人の唇が、触れようとするまでに。

　蒼兵だけが、蚊か帳やの外だった。

「涙歌……!?　お前、マジで呪われちまったのか？　藍生に心を許しちまったのか？」

　藍生はほぼ全身がアポクロからはみ出し、涙歌の手の上で湧わき立つ白煙のようだ。蒼兵からは、涙歌の顔が見えない。

　見えないが、意思を奪われた涙歌の、とろんとした蠱こ惑わく的てきな顔が、蒼兵の脳裏にくっきりと浮かぶ。

「こちら側に来るか、涙歌……」

「涙歌！　目を覚ませ！」

　藍生の誘ゆう惑わくと蒼兵の恫どう喝かつが混じり合う中、涙歌は。

「……誰がこんな変態のものになるか、バカ」

　さっと体勢をずらし、鼻の頭が触れかけた藍生から顔を離した。

「あれ？」

　蒼兵は呆あつ気けに取られた。

「私の心や体をどーにかしようだなんて、千年早い。死後百年程度の怨霊が壁ドンしたぐらいで、奪えると思った？　そこらの夢見がちな女の子みたいに、この塔崎涙歌をモノにできると思った？」

　──調子に乗るなよ。

　涙歌は藍生以上の憎ぞう悪おと怒りに満ちた口調で、そう言った。

「…………」

　藍生が見返そうと涙歌は慌てない。表情も変化しない。その重心は泰たい然ぜんとしており、見開かれた目は厳然としている。

　向こう側にある呪いである限り、涙歌は絶対に動じない。

　そんな涙歌の態度が、藍生には愉快だったようだ。

「そうか……それならば、それでいい。どこまでも抵てい抗こうし、自分の限界に挑いどめ、涙歌。いずれ、お前も自ら己の魂を呪うときが来る。私の呪いも、日々増している──いつか必ず、この呪いがお前の胸に届こう」

「そんな日は来ない。あんたは永遠に、私に逆らえないヒラ亡者よ」

　表情のない、生者と亡者の睨み合い。どちらにしても、蒼兵は入っていけない。

「お前は私のものだ、涙歌。愛しい雛ひな」

　どこまでも押してくる藍生を、

「殺した乙女にでも言ってろ」

　吐き捨てて、涙歌はタッチスクリーンをスワイプした。

　藍生の体が、虚空に雲うん散さん霧む消しようしていく。

「…………」

　藍生はまだなにか言いたげだったが、ビヨンドスコープの束そく縛ばくには逆らえない。どんなに凶悪であろうとも、涙歌に付き合う以上、彼もまた、胡う乱ろんな心霊写真の一枚でしかない。

「は～、びびった……どうなることかと思ったぞ……」

　身内争いで経営破は綻たんなんて、シャレにもならない。

「気にしすぎでしょー。そろそろ慣れなよ、あんたも」などと涙歌は呟きながら、なにごともなかったように大きなあくびをした。体質も体質なら、心臓にも毛が生えている。

「あーお腹なかへったー。今日はちょっといいお肉食べよっと！」

　満面の笑みで玄関の扉をガラリと開け、ご機き嫌げんそうに涙歌は帰き路ろにつく。

　金銭欲と食欲が、亡者への恐怖を遙はるかに上回っている。ついでに異性への興味をも上回っている。

　──頼りにはなるんだが。

「乙女としては失格だよな、お前……」

　ぼそりと、蒼兵はこぼした。
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　しとしとと沈ちん鬱うつな雨を見上げながら、本城菫は一部始終を聞いていた。

　もう二度と話せないであろう、自分を裏切った恋人の言葉が、どこからか勝手に流れてくる。どんな目に遭わされたとしても、一度は骨の髄まで愛し、死の瞬間まで尊そん敬けいし続けた男だ。自分が立つ歩道橋の下、交通量がどれだけ激しくても、彼の声だけは聞き分けることができた。

　そして、全てを知った。

　菫は、自分が女として飽きられ、才能を見限られて捨てられただけだと、思いこんでいた。いや、実際に起こったことは菫の認識と相違ないのだが、事態の根ねは、自分が思っていた以上に深かった。

　自分が素晴らしいと思っていた浮世絵は、他人を呪うために描かれた、忌いまわしき呪いの絵画だった。自分は、最初から木谷の慰みものにすぎなかったのだ。

　呪いから逃のがれる術すべが見つかれば──木谷から逃れる術があれば。

　菫は、死なずにすんだのだ。

　──取り返しのつかないことをしてしまった。

　心神喪失状態にあったとはいえ、いっときの感情に惑まどわされた決断で、両親や櫻子を悲しませてしまった。後悔してもしきれない。このままのうのうと天に昇る資格など、自分にはないと思える。

　この場所で永遠に自分を責める──地獄に等しき日々。

　苦しいだろうが改めて、受け入れなければ。そう、菫が覚悟していると。

「こんにちは、本城菫さん。ようやくちゃんとお話しできるね」

　突然、近くから話しかけられた。

　立っていたのは、数日前に自分を撮影した、可愛らしい年下の少女──塔崎涙歌、とかいう女の子だった。

　片手で真っ赤な傘かさを差し、もう片方の手に持ったアポクロと呼ばれている最新スマートフォンをこちらに向けて、その照準を覗くように涙歌は喋っていた。

「わたしを写真に撮って、木谷先生や櫻子との会話を聞かせていたのは……あなたなんですね……？」

　口ごもりながら、菫は尋ねた。両親か親友か、よほど慣れた相手でないと、声が震えてしまう。こうして亡者になっても、そのクセは治っていなかった。

　──生きていても死んでいても、私はどうしようもないやつだ。

　しみついた自じ虐ぎやくが、どこまでも自分を嘖さいなむ。

「ええ。反応はなくても届いているのはわかってたもんで、菫さんの心霊写真は常にアクティブ状態にしといた。どうでした？」

「どうって……言われても……」菫には、涙歌の真意が計れない。「とっても……悲しいです。なにも知らないほうが、幸せだったかもって思えるぐらいに……」

「かもね。それが呪いだと気づかないほうが、気高くも美しい悲恋のお話としては完結してたかもしれない。お互いを苦しめる恋愛なんて呪いと変わらないじゃん、なんてことも言えるけどさ」

　軽妙な口調で涙歌は述べる。やはり、わからない。

「どうして……？　どうして、わたしに真実を教えたんですか？」

「ひとつ。貴女がここに居座ってしくしく泣いてたら、誰かに見つかって本城菫だと特定される可能性も高い。娘が浮かばれずに、さまよってるなんて知ったら、クライアントである貴女のお父さんとお母さんが、これからの新しい人生を満まん喫きつできないから」

「そ、それは確かに、そうですけど……」

　涙歌は、菫を昇天させるとか、成仏させるために来たのだろうか。

「もうひとつ。これはこっちの事情なんだけど──人手が不足しててね」

「……へっ？」

　菫は、首を傾げた。

「いやさー、私のチームって今のところ、男所帯でさ。私を除のぞけば女は小学生一人だし、もう一人、大人の女性が欲しいなって思ってたところだったんだ。やっぱ、巷の怪談だったら、未練を残してこの世をさ迷う大人の女って必要不可欠だし。能力を置いといても、視点がたくさんあることは組織にとって大事だと思うんだよね」

「あ、あの……それって……も、もしかして」

　涙歌は婉えん然ぜんとした笑顔で頷き、

「そ。私は、貴女をスカウトに来たの」

　と言った。

「わ……わかりません。わたしなんて、気が弱いくせに思いこみが強くて、自分で自分の命を絶っちゃうような、メンヘラ女です。大人の女性なんて、わたしじゃなくてもどこにでもいます」

「そうでもないのよ。他人を恨うらむでもなく、自分の死を見つめながら理性も保っていられるような亡者は、どこにでもいるわけじゃない」

「でも、私……生きてるときも、人と話すのが苦手だったのに……」

「大丈夫。死んでたって、縁えんは作れるから」

「縁、ですか……？」

　死んでしまった人間に、そんなポジティブな言葉が許されるのだろうか。菫には信じ難がたい。

「前に貴女ぐらいひどい目に遭って死んだ、女の子の亡者と交渉する機会があってさ。その子は長い孤独の中で自分を失いかけて、とんでもない呪いの主ぬしになってたの」

「……他人を呪うようになったんですか？　そんな死者が、救われることなんて……」

「救われたよ。同じ立場にいた友達と改めて縁を結んだおかげで、自分を取り戻して……納得してくれた。そのときの報ほう酬しゆうがこれ。この、しるし」

　涙歌は胸元から小さなペンダントを取り出し、指で遊ばせながら述べた。

　天然石を加工したものらしいそのペンダントはとても美しかったが、まるでこの世のはじまりからそこに在り続けたかのように、神こう々ごうしくも妖あやしい光を称たたえていた。

「納得……納得の、しるし……」

「終わりのない馴なれ合いはオススメしないけど、私も同どう僚りようなら紹介できるよ。それに菫さん、貴女は──」

　──貴女はまだ、この世界になにかを遺のこしたいんでしょう。

　涙歌が、菫の本音を代弁する。

「わ……わたしは……」

　菫は口ごもってしまうが、涙歌の言う通りだった。

　父親に、母親に、友人達に。礼のひとつも言えずに、死を選んでしまったことが口くち惜おしくてたまらない。ほんの少しでも、二人を幸せにしたい。二人がもう一度子どもを育てたとしても、お金に不自由しないくらいに。

　やり直すことはできない。戻ることもできないが、それでも。

「案件を達成できれば、ギャラはきちんと払います。辞やめたいときは、いつでも言ってください。貴女が『引退』したいと考える時が来たら、喜んで送り出します。……口こう頭とうだけど、契約内容はこんな感じ。どうかな？」

　ウインクをして小首を傾げる涙歌は、年とし端はもいかぬ少女のように可愛らしい。その幼さは、言葉の通じぬ赤子の、無む邪じや気きな要求にも感じられる。

　菫は受け入れた上で──答えることにした。

「……人と話すのは、あまり得意じゃありません。似顔絵だったら、結構得意です。アナログ、デジタル、どちらも勉強しているので、環境さえあればすぐに描いてみせます。あと、動画もちょっとなら編集できます」

　ただそれだけの女ですけど──雇ってもらえますか。

　菫のささやかな自己ＰＲを聞いて、涙歌は深く頷いた。

「私のアルバムにようこそ、菫さん」

　涙歌が歓かん迎げいの言葉を発し、持っていた傘を菫の体にかざした。

　その途と端たんに、菫の瞳から大粒の涙が溢れ出す。亡者である菫の体は、雨だろうと雪だろうとすり抜ける。亡者に傘は意味がない。

　しかし涙歌は、わかっていて傘を向けてくれた。この少女は、自分に降りかかるものを共に受け止めようとしてくれているのだ。
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　たったそれだけのことで、菫は自分の痛みを理解されたような気がした。

　絶望に身を焼かれ、この場所で身を投げ、自分を終わらせようとした日から──。

「よろしくお願いします……」

　自分を歓迎してくれる人間が現れるなんて。嬉し涙を流せる日が来るなんて、菫は思ってもみなかった。

　──死人なりに、もう一度前を向いてみよう。

　菫は、死を選んでからはじめて笑った。
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　雨上がりのまどろむような青空に虹にじが出て、眠気を誘さそってくる放ほう課か後ご。〈カフェ・シュクルダール〉、本日のコーヒーは、フルーティな味わい深いエチオピアモカナチュラル。

　涙歌と柚ゆず希きはそろって同じものと、それぞれクロック・ムッシュとラズベリースコーンをセットで注文した。店内ではブラジルの伝統音楽、ショーロの名曲が流れている。軽快で優雅なフルートの音色が、柚希達の耳を癒いやす。

「それで、菫さんは美大のキャンパスに移うつれたんだ？　よかったねぇ。いや、死んでるからよくないのかな」

　豪ごう快かいにフォークでスコーンを頰ほおばりながら、柚希は複雑な状況を整理する。

「よかった、でいいよゆずっち。本人喜んでたもん、こっそり授業に参加できるし、ありがたいって」

　涙歌は冷めてきたコーヒーに口をつけながら、答える。

　蒼兵や藍生とは違い、土地──歩道橋に縛られていたわけではなかった菫は、より己を縛る場所であった美大に『お引っ越し』をしたらしい。美大はよい思い出ばかりではないが、菫にとっては最も自分の価値を意識できる場所でもある。

　死してなお自分を見つめ直す場所にいたい、と彼女が決めた。だから涙歌はその意思に従ったそうだ。

「大学って、亡者でも使えるものがワリとたくさんあるからね。菫さんにはバリバリ働いてもらうよ」

　クロック・ムッシュをモリモリ食べながら、得とく意い気げに涙歌は語った。柚希はそんな涙歌が愛おしくて、心がほっこりする。

「頼れるお姉さんが欲しかったんだね、るい子こちゃん」

「ふふ。まあ、そんな感じかな。蒼兵は『ブラック企業の犠牲者が増えちまった』とか言ってたけどね。失礼なやつよ、全く」

　文句を言いながらも、涙歌は楽しそうだ。組織が活性化するのは嬉しいらしい。

「ねえるい子ちゃん、そういえばお話に出てきた呪いの浮世絵って、どうしたの？　神社に置いて神様が変になっちゃうぐらいだし、お祓はらいとかも難しそうだよね」

「あれは燃もやした」

　涙歌がこともなげに言うので、柚希は耳を疑った。

「えっ……燃やしちゃったんだ。貴重なものじゃなかったの？」

「貴重だろうといい絵だろうと、木谷みたいな男に悪用されたらまずいしね。描いた人間も悪意込めまくりだったみたいだし、あるべきじゃないっしょ、あんなの」

　クロック・ムッシュを食べ終わった涙歌は、ペロリと唇を舐めまわす。涙歌にとって、呪われた芸術など目の前のスコーンにも劣るものだった。

「そ、そっか。でも、どんな人が描いたかぐらいは知りたかったかなあ。二次創作とか言ってたし、そんなに有名な人じゃないかもしれないけど」

　柚希は世界を呪った画家の顔を想像してみたが、全くイメージが固まらなかった。
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　ちなみに──先日、本城夫妻に、依頼の達成を報告した夜のこと。

　実質二日でスピード解決にこぎつけたことで鼻高々だった涙歌は、祝勝気分で呪いの浮世絵を燃やすため河か川せん敷じきにやってきていた。

　涙歌が嬉しそうに焚たき火びの用意をしている様子を、蒼兵はカバンの上に置かれたアポクロを通して眺める。

　ここに来るまで蒼兵は、個人的な興味で浮世絵のルーツを追いかけていた。だが、自分の調査結果がどうしても信じられず、涙歌への報告が遅れてしまった。

　筆致や年代、画法やモデル。情報提供者達の分析を総合して、推定できた作者の名前が、亡者である自分達の存在以上に、現実離れしていたのだ。

　贋がん作さくだろう、という者もいた。

　その作者の作風に似せただけの、別ものではないか、と。

　だが、そう考えると今度は別の問題が発生する。

「見様見真似の贋作に、見ただけで心がおかしくなるような呪いを、込められるもんなのか……？」

　本人であると想定しなければ──。

　──神にも影響する呪いにも、辻褄が合わない。

　自ら死を選んだその画家の怨念が本人の魂からも切り離されて、荒き御み霊たまとして浮世絵に宿り、近づいてきた者を呪う。彼は本城菫も真っ青になるほど壮そう絶ぜつな生しよう涯がいを送り、あらゆる者を裏切り、また裏切られながら、自分の表現を呪いながら死を選んだ。恋に敗れ、神に敗れた彼は、友人の画家にされた質問に激情を駆られ、自分の耳を千切ってしまったこともあるそうだ。

　己の生涯がそうであったように──表現のために、心を壊すことを求める。日本に彼の浮世絵が流れついたことは、本人が願ったことだったのかもしれない。

　浮世絵に強い影響を受けた彼が、浮世絵を遺い作さくに選んだこと。自分が愛した表現でしか、人を呪えないと彼は知っていたのかもしれない。

　彼の強い遺志に触れたのだとしたら、絵の道を志す者であれば、誰も逃れられないだろう。

「……いやいや」

　いやいやいや。

　やはり、そんなわけがないのだ。全ては妄もう想そうで、ただの推論だ。

　自分に言い聞かせている蒼兵に、こがねが話しかけてくる。こがねとカーミンは焚き火が見たくて、直接この河川敷にやってきていた。

「ソーヘイ、ルイカが絵を燃やすよってー。なに悩んでんの？」

「……こが。あの絵の作者が、世界的にもとんでもない有名人だとしたら。お前ならあの絵をどうする？」

「有名人？　神絵師とか、そーいうの？」

「ああ。どうもそいつ、日本が好きだったらしくてな。日本の文化に影響された絵をいくつも残してるらしいんだ」

「へー。あたしはそういうの興味ないからどうでもいいな。誰が描いたものだろうと、キモい絵は燃やしたほうがいい！　呪い、ダメ！　ゼッタイ！　ね、カーミン」

「ワン！」

　こがねとカーミンが、河川敷を背にして頷き合う。一度呪いに囚われかけたこがねは、絵に対してひとかたならぬ恨うらみを抱いていた。

「……そうだな。の、呪いの絵なんて、燃やしちまったほうがいいよな。しかしだな……」

「いじいじすんなよー、ソーヘイ。んで、その有名人って、なんて人？」

　こがねが無邪気に尋ねると、蒼兵は逡しゆん巡じゆんして。




「ヴィンセント・ヴァン・ゴッホって人」

　そう答えた。発声することで、より現実味が失われた。

　耳慣れない単語だったのか、

「ふーん、やっぱり知らないや」

　こがねは一いつ蹴しゆうするだけだった。

「……知らないことは幸せだよな」

　蒼兵がうなだれていたら、遠くからパチパチと火花が弾はじける音が聞こえてきた。

　白い煙が、夜空に上がっている。荒ぶる赤い炎が舞まい上がる。

「ああ……歴史上の人物まで、炎上しちまったか……」

　蒼兵は、なにも見なかったことにした。ＳＮＳでももう語るまい。

　──どんな相手だろうと、晒すのは苦手だ。

　煙が上のぼる向こう側──川の向こう側には巨大なショッピングモールが見える。

　ライトアップされた完成したばかりの観覧車が、のんびりとその場で、どこにも進まず回転していた。
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　その日の蒼兵の複雑な葛かつ藤とうを知ってか知らずか、涙歌はギャラと新しい労働力をゲットできて、大変に満足していたようだ。

　いつもはワリカンと決めているコーヒーもおごると言ってきかないので、柚希は断るのが大変だった。柚希は涙歌と二人きりでの食事は、お互いの特別なお祝いでない限り、全て半分こしたいのだ。

「私は絵とかよくわかんないけど……絵を描いたり、他人の絵を見たりして人生が変わっちゃう人って本当にいるんだね。たった一人の人間のために絵を描き続ける、って人もいるもんね。芸術が正しいのかどうか、よくわかんなくなっちゃうよ」

　柚希は一連の話を聞いて思った。

「でっかい観覧車を見るだけで、満足しちゃう子もいるしね。正直よくわかんないよね」

　涙歌も同意する。カメラだって芸術表現には違いないが、涙歌にとってのカメラはあくまでも仕事用のツールであって、綺き麗れいな写真を撮影するためのものではない、らしい。

「死んじゃった私のおばさんは、趣しゆ味みで文章を書いたり絵を描いたりしてた、って言ってたなあ……私も、今度なにか挑ちよう戦せんしてみようかな」

「いいんじゃない？　ゆずっちの芸術、見てみたい。ゆずっち結構漫まん画がも読むし、漫画なんてどう？」

「漫画もいいねぇ。ただ、るい子ちゃんには上手になってから見せたいかな……笑われたくないもん」

　後ろ向きな気持ちで指先をいじくる柚希に、涙歌は「ってことは、ずっと見せてくれなそうだね」と言って笑う。

「意地悪だね」と柚希も口を尖らせつつ、笑う。

　──言葉も絵も、受け取るもの次第ではあるんだろう。

　世に送り出された表現そのものに、善悪の区別はない。公式か非公式かという定義も、クオリティとは別問題である。

「誰かが作ったものを見て祝われる人と、呪われる人がいるだけなんだね」

「ええ、ほとんどの場合は勝手に。無条件に祝われることを望みながら、頼みもしないのに、人は呪われたがってる」

「るい子ちゃんは呪われても呪われないし、誰も呪わないよね。すごいよ、るい子ちゃん」

　柚希は素直な気持ちで誉め称たたえたのだが、涙歌は首を横に振る。

「ただの体質だってば。私は自分でも、どうして自分が呪われないのかわからないんだよ？　もったいないから利用してるけど」

「わからなくても、受け入れた上できちんと行動できるのは、るい子ちゃんに勇ゆう気きがあるからだよ」

　柚希はそう思う。涙歌はネガティブな呪いの一切を拒みながら、一方では浮かばれない亡者でも、行動で祝いわおうとする。

　後悔しながらさ迷うか、未練を断ち切ってこの世を去るかの二択しかなかった本城菫に、もうひとつの選せん択たく肢しを与えたのは──涙歌が、自分の力に責任を持っているからだ。関わった亡者達に、涙歌は涙歌なりのチャンスを与えている。

　どう誉めても涙歌は「それが私の商売だから」としか答えないだろうが、柚希はそれを勇気と呼ぶ。誇り、と呼び換えてもいい。

　無む償しようの愛情を振りまくのではなく、報酬を得られる仕事にしているからこそ、決意を持って続けられるものがある。アルバイトすらしたことがない柚希だが、確信できる。

「るい子ちゃんが誰かを呪いたくなったら、私に言ってね」

　そのときは、呪われてあげてもいいよ。柚希は言う。

「ゆずっちがいれば、誰かを呪う必要なんてないよ」

　ゆずっちになら呪われてもいいけどね。涙歌が言う。

　提案は、常に平行線になる。二人はいつも、根っこの部分で交まじわらない。

　いつもこのように、言いたいことだけを言って一日が終わる。交わらないが故に、柚希と涙歌は隣となり合いながら敬うやまいつつ、そのままの形で互いを肯定する。

　そんな関係が必要なのだ。

　朝と夜のように。

　姉と妹のように。

　祝いと呪いのように。

「今日もお疲れさまです、るい子ちゃん」

「ありがとう、ゆずっち」

　──こちら側と、向こう側のように。
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　埃ほこり混まじりの濃い霧きりに包まれ、町並みが霞かすんでいる。

　水すい蒸じよう気きの海に浮かぶビル群は、まるで蜃しん気き楼ろうに浮かぶ異界の都みやこのようだった。あるいは、この町そのものがすでに終末を迎むかえた死の町であり、人々も自分が死んだことに気づいていないのかもしれない。

　──よくある設定だ。

　滅ほろんでしまった世界で、滅ぶ前の日常を延えん々えんと脳内でシミュレーションし、それこそが現実であると信じこみ、リピート再生を続ける。

　自分と他人の境界が曖あい昧まいな子どもたちが、状況と折り合いをつけて、なんとか生きる。それができなければ死ぬしかない。メディアは生きている者と、死んでいる者を選ばない。

　彼は白びやく檀だんの香り立つ部屋でそんなことを思いながら、動画サイトにアクセスする。投稿した動画の再生数を確認するためだ。

　悪くない数字だ。わずか数日で５０００００再生。

　個人が投稿した動画の注目度としては、まずまずの出でだしだ。

　他の投稿者が作曲し１００００００再生を記録したとある楽曲に適当なＰＶをつけただけのもの。ポップなワードが並ぶ歌詞の解かい釈しやくを邪魔せず、それでいて想像力を刺激する程度には、物語性の強いアニメーション。

　どこか知らない異界の町で、少年と少女が出会う。

　少年と少女は、強大な運命の魔物によって、引き剝はがされる。

　それでも運命に抗あらがい、再び出会うことを祈る。

　世界は変わる。君達の手で。

　彼らは、ただ楽曲を消しよう費ひしたいのではない。自分達で歌ったり、自分達の愛するキャラクターのイメージソングとして楽曲を採用したり、その楽曲の振りつけを考えて、自らの表現に変換した上で、世界に再配信をする。そこで原曲は、特権的なオリジナルとしての価値を失う。

　──なにも悪いことではない。

　彼らは、参加したいのだ。与えられた物語に酔よわず、自分達の側で物語を生みだし、自分達だけで消費しようと願う。それが彼らの祈りだ。

　ここに集まる者達は、参加させてくれる物語を望んでいる。

　──だから、与える。

　新しい、死の物語を。

　自分達を取り巻く世界には多くの亡者が溢れていて、亡者達も新しい物語を求めている。生や死を問わない、真のメディアが必要なのだ。

　彼は自分の思い描く社会を夢想して、性的興こう奮ふんにも似にた高こう揚よう感かんに陶とう酔すいしながら、ＳＮＳを開く。木き谷やが逮たい捕ほされたニュースの続報が流れてきた。取り調べでわけのわからないことを呻うめいていた彼は、治療を受けながらようやく犯行を自じ供きようしはじめた様子だ。

　──面白い。

　予想していたよりも、早い解決だった。木谷による犠ぎ牲せい者しやはもっと増えると思っていたが、死者は一人だけだった。

　これが彼女の仕事なのかと思うと、これほど喜よろばしいことはない。

　ビヨンドスコープをここまで使いこなせるなんて、期待以上の成長だ。あの呪われた浮世絵を神社にわざと奉納し、木谷という小物に教えたかいがあるというものだ。かの地で目覚めた『七倍の呪い』すら解決した彼女にならば、アップデートを託たくせる。堕おちた聖職者達が、彼女の成長を促うながす。

　愉快すぎて、彼はディスプレイに向けて──。

　その向こう側にいる者へ、呼びかける。

「もっと盛り上げていこう、塔とう崎さき涙るい歌か」

　動画の再生数は彼の高揚と連動するかのように、伸のび続けていた。


了
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　はじめまして、あるいはこんにちは。保ほ坂さか歩あゆむと申します。なんの因いん果がか、姉の命めい日にちにこんな内容の小説のあとがきを書いています。まあ中学生の列に並んで僕の本を買うような姉だったので、喜んでくれていることでしょう。文句があっても写真には写るなよ。

　さて、『涙るい歌か』はこんな内容の小説で、こんな性格の主人公ですが、僕はとても気に入っています。名前に『涙なみだ』が入っているのに、涙を見せるシーンが一度もありません。泣かない涙歌の強さと、泣けない涙歌の弱さの意味を、少しでも感じていただけたら幸いです。

　また、本作の前ぜん日じつ譚たんとして、ゲームクリエイターのカナヲさんと、フリーゲーム版も製作いたしました。よろしければそちらもぜひ。ゲームとしての面白さを追求してくださったカナヲさんに、心から感謝いたします。そしてイラストは小説もゲームも、糸いと色しきえるさんに担当していただきました。糸色さんの若く鋭く大胆なタッチによって、涙歌達にようやく命が宿ったと思います（死人だらけですが）。本当に、ありがとうございます。

　それでは、まだまだ謎の多い涙歌や、蒼そう兵へい達の『生前』、菫すみれの新人研修を描えがくためにも、この『チーム』や、柚ゆず希きと再会できることを僕も期待して。ご縁えんがあれば、また！
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